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宇治茶の引札
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一
、
本
書
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
宇
治
茶
の
引
札
の
調
査

報
告
書
で
あ
る
。

一
、
「
引
札
の
な
か
の
高
級
煎
茶
」
を
坂
本
博
司
が
、
そ
の

他
を
小
嶋
正
亮
が
担
当
し
た
。

宇
治
茶
の
引
札

今
回
の
報
告
書
で
は
、
当
館
収
蔵
資
料
を
中
心
に
宇
治
茶
の
引
札

を
と
り
あ
げ
る
。
引
札
と
は
、
今
日
で
い
う
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
な

ど
紙
に
よ
る
広
告
媒
体
全
般
を
さ
し
、
江
戸
時
代
後
期
以
降
盛
ん
に

作
成
さ
れ
た
。
墨
一
色
の
も
の
が
主
流
な
が
ら
、
時
に
は
多
色
刷
り

の
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
も
見
ら
れ
る
。

当
館
で
は
、
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
の
開
館
以
来
、
宇
治
茶

関
係
資
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。
そ
の
う
ち
引
札
に
つ
い
て
は
、

時
代
は
江
戸
後
期
か
ら
大
正
頃
ま
で
、
地
域
は
北
は
青
森
県
か
ら
南

は
九
州
・
福
岡
県
の
も
の
ま
で
、
約
九
〇
点
を
数
え
る
。
た
だ
、
そ

の
多
く
は
、
大
消
費
地
で
あ
る
江
戸
（
東
京
）
・
大
坂
・
京
、
い
わ
ゆ

る
三
都
の
茶
商
の
も
の
が
占
め
、
他
地
方
の
も
の
は
比
較
的
少
な
い
。

宇
治
の
茶
商
の
も
の
も
同
様
に
少
な
く
、
特
に
江
戸
期
の
も
の
は
皆

無
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
「
宇
治
茶
」
の
引
札
な
の
か
。
そ
れ
は
、
三
都
は

も
と
よ
り
他
の
地
方
も
含
め
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
茶
商
が
そ
れ
ぞ
れ
の

( 3 )

顧
客
に
配
布
し
た
引
札
に
お
い
て
、
「
宇
治
茶
」
を
主
に
取
り
扱
う
こ

と
を
標
榜
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
巻
末
に
し
め
し
た
「
掲
載

資
料
一
覧
」
の
表
題
等
の
部
分
を
通
覧
す
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

当
館
が
こ
れ
ま
で
に
収
集
で
き
た
引
札
の
な
か
に
は
、
「
大
安
売
」

と
い
っ
た
短
い
期
間
の
み
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
も
の

も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
通
年
、
あ
る
い
は
数
年
に
わ
た
り
用
い

ら
れ
た
各
茶
商
が
扱
う
茶
の
価
格
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
一
部
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
七
年
度
特
別
展
「
宇
治
茶－

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

の
成
立
と
展
開－

」
に
お
い
て
公
開
し
、
図
録
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

本
報
告
書
で
は
、
先
の
図
録
の
内
容
と
一
部
重
複
す
る
部
分
が
あ

る
も
の
の
、
展
覧
会
開
催
時
に
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
紙
幅
の
都
合
上
紹

介
に
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
や
、
そ
の
後
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を

加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
当
館
収
蔵
の
二
三
点
、
個
人
蔵
七
点
、
合
計

三
〇
点
の
宇
治
茶
の
引
札
（
価
格
表
）
に
つ
い
て
全
文
翻
刻
の
う
え

公
開
す
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
第
二
〇
集
「
宇
治
郷
の
古
文
書
」
解
説
で
も
触
れ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
市
域
に
残
さ
れ
た
宇
治
茶
関
係
資
料
は
、
古
文
書
も
含
め

意
外
に
少
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
引
札
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
宇
治
茶
の
実
態
解
明
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

宇
治
の
柴
舟

か
ほ
り
を
の
せ
て

よ
す
る
み
な
と
の川

口
軒

（
収
蔵
資
料
№
四
三
六
・
七
）

（  2  ）
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宇
治
茶
関
係
文
献
案
内

宇
治
市
・
宇
治
市
歴
史
資
料
館
の
刊
行
物

◇
宇
治
市
史

『
宇
治
市
史

二

中
世
の
歴
史
と
景
観
』
宇
治
市

昭
和
四
九
年
（
一

九
七
四
）

第
四
章
第
三
節
「
茶
業
の
発
展
と
茶
師
」
ほ
か

『
宇
治
市
史

三

近
世
の
歴
史
と
景
観
』
宇
治
市

昭
和
五
一
年
（
一

九
七
六
）

第
一
章
第
五
節
「
茶
師
仲
ヶ
間
と
茶
壺
道
中
」
ほ
か

『
宇
治
市
史

四

近
代
の
歴
史
と
景
観
』
宇
治
市

昭
和
五
三
年
（
一

九
七
八
）

第
二
章
第
五
節
「
茶
業
の
近
代
化
」
ほ
か

『
宇
治
市
史

六

西
部
の
生
活
と
環
境
』
宇
治
市

昭
和
五
六
年
（
一

九
八
一
）

「
一

宇
治
郷
」
ほ
か

『
宇
治
市
史
年
表
』
宇
治
市

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）

◇
展
覧
会
図
録

『
宇
治
茶－

名
所
絵
か
ら
製
茶
図
へ－

』
宇
治
市
歴
史
資
料
館

昭

和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）

『
大
名
と
茶
師－

三
入
宛
の
書
状
を
中
心
に－

』
宇
治
市
歴
史
資
料

館

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

『
宇
治
茶－

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
成
立
と
展
開－

』
宇
治
市
歴
史
資

料
館

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）

◇
宇
治
文
庫

宇
治
文
庫
四
『
宇
治
茶
の
文
化
史
』
宇
治
市
教
育
委
員
会

平
成
五

年
（
一
九
九
三
）

宇
治
文
庫
六
『
宇
治
を
め
ぐ
る
人
び
と
』
宇
治
市
歴
史
資
料
館

平

成
七
年
（
一
九
九
五
）

宇
治
文
庫
一
〇
『
緑
茶
の
時
代－

宇
治
・
黄
檗
の
近
世
史－

』
宇
治

市
歴
史
資
料
館

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）

◇
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
（
七
ま
で
は
収
蔵
文
書
調
査
報
告
書
）

『
収
蔵

文
書
調
査
報
告
書
三

上
林
三
入
家
文
書
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

『
収
蔵
文
書
調
査
報
告
書
六

上
林
春
松
家
文
書
』
宇
治
市
歴
史
資

料
館

平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
九

上
林
春
松
家
文
書
二
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
一
五

片
岡
道
二
家
文
書
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
一
九

宇
治
茶
の
民
具
』
宇
治
市
歴
史
資

料
館

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
二
〇

宇
治
郷
の
古
文
書
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
二
一

上
林
味
卜
家
文
書
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）

( 5 )

他
機
関
等
の
刊
行
物

◇
図
書
等

『
辻
利
右
衛
門
翁
』
辻
翁
顕
彰
会

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

『
京
都
府
茶
業
史

完
』
安
達
披
早
吉

京
都
府
茶
業
組
合
連
合
会
議

所

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

『
山
本
山
の
歴
史
』
横
田
幸
哉

山
本
山

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）

『
日
本
の
茶

歴
史
と
文
化
』
吉
村
亨
・
若
原
英
弌

淡
交
社

昭
和

五
九
年
（
一
九
八
四
）

『
京
都
府
茶
業
百
年
史
』
社
団
法
人
京
都
府
茶
業
会
議
所

平
成
六
年

（
一
九
九
四
）

『
近
世
・
近
代
の
南
山
城

稲
作
か
ら
茶
業
へ
』
石
井
寬
治
・
林
玲
子

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）

『
日
本
茶
の
魅
力
を
求
め
て

ほ
ん
も
の
の
お
茶
・
宇
治
茶
と
こ
れ
か

ら
』
小
西
茂
毅

大
河
書
房

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
））

『
抹
茶
の
研
究
』
桑
原
秀
樹

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）

『
日
本
茶
の
歴
史
』

橋
本
素
子

淡
交
社

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）

「
緑
茶
製
法
の
誕
生
と
普
及－

山
城
茶
の
江
戸
直
接
販
売
を
手
が
か
り

に－

」
島
津
良
子
（
『
京
都
を
学
ぶ
【
南
山
城
編
】－

文
化
資
源
を
発

掘
す
る－

』
金
田
章
裕
・
上
杉
和
央

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

平
成
三

一
年
（
二
〇
一
九
）

『
お
抹
茶
の
す
べ
て

宇
治
抹
茶
問
屋
４
代
目
が
教
え
る

歴
史
、
文

化
、
生
産
、
品
種
か
ら
味
わ
い
方
ま
で
』
桑
原
秀
樹

誠
文
堂
新
光
社

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）

「
製
茶
の
研
究

手
揉
み
か
ら
機
械
へ
」
桑
原
秀
樹
（
月
刊
『
茶
』
静

岡
県
茶
業
会
議
所

二
〇
一
八
年
一
月
号
よ
り
連
載
中
）

◇
展
覧
会
図
録

『
や
ま
し
ろ
の
お
茶
』
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

平
成
七
年
（
一

九
九
五
）

『
お
茶
・
人
・
く
ら
し

』

城
陽
市
歴
史
民
俗
資
料
館

平
成
一
二
年

（
二
〇
〇
〇
）

『
山
城
・
お
茶
の
一
〇
〇
年
』
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

平
成
一

二
年
（
二
〇
〇
〇
）

『
宇
治
茶
の
郷
の
た
か
ら
も
の－

茶
の
木
人
形
と
永
谷
家
の
製
茶
機
械

－

』
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）

◇
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
宇
治
茶
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
」
内
「
宇

治
茶
に
関
す
る
古
文
書
調
査
報
告
書
」
よ
り

「
近
世
古
文
書
『
永
谷
伊
八
郎
家
文
書
』
の
分
析
調
査
」
報
告
書

島

津
良
子

京
都
文
教
大
学
地
域
共
同
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

平
成
二
八

年
（
二
〇
一
六
）

「
旧
宇
治
田
原
町
史
収
集
保
管
文
書
『
古
今
嘉
木
歴
覧
』
及
び
『
禁
裏

御
所
御
茶
献
上
日
記

全
』
の
分
析
調
査
」
報
告
書

島
津
良
子

京

都
文
教
大
学
地
域
共
同
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

平
成
二
九
年
（
二
〇
一

七
）

（  4  ）



( 4 )

宇
治
茶
関
係
文
献
案
内

宇
治
市
・
宇
治
市
歴
史
資
料
館
の
刊
行
物

◇
宇
治
市
史

『
宇
治
市
史

二

中
世
の
歴
史
と
景
観
』
宇
治
市

昭
和
四
九
年
（
一

九
七
四
）

第
四
章
第
三
節
「
茶
業
の
発
展
と
茶
師
」
ほ
か

『
宇
治
市
史

三

近
世
の
歴
史
と
景
観
』
宇
治
市

昭
和
五
一
年
（
一

九
七
六
）

第
一
章
第
五
節
「
茶
師
仲
ヶ
間
と
茶
壺
道
中
」
ほ
か

『
宇
治
市
史

四

近
代
の
歴
史
と
景
観
』
宇
治
市

昭
和
五
三
年
（
一

九
七
八
）

第
二
章
第
五
節
「
茶
業
の
近
代
化
」
ほ
か

『
宇
治
市
史

六

西
部
の
生
活
と
環
境
』
宇
治
市

昭
和
五
六
年
（
一

九
八
一
）

「
一

宇
治
郷
」
ほ
か

『
宇
治
市
史
年
表
』
宇
治
市

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）

◇
展
覧
会
図
録

『
宇
治
茶－

名
所
絵
か
ら
製
茶
図
へ－

』
宇
治
市
歴
史
資
料
館

昭

和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）

『
大
名
と
茶
師－

三
入
宛
の
書
状
を
中
心
に－

』
宇
治
市
歴
史
資
料

館

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

『
宇
治
茶－

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
成
立
と
展
開－

』
宇
治
市
歴
史
資

料
館

平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）

◇
宇
治
文
庫

宇
治
文
庫
四
『
宇
治
茶
の
文
化
史
』
宇
治
市
教
育
委
員
会

平
成
五

年
（
一
九
九
三
）

宇
治
文
庫
六
『
宇
治
を
め
ぐ
る
人
び
と
』
宇
治
市
歴
史
資
料
館

平

成
七
年
（
一
九
九
五
）

宇
治
文
庫
一
〇
『
緑
茶
の
時
代－

宇
治
・
黄
檗
の
近
世
史－

』
宇
治

市
歴
史
資
料
館

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）

◇
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
（
七
ま
で
は
収
蔵
文
書
調
査
報
告
書
）

『
収
蔵

文
書
調
査
報
告
書
三

上
林
三
入
家
文
書
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

『
収
蔵
文
書
調
査
報
告
書
六

上
林
春
松
家
文
書
』
宇
治
市
歴
史
資

料
館

平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
九

上
林
春
松
家
文
書
二
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
一
五

片
岡
道
二
家
文
書
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
一
九

宇
治
茶
の
民
具
』
宇
治
市
歴
史
資

料
館

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
二
〇

宇
治
郷
の
古
文
書
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
二
一

上
林
味
卜
家
文
書
』
宇
治
市
歴
史

資
料
館

平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）

( 5 )

他
機
関
等
の
刊
行
物

◇
図
書
等

『
辻
利
右
衛
門
翁
』
辻
翁
顕
彰
会

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

『
京
都
府
茶
業
史

完
』
安
達
披
早
吉

京
都
府
茶
業
組
合
連
合
会
議

所

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

『
山
本
山
の
歴
史
』
横
田
幸
哉

山
本
山

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）

『
日
本
の
茶

歴
史
と
文
化
』
吉
村
亨
・
若
原
英
弌

淡
交
社

昭
和

五
九
年
（
一
九
八
四
）

『
京
都
府
茶
業
百
年
史
』
社
団
法
人
京
都
府
茶
業
会
議
所

平
成
六
年

（
一
九
九
四
）

『
近
世
・
近
代
の
南
山
城

稲
作
か
ら
茶
業
へ
』
石
井
寬
治
・
林
玲
子

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）

『
日
本
茶
の
魅
力
を
求
め
て

ほ
ん
も
の
の
お
茶
・
宇
治
茶
と
こ
れ
か

ら
』
小
西
茂
毅

大
河
書
房

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
））

『
抹
茶
の
研
究
』
桑
原
秀
樹

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）

『
日
本
茶
の
歴
史
』

橋
本
素
子

淡
交
社

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）

「
緑
茶
製
法
の
誕
生
と
普
及－

山
城
茶
の
江
戸
直
接
販
売
を
手
が
か
り

に－

」
島
津
良
子
（
『
京
都
を
学
ぶ
【
南
山
城
編
】－

文
化
資
源
を
発

掘
す
る－

』
金
田
章
裕
・
上
杉
和
央

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

平
成
三

一
年
（
二
〇
一
九
）

『
お
抹
茶
の
す
べ
て

宇
治
抹
茶
問
屋
４
代
目
が
教
え
る

歴
史
、
文

化
、
生
産
、
品
種
か
ら
味
わ
い
方
ま
で
』
桑
原
秀
樹

誠
文
堂
新
光
社

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）

「
製
茶
の
研
究

手
揉
み
か
ら
機
械
へ
」
桑
原
秀
樹
（
月
刊
『
茶
』
静

岡
県
茶
業
会
議
所

二
〇
一
八
年
一
月
号
よ
り
連
載
中
）

◇
展
覧
会
図
録

『
や
ま
し
ろ
の
お
茶
』
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

平
成
七
年
（
一

九
九
五
）

『
お
茶
・
人
・
く
ら
し

』

城
陽
市
歴
史
民
俗
資
料
館

平
成
一
二
年

（
二
〇
〇
〇
）

『
山
城
・
お
茶
の
一
〇
〇
年
』
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

平
成
一

二
年
（
二
〇
〇
〇
）

『
宇
治
茶
の
郷
の
た
か
ら
も
の－

茶
の
木
人
形
と
永
谷
家
の
製
茶
機
械

－

』
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）

◇
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
宇
治
茶
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
」
内
「
宇

治
茶
に
関
す
る
古
文
書
調
査
報
告
書
」
よ
り

「
近
世
古
文
書
『
永
谷
伊
八
郎
家
文
書
』
の
分
析
調
査
」
報
告
書

島

津
良
子

京
都
文
教
大
学
地
域
共
同
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

平
成
二
八

年
（
二
〇
一
六
）

「
旧
宇
治
田
原
町
史
収
集
保
管
文
書
『
古
今
嘉
木
歴
覧
』
及
び
『
禁
裏

御
所
御
茶
献
上
日
記

全
』
の
分
析
調
査
」
報
告
書

島
津
良
子

京

都
文
教
大
学
地
域
共
同
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

平
成
二
九
年
（
二
〇
一

七
）

（  5  ）



( 6 )

引
札
の
な
か
の
高
級
煎
茶

碾
茶
の
出
物
か
ら
玉
露
へ

出
物
と
は

茶
の
葉
は
、
摘
採
後
そ
の
日
の
う
ち
に
蒸
し
と
乾
燥
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
を
「
荒
茶
」
と
い
い
、
そ
の
後
必
要
に
応
じ
て
随
時
選
別
、
精
製

が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
合
組
と
呼
ば
れ
る
ブ
レ
ン
ド
作
業
を
経

て
商
品
と
し
て
の
茶
が
完
成
し
、
茶
銘
が
付
さ
れ
店
頭
に
な
ら
ぶ
。

こ
う
し
た
商
品
の
種
別
は
、
大
き
く
抹
茶
、
玉
露
、
煎
茶
に
わ
か
れ

る
が
、
茶
商
の
店
頭
で
配
布
さ
れ
る
価
格
表
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

い
く
つ
も
の
茶
銘
が
な
ら
ぶ
。
茶
の
専
門
店
を
は
じ
め
て
お
と
ず
れ
る

客
は
、
そ
の
種
類
の
多
さ
と
価
格
の
ひ
ら
き
に
、
自
分
は
ど
の
茶
を
も

と
め
る
べ
き
な
の
か
、
と
ま
ど
い
を
お
ぼ
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
わ
か
り
に
く
く
す
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
出
物
」
の
存
在
で

あ
る
。
出
物
と
は
、
精
製
の
過
程
で
と
り
の
ぞ
か
れ
た
部
分
、
葉
軸
や

葉
脈
、
茎
な
ど
を
商
品
と
し
て
仕
立
て
た
も
の
。
現
在
よ
く
見
ら
れ
る

の
は
、
雁
金
（
か
り
が
ね
＝
茎
茶
）、
沈
粉
（
芽
茶
）
、
粉
茶
ぐ
ら
い
だ

が
、
実
は
玉
露
も
、
こ
う
し
た
派
生
品
に
そ
の
出
自
を
持
つ
。
し
か
も

そ
れ
が
ひ
と
つ
の
分
野
と
し
て
確
立
す
る
に
は
、
約
一
〇
〇
年
近
く
の

年
月
を
要
し
た
。

本
稿
で
は
、
江
戸
か
ら
明
治
期
の
引
札
に
あ
ら
わ
れ
る
「
濃
茶
園
煎

茶
」
「
薄
茶
園
煎
茶
」
な
る
も
の
に
着
目
し
、
玉
露
の
誕
生
過
程
の
考

察
を
こ
こ
ろ
み
る
。

歴
史
資
料
と
し
て
の
茶
の
引
札

茶
の
価
格
表
と
し
て
の
引
札
へ
の
関
心
は
、
ど
こ
で
ど
ん
な
種
類
の

茶
が
い
く
ら
で
売
ら
れ
て
い
た
の
か
、
た
だ
そ
の
点
に
尽
き
る
。
そ
こ

か
ら
何
か
を
導
き
出
す
と
な
る
と
、
ま
ず
は
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
あ
る
程
度
の
数
が
必
要
で
、
そ
し
て
少
な
く
と
も
三
都
に
つ
い

て
ざ
っ
く
り
と
で
も
概
観
で
き
れ
ば
、
と
い
っ
た
こ
と
に
は
す
ぐ
に
気

が
付
く
。
あ
ら
か
じ
め
そ
ん
な
つ
も
り
で
、
こ
の
種
の
モ
ノ
を
集
め
始

め
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
つ
の
間
に
か
ま
と
ま
っ
た
数
量
に
な
り
、

比
較
、
検
討
す
る
こ
と
が
充
分
に
可
能
な
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

引
札
の
な
か
に
言
う
、
ま
ず
た
い
て
い
そ
の
先
頭
に
も
っ
て
こ
ら
れ

る
「
濃
茶
・
薄
茶
」
、
つ
ま
り
碾
茶
は
宇
治
茶
の
原
点
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
頂
点
で
も
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
茶
道
の
印
象
を

と
も
な
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
慣
習
が
い
ま
も
受
け
継
が
れ
、

一
定
の
姿
を
保
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

昨
今
の
「
抹
茶
」
を
め
ぐ
る
状
況
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
そ
し
て
す

っ
か
り
変
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
引
札
に
「
宇
治
煎
茶
」
と
し
て
登
場
す
る
い
わ
ゆ
る
煎
茶
の
代

表
的
な
種
類
に
つ
い
て
は
、
「
青
製
」
ま
た
は
「
宇
治
製
」
と
も
い
わ

れ
る
製
法
、
宇
治
田
原
湯
屋
谷
村
の
永
谷
宗
円
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た

と
説
か
れ
て
き
た
部
類
が
、
一
応
そ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
こ
の
点
に
か
な
り
の
問
題
が
含
ま
れ
る
。
ま
ず
は
そ
の
製
法
に

関
し
て
だ
が
、
生
葉
を
蒸
し
て
、
焙
炉
で
乾
燥
さ
せ
る
の
は
先
行
す
る

( 7 )

碾
茶
の
製
法
と
同
様
で
あ
り
、
材
料
が
覆
い
を
し
な
い
露
天
園
の
茶
葉

で
、
蒸
籠
を
「
梨
籠
」
に
替
え
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
「
創
始
」
と
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
例
え
ば
徹
底
し
た
揉
み
切
り
に
よ
る
乾
燥
の

手
法
を
特
徴
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
点
は
確
か
に
新
し

い
煎
茶
製
法
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
そ
う
い
っ
た
認
識
が

一
般
に
通
用
し
て
い
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
宇

治
煎
茶
」
は
引
札
に
記
さ
れ
る
価
格
帯
か
ら
、
高
級
煎
茶
に
は
遠
く
及

ば
な
い
品
質
で
あ
っ
た
こ
と
が
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
り
、
製
法
も
ま
た

そ
れ
に
見
合
っ
た
レ
ベ
ル
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

従
来
と
は
や
や
異
な
る
、
と
い
う
程
度
の
も
の
が
、
全
面
的
な
煎
茶

の
新
製
法
と
は
き
違
え
ら
れ
た
の
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
ま

ず
全
国
の
茶
産
地
が
宇
治
製
と
し
て
そ
の
製
造
法
と
技
術
を
受
け
入
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
そ
の
誤
解
を
大
き
く
し
た
原
因
は
、
永
谷

ら
が
江
戸
の
有
力
茶
商
、
山
本
加
兵
衛
（
嘉
兵
衛
、
山
本
山
）
と
結
び

つ
き
販
路
を
築
き
上
げ
た
と
大
き
く
宣
伝
さ
れ
、
ま
た
そ
の
言
説
が
繰

り
返
し
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
も
通
説
の
よ
う
に
固
ま
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
円
の
同
時
代
の
具
体

的
事
実
は
、
何
一
つ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

歴
史
資
料
と
し
て
の
引
札
に
は
、
そ
れ
ら
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、

予
期
し
な
か
っ
た
「
煎
茶
」
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
。
『
宇
治
茶

－

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
成
立
と
展
開

－

』（
平
成
二
七
年
度
特
別
展
図
録
）

に
お
い
て
、
三
都
の
茶
舗
を
中
心
に
茶
の
引
札
を
取
り
上
げ
、
業
界
で

言
う
と
こ
ろ
の
碾
茶
の
出
物
、
葉
肉
以
外
の
規
格
外
品
を
中
心
と
す
る

製
品
が
「
濃
茶
園
煎
茶
」「
薄
茶
園
煎
茶
」
な
ど
の
名
称
で
配
列
さ
れ
、

随
分
と
高
価
な
商
品
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
三
都
に
共

通
す
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
い
わ
ゆ
る
宇
治
煎
茶
と
は
ま
た
別
に
、
碾

茶
を
原
材
料
と
し
て
製
品
化
さ
れ
た
高
価
な
煎
茶
が
あ
り
、
そ
れ
が
宇

治
か
ら
全
国
に
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
報
告
書
は
、
新
た
な
情
報
を
加
え
、
高
級
煎
茶
の
代
表
で
あ

る
い
わ
ゆ
る
玉
露
の
発
生
と
普
及
に
つ
い
て
新
し
い
知
見
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
る
。
玉
露
は
、
碾
茶
と
青
製
煎
茶
の
両
方
の
特
徴
を
合
わ
せ

も
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
製
法
・
品
質
と
も
に
宇
治
茶
の
極
致
と
言
い
習
わ

さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
そ
れ
は
そ
れ
で
間
違
い
で
は
な
い
の
だ
が
、

そ
の
発
生
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
一
時
期
に
宇
治
周
辺
の
各
村

で
高
等
な
技
術
を
駆
使
で
き
る
作
業
者
が
現
れ
、
そ
の
製
品
化
に
こ
ぎ

つ
け
た
と
異
口
同
音
に
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
以
外
、
こ
れ
ま
で
何
一
つ

具
体
的
な
説
明
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
熟
達
し
た
手
揉
み
の
技
云
々

や
大
手
茶
問
屋
と
の
協
働
と
い
っ
た
逸
話
は
と
も
か
く
、
当
該
時
期
の

引
札
を
通
観
し
て
端
的
に
い
う
な
ら
、
碾
茶
葉
あ
る
い
は
そ
の
余
材
を

中
心
と
し
た
茶
葉
を
煎
茶
風
に
飲
用
す
る
、
好
事
家
た
ち
を
中
心
と
し

た
趣
向
が
前
段
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
新
た
な
種
別
と
し
て
玉
露

と
通
称
さ
れ
た
煎
茶
が
、
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
ひ
と
り
立
ち
を
し

て
い
く
、
そ
う
し
た
道
筋
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
幕
末
か
ら
明
治

初
年
に
か
け
て
確
立
さ
れ
る
玉
露
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
形
状
の

統
一
が
図
ら
れ
て
い
く
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
跡
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
取
り
扱
う
茶
の
引
札
は
、
そ
の
体
裁
か
ら
仮
に
江
戸

・
大
坂
型
と
宇
治
・
京
都
型
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
見
て
い
く
。
前

者
は
お
お
む
ね
表
を
三
～
五
段
に
組
み
、
品
質
の
低
い
煎
茶
を
産
地
ご

と
に
振
り
分
け
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
後
者
、

（  6  ）
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引
札
の
な
か
の
高
級
煎
茶

碾
茶
の
出
物
か
ら
玉
露
へ

出
物
と
は

茶
の
葉
は
、
摘
採
後
そ
の
日
の
う
ち
に
蒸
し
と
乾
燥
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
を
「
荒
茶
」
と
い
い
、
そ
の
後
必
要
に
応
じ
て
随
時
選
別
、
精
製

が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
合
組
と
呼
ば
れ
る
ブ
レ
ン
ド
作
業
を
経

て
商
品
と
し
て
の
茶
が
完
成
し
、
茶
銘
が
付
さ
れ
店
頭
に
な
ら
ぶ
。

こ
う
し
た
商
品
の
種
別
は
、
大
き
く
抹
茶
、
玉
露
、
煎
茶
に
わ
か
れ

る
が
、
茶
商
の
店
頭
で
配
布
さ
れ
る
価
格
表
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に

い
く
つ
も
の
茶
銘
が
な
ら
ぶ
。
茶
の
専
門
店
を
は
じ
め
て
お
と
ず
れ
る

客
は
、
そ
の
種
類
の
多
さ
と
価
格
の
ひ
ら
き
に
、
自
分
は
ど
の
茶
を
も

と
め
る
べ
き
な
の
か
、
と
ま
ど
い
を
お
ぼ
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
わ
か
り
に
く
く
す
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
出
物
」
の
存
在
で

あ
る
。
出
物
と
は
、
精
製
の
過
程
で
と
り
の
ぞ
か
れ
た
部
分
、
葉
軸
や

葉
脈
、
茎
な
ど
を
商
品
と
し
て
仕
立
て
た
も
の
。
現
在
よ
く
見
ら
れ
る

の
は
、
雁
金
（
か
り
が
ね
＝
茎
茶
）、
沈
粉
（
芽
茶
）
、
粉
茶
ぐ
ら
い
だ

が
、
実
は
玉
露
も
、
こ
う
し
た
派
生
品
に
そ
の
出
自
を
持
つ
。
し
か
も

そ
れ
が
ひ
と
つ
の
分
野
と
し
て
確
立
す
る
に
は
、
約
一
〇
〇
年
近
く
の

年
月
を
要
し
た
。

本
稿
で
は
、
江
戸
か
ら
明
治
期
の
引
札
に
あ
ら
わ
れ
る
「
濃
茶
園
煎

茶
」
「
薄
茶
園
煎
茶
」
な
る
も
の
に
着
目
し
、
玉
露
の
誕
生
過
程
の
考

察
を
こ
こ
ろ
み
る
。

歴
史
資
料
と
し
て
の
茶
の
引
札

茶
の
価
格
表
と
し
て
の
引
札
へ
の
関
心
は
、
ど
こ
で
ど
ん
な
種
類
の

茶
が
い
く
ら
で
売
ら
れ
て
い
た
の
か
、
た
だ
そ
の
点
に
尽
き
る
。
そ
こ

か
ら
何
か
を
導
き
出
す
と
な
る
と
、
ま
ず
は
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
あ
る
程
度
の
数
が
必
要
で
、
そ
し
て
少
な
く
と
も
三
都
に
つ
い

て
ざ
っ
く
り
と
で
も
概
観
で
き
れ
ば
、
と
い
っ
た
こ
と
に
は
す
ぐ
に
気

が
付
く
。
あ
ら
か
じ
め
そ
ん
な
つ
も
り
で
、
こ
の
種
の
モ
ノ
を
集
め
始

め
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
つ
の
間
に
か
ま
と
ま
っ
た
数
量
に
な
り
、

比
較
、
検
討
す
る
こ
と
が
充
分
に
可
能
な
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

引
札
の
な
か
に
言
う
、
ま
ず
た
い
て
い
そ
の
先
頭
に
も
っ
て
こ
ら
れ

る
「
濃
茶
・
薄
茶
」
、
つ
ま
り
碾
茶
は
宇
治
茶
の
原
点
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
頂
点
で
も
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
茶
道
の
印
象
を

と
も
な
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
慣
習
が
い
ま
も
受
け
継
が
れ
、

一
定
の
姿
を
保
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

昨
今
の
「
抹
茶
」
を
め
ぐ
る
状
況
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
そ
し
て
す

っ
か
り
変
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
引
札
に
「
宇
治
煎
茶
」
と
し
て
登
場
す
る
い
わ
ゆ
る
煎
茶
の
代

表
的
な
種
類
に
つ
い
て
は
、
「
青
製
」
ま
た
は
「
宇
治
製
」
と
も
い
わ

れ
る
製
法
、
宇
治
田
原
湯
屋
谷
村
の
永
谷
宗
円
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た

と
説
か
れ
て
き
た
部
類
が
、
一
応
そ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
こ
の
点
に
か
な
り
の
問
題
が
含
ま
れ
る
。
ま
ず
は
そ
の
製
法
に

関
し
て
だ
が
、
生
葉
を
蒸
し
て
、
焙
炉
で
乾
燥
さ
せ
る
の
は
先
行
す
る
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茶
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。
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燥
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と
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の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
そ
う
い
っ
た
認
識
が

一
般
に
通
用
し
て
い
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
宇

治
煎
茶
」
は
引
札
に
記
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る
価
格
帯
か
ら
、
高
級
煎
茶
に
は
遠
く
及
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な
い
品
質
で
あ
っ
た
こ
と
が
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
り
、
製
法
も
ま
た

そ
れ
に
見
合
っ
た
レ
ベ
ル
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

従
来
と
は
や
や
異
な
る
、
と
い
う
程
度
の
も
の
が
、
全
面
的
な
煎
茶

の
新
製
法
と
は
き
違
え
ら
れ
た
の
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
ま

ず
全
国
の
茶
産
地
が
宇
治
製
と
し
て
そ
の
製
造
法
と
技
術
を
受
け
入
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
そ
の
誤
解
を
大
き
く
し
た
原
因
は
、
永
谷

ら
が
江
戸
の
有
力
茶
商
、
山
本
加
兵
衛
（
嘉
兵
衛
、
山
本
山
）
と
結
び

つ
き
販
路
を
築
き
上
げ
た
と
大
き
く
宣
伝
さ
れ
、
ま
た
そ
の
言
説
が
繰

り
返
し
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
も
通
説
の
よ
う
に
固
ま
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
円
の
同
時
代
の
具
体

的
事
実
は
、
何
一
つ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

歴
史
資
料
と
し
て
の
引
札
に
は
、
そ
れ
ら
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、

予
期
し
な
か
っ
た
「
煎
茶
」
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
。
『
宇
治
茶

－

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
成
立
と
展
開

－

』（
平
成
二
七
年
度
特
別
展
図
録
）

に
お
い
て
、
三
都
の
茶
舗
を
中
心
に
茶
の
引
札
を
取
り
上
げ
、
業
界
で

言
う
と
こ
ろ
の
碾
茶
の
出
物
、
葉
肉
以
外
の
規
格
外
品
を
中
心
と
す
る

製
品
が
「
濃
茶
園
煎
茶
」「
薄
茶
園
煎
茶
」
な
ど
の
名
称
で
配
列
さ
れ
、

随
分
と
高
価
な
商
品
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
三
都
に
共

通
す
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
い
わ
ゆ
る
宇
治
煎
茶
と
は
ま
た
別
に
、
碾

茶
を
原
材
料
と
し
て
製
品
化
さ
れ
た
高
価
な
煎
茶
が
あ
り
、
そ
れ
が
宇

治
か
ら
全
国
に
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
報
告
書
は
、
新
た
な
情
報
を
加
え
、
高
級
煎
茶
の
代
表
で
あ

る
い
わ
ゆ
る
玉
露
の
発
生
と
普
及
に
つ
い
て
新
し
い
知
見
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
る
。
玉
露
は
、
碾
茶
と
青
製
煎
茶
の
両
方
の
特
徴
を
合
わ
せ

も
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
製
法
・
品
質
と
も
に
宇
治
茶
の
極
致
と
言
い
習
わ

さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
そ
れ
は
そ
れ
で
間
違
い
で
は
な
い
の
だ
が
、

そ
の
発
生
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
一
時
期
に
宇
治
周
辺
の
各
村

で
高
等
な
技
術
を
駆
使
で
き
る
作
業
者
が
現
れ
、
そ
の
製
品
化
に
こ
ぎ

つ
け
た
と
異
口
同
音
に
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
以
外
、
こ
れ
ま
で
何
一
つ

具
体
的
な
説
明
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
熟
達
し
た
手
揉
み
の
技
云
々

や
大
手
茶
問
屋
と
の
協
働
と
い
っ
た
逸
話
は
と
も
か
く
、
当
該
時
期
の

引
札
を
通
観
し
て
端
的
に
い
う
な
ら
、
碾
茶
葉
あ
る
い
は
そ
の
余
材
を

中
心
と
し
た
茶
葉
を
煎
茶
風
に
飲
用
す
る
、
好
事
家
た
ち
を
中
心
と
し

た
趣
向
が
前
段
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
新
た
な
種
別
と
し
て
玉
露

と
通
称
さ
れ
た
煎
茶
が
、
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
ひ
と
り
立
ち
を
し

て
い
く
、
そ
う
し
た
道
筋
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
幕
末
か
ら
明
治

初
年
に
か
け
て
確
立
さ
れ
る
玉
露
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
形
状
の

統
一
が
図
ら
れ
て
い
く
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
跡
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
取
り
扱
う
茶
の
引
札
は
、
そ
の
体
裁
か
ら
仮
に
江
戸

・
大
坂
型
と
宇
治
・
京
都
型
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
見
て
い
く
。
前

者
は
お
お
む
ね
表
を
三
～
五
段
に
組
み
、
品
質
の
低
い
煎
茶
を
産
地
ご

と
に
振
り
分
け
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
後
者
、
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( 8 )

は
基
本
一
か
ら
二
段
の
表
組
で
、
茶
の
種
類
は
濃
茶
・
薄
茶
と
煎
茶
の

二
手
に
大
別
し
て
載
せ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
は
江
戸
・
大
坂
の
引
札
を
手
に
大
消
費
地
の
小
売

店
、
そ
の
当
時
の
呼
び
名
で
言
え
ば
「
御
茶
所
」
を
巡
り
歩
き
、
次
い

で
宇
治
・
京
都
型
の
事
例
へ
と
話
を
進
め
た
い
。

江

戸

で
は
、
ま
ず
は
花
の
お
江
戸
か
ら
。
表
題
は
お
お
む
ね
「
宇
治
信
楽

諸
国
御
茶
所
」
、
品
ぞ
ろ
え
が
豊
か
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の

で
、
江
戸
と
大
坂
は
ほ
ぼ
こ
う
し
た
タ
イ
プ
が
主
流
で
あ
る
。
下
表
に

示
し
た
江
戸
の
五
軒
を
順
に
な
が
め
て
い
く
。

江
戸
①

井
筒
屋
利
助

ま
ず
井
筒
屋
利
助
の
店
舗
、
本
店
が
両
国
薬
研
堀
に
あ
り
、
浅
草
と

神
田
に
も
出
店
を
営
ん
だ
（
文
政
七
年
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
。
引
札
に
記
さ
れ
た
文
化
一
四

年
（
一
八
一
七
）
の
年
記
は
、
こ
の
種
の
も
の
で
本
館
が
確
認
し
て
い

る
な
か
で
は
も
っ
と
も
古
い
部
類
に
属
す
る
。
ま
た
、
下
部
に
は
別
の

引
札
が
貼
付
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
取
り
上
げ
る
。

表
題
に
あ
る
定
番
の
「
宇
治
信
楽
諸
国
」
か
ら
末
尾
の
「
伊
勢
駿
河

御
番
茶
類
」
ま
で
、
進
物
用
と
し
て
壷
詰
折
詰
、
袋
も
筒
状
か
ら
封
筒

型
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
も
で
き
る
と
あ
る
。
商
品
の
一
覧
は
四
段
に
分

け
ら
れ
、
一
段
目
は
薄
茶
と
濃
茶
、
二
段
目
に
宇
治
煎
茶
と
濃
茶
園
煎

茶
、
三
段
目
が
政
所
、
伊

勢
菰
野
、
肥
後
、
肥
前
と

産
地
別
に
、
最
下
段
の
四

段
目
も
ほ
ぼ
同
様
に
駿
河

の
芦
久
保
（
足
久
保
）
と

葉
形
煎
茶
な
る
部
類
が
そ

れ
に
つ
づ
く
。

最
上
段
、
薄
茶
の
中
の

「
む
か
し
」「
揃
（
そ
そ
り
）
」

「
別
儀
（
べ
ち
ぎ
）
」
と
い

っ
た
茶
銘
は
、
茶
壷
の
な

か
の
袋
茶
銘
以
外
の
碾
茶

銘
で
、
品
質
的
に
は
昔
や

白
を
付
す
茶
銘
の
仲
間
よ

り
も
劣
る
と
さ
れ
る
代
物

の
呼
び
名
で
、
薄
茶
銘
に

よ
く
用
い
ら
れ
た
。
薄
茶

の
単
位
は
斤
で
、
葉
茶
一

斤
は
二
〇
〇
匁
（
七
五
〇

グ
ラ
ム
）
と
換
算
さ
れ
、

二
段
目
の
宇
治
煎
茶
以
下

も
す
べ
て
一
斤
あ
た
り
の

単
価
が
表
示
さ
れ
る
。
濃

茶
の
単
位
は
半
一
袋
、
こ

れ
も
茶
壷
の
例
に
倣
っ
て

表題 屋号 住所 店主 年代 資料№

① 宇治信楽諸国御銘茶 松寿軒 両国薬研堀不動前 井筒屋利助 文化14･1817 1

問屋 角

② 宇治信楽諸国御茶所 都竜軒 日本橋通弐丁目 山本加兵衛 文政6･1823 2

③ 宇治信楽諸国御茶所 東両軒 東両国大徳院門前 伊勢屋治兵衛 4

④ 諸国御茶所 松峯軒 浅草御門外角 大坂屋吉左衛 5

門

⑤ 宇治信楽諸国御茶所 松風軒 東京浅草吉野町 松屋与兵衛 (明治初年) 6

■江戸の茶所

( 9 )

一
〇
匁
、
三
七
・
五
グ
ラ
ム
の
葉
茶
、
す
な
わ
ち
碾
茶
を
精
選
し
た
数

ミ
リ
方
の
葉
肉
片
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
現
在
の
茶
の
販
売
価
格
、
特
に
薄
茶
と
濃
茶
を
ほ
ぼ
今
日

の
定
価
の
範
囲
に
見
合
う
よ
う
に
一
匁
＝
一
〇
〇
文
＝
一
〇
〇
〇
円
と

設
定
し
、
各
種
別
の
価
格
の
幅
を
ま
と
め
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

特
徴
的
な
の
は
思
い
の
ほ
か
宇
治
煎
茶
が
安
価
で
、
そ
れ
に
つ
づ
く

種別 価格 現代の価格に換算

薄茶 12匁～78匁 600円～ 3900円(約40g)

濃茶 3匁9分～10匁 4000円～10000円(約40g)

宇治煎茶 3匁～20匁 400円～ 2600円(約100g)

濃茶園煎茶 13匁～30匁 1700円～ 4000円(約100g)

政所煎茶(近江) 4匁～ 6匁 500円～ 800円(約100g)

勢州菰野煎茶 4匁～ 6匁 500円～ 800円(約100g)

肥後相良茶 4匁～ 6匁 500円～ 800円(約100g)

肥州名茶(肥前) 4匁～10匁 500円～ 1300円(約100g)

芦久保煎茶(駿河) 148文～15匁 200円～ 2000円(約100g)

葉形煎茶(不明) 300文～500文 400円～ 670円(100g)

■井筒屋利助の茶価（濃茶･薄茶は「半袋」＝10匁＝37.5gあたり、

他は1斤＝200匁＝750gあたり。以下同じ）

濃
茶
園
煎
茶
が
異
様
な
く
ら
い
に
高
価
な
こ
と
で
あ
る
。
友
白
髪
、
雁

が
音
、
白
折
、
折
鷹
、
松
乃
華
、
千
代
の
白
の
六
銘
柄
の
価
格
帯
は
、

薄
茶
の
下
位
ク
ラ
ス
並
み
で
あ
る
。

濃
茶
・
薄
茶
は
い
わ
ゆ
る
葉
売
り
で
、
そ
れ
ら
を
抹
茶
に
す
る
に
は

手
挽
き
の
茶
臼
を
用
い
る
し
か
な
い
。
葉
茶
の
抹
茶
へ
の
加
工
は
、
販

売
店
自
身
で
行
う
こ
と
あ
っ
た
が
、
臼
挽
き
作
業
を
請
け
負
う
業
者
も

い
た
。
た
だ
現
在
の
機
械
臼
と
違
い
、
手
挽
き
臼
で
は
上
石
が
軽
量
な

こ
と
か
ら
、
葉
脈
や
葉
軸
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
や
や
硬
化
し
た
葉
の

部
分
ま
で
抹
茶
の
状
態
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
抹

茶
に
な
ら
な
い
碾
茶
の
部
分
を
、
高
級
な
煎
茶
と
し
て
愛
好
す
る
こ
と□資料1 井筒屋利助引札（収蔵資料№336）
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で
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れ
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が
、
江
戸
時
代
中
期
に
は

都
市
部
の
上
層
町
人
や
文

化
人
を
中
心
に
定
着
し
た
。

業
界
で
は
こ
れ
ら
規
格
品

外
全
般
を
「
出
物
」
と
呼

び
慣
わ
し
、
碾
茶
の
そ
れ

は
と
く
に
「
葉
物
」
と
呼

び
区
別
し
た
。
ま
た
茎
や

葉
脈
の
部
分
は
「
折
」
と

通
称
し
た
。
市
場
で
は
こ

れ
ら
を
「
濃
茶
用
煎
茶
」「
薄

茶
用
煎
茶
」
な
ど
と
名
付

け
て
、
一
覧
表
に
区
画
を

設
け
た
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
そ
れ
ら
も
ラ
ン
ク
に

応
じ
て
茶
銘
を
も
つ
こ
と

に
な
る
。
規
格
外
品
と
は

い
う
も
の
の
本
体
が
碾
茶

な
の
で
、
こ
れ
ら
に
は
薄

茶
並
の
値
を
つ
け
た
。
碾

文
化
十
四
年
丁
丑
十
一
月
直
段
付
改
之

両
国
薬
研
堀
不
動
前
角

宇

治

松
寿
軒

（
屋
号
）

信

楽

御

銘

茶

問

屋

井

筒

屋

利

助

諸

国

浅
草
雷
神
門
前

同

出

店

私
店

御
薄
茶
価

宇
治
御
煎
茶
価

政
所
御
煎
茶
価

芦
久
保
御
煎
茶

諸
国
銘
茶
次
茶
ニ
不
限
、
是
ま
て

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

出
精
仕
奉
差
上
来
候
、
就
中
宇

一
並
別
儀

拾
弐
匁

一
薄
紅
葉

三
匁

一
信
楽

四
匁

一
白
梅

百
四
拾
八
文

治
銘
御
茶
之
儀
、
此
度
茶
元

一
別
儀
揃

拾
五
匁

一
喜
撰
山

四
匁

一
政
所

五
匁

一
八
重
垣

弐
百
文

名
家
喜
撰
本
場
之
産
物
相

一
上
々
好
極
揃
三
拾
五
匁

一
笠
と
り

四
匁
五
分

一
卯
の
花

六
匁

一
初
音

弐
百
四
拾
八
文

撰
ミ
且
新
製
風
流
之
佳
品
御

一
並
別
儀

四
拾
三
匁

一
小
倉
山

五
匁

勢
州
菰
野
御
煎
茶

一
白
菊

三
百
文

風
味
専
一
ニ
仕
奉
差
上
候
、
以
上

一
極
上
別
儀

五
拾
匁

一
末
広

同
直

壱
斤
に
付

一
和
歌
緑

同
直

両
国
薬
研
堀
角

一
極
上
別
儀
昔
六
拾
匁

一
一
森

六
匁

一
三
滝
川

四
百
文

一
し
の
ゝ
め

四
百
文

井
筒
屋
利
助

一
極
昔

七
拾
八
匁

一
山
吹

七
匁
五
分

一
玉
の
井

四
匁

一
玉
す
だ
れ

同
直

宇
治
住
森
江
氏
手
製

家
銘
御
薄
茶
之
分

一
宇
文
字

同
直

一
白
梅

同
直

一
花
そ
の

同
直

一
つ
ゝ
井
筒

一
斤

代
八
匁

壱
斤
に
付

一
朝
日

八
匁
五
分

一
滝
の
音

五
匁

一
富
士
霞

四
百
四
拾
八
文

一
振
分
髪

代
七
匁

一
松
極
揃

弐
拾
匁

一
喜
撰

拾
匁

一
三
滝
山

六
匁

一
松
ミ
ど
り

五
百
文

一
両
国
山

代
六
匁

一
竹
極
揃

弐
拾
六
匁

一
上
喜
撰

拾
弐
匁

肥
後
相
良
茶

一
鷹
の
爪

六
百
文(

マ
マ)

一
森
の
花

代
五
匁

一
梅
極
揃

三
拾
匁

一
霜
の
花

同
直

壱
斤
に
付

一
山
ふ
き

七
匁
五
匁

宇
治
住
山
上
氏
手
製

一
寿
別
儀

四
拾
匁

一
池
の
尾

拾
五
匁

一
相
良

四
匁

一
青
柳

拾
匁

一
ち
と
せ

一
斤

代
九
匁

御
濃
茶
価

一
花
橘

同
直

一
生
相
良

五
匁

一
糸
桜

拾
弐
匁

一
春
乃
粧

代
七
匁
五
分

半
壱
袋
に
付

一
松
の
浪

拾
七
匁

一
撰
相
良

六
匁

一
花
橘

拾
五
匁

一
栗
駒
山

代
五
匁

一
花
の
白

三
匁
九
分

一
柳
の
白

弐
拾
匁

宇
治
住
梅
林
氏
手
製

一
い
の
白

四
匁

濃
茶
園
御
煎
茶

肥
州
名
茶

葉
形
御
煎
茶

一
東
山

一
斤

代
九
匁

一
祝
の
白

四
匁
五
分

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

一
梅
か
本

代
七
匁
五
分

一
初
鷹
爪

同
直

一
友
白
髪

拾
三
匁

一
う
れ
し
野

四
匁

一
初
さ
く
ら

三
百
文

宇
治
住
宮
林
氏
手
製

一
大
祝
昔

五
匁

一
雁
が
音

拾
七
匁

一
黄
菊

五
匁

一
熊
川

四
百
文

一
宇
治
川

一
斤

代
四
匁

一
若
森
白

同
直

一
白
折

拾
八
匁

一
白
い
り

六
匁

一
月
の
友

五
百
文

一
神
明
山

代
五
匁

一
極
上
後
昔

六
匁

一
折
鷹

弐
拾
匁

一
友
ち
ど
り

七
匁
五
分

浅
草
雷
神
門
前

一
極
上
初
昔

七
匁
五
分

一
松
の
華

弐
拾
五
匁

一
春
日
山

拾
匁

神
田
昌
平
橋
外

一
極
上
桃
の
白

拾
匁

一
千
代
の
白

三
拾
匁

井
筒
屋
売
場

一
極
上
吉
の
白

同
直

伊

勢

御

番

茶

類

御

進

物

壺

詰

其

外

角

袋

平

袋

駿

河

折

詰

御
望
次
第
差
上
申
候

□資料1 井筒屋利助引札

茶
の
豊
か
な
香
り
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
飲
み
口
で
味
わ
え
る
、
と
い
う

こ
と
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
濃
茶
園
煎
茶
」
「
薄
茶
園
煎
茶
」
が

葉
物
の
領
域
を
脱
し
て
、
い
わ
ゆ
る
玉
露
あ
る
い
は
そ
の
前
身
や
先
駆
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的
な
商
品
の
名
称
に
転
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
幕
末
期
か
ら

明
治
初
年
の
こ
う
し
た
高
級
煎
茶
に
対
す
る
嗜
好
の
変
化
は
、
葉
物
の

さ
っ
ぱ
り
感
に
、
玉
露
の
押
し
の
強
さ
と
、
ま
っ
た
り
感
が
取
っ
て
替

わ
る
、そ
う
い
っ
た
雰
囲
気
で
理
解
し
て
お
け
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
下
に
貼
り
つ
け
ら
れ
た
引
札
に
つ
い
て
み
て
お
く
。
「
新
製

風
流
」
を
う
た
い
文
句
に
、
新
し
い
銘
柄
を
押
し
立
て
て
の
い
わ
ば
売

り
出
し
セ
ー
ル
の
広
告
で
あ
る
。
ご
当
地
・
江
戸
に
因
ん
だ
ネ
ー
ミ
ン

グ
や
い
か
に
も
宇
治
と
い
っ
た
印
象
の
も
の
ま
で
、
上
の
表
中
に
な
い

茶
銘
が
並
ぶ
。
森
江
、
山
上
、
梅
林
、
宮
林
の
各
氏
は
「
宇
治
住
」
と

い
っ
て
も
、
宇
治
郷
に
北
接
す
る
大
鳳
寺
村
の
有
力
者
で
、
い
つ
か
ら
、

ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
か
は
不
明
だ
が
、
全
国
的
に
販
路
を
広
げ
、
事

実
上
宇
治
の
御
用
茶
師
な
ど
よ
り
も
幅
を
き
か
せ
た
。
新
銘
柄
の
価
格

帯
は
四
匁
か
ら
九
匁
、
前
と
同
じ
換
算
レ
ー
ト
を
用
い
れ
ば
、
一
〇
〇

グ
ラ
ム
あ
た
り
五
〇
〇
円
か
ら
一
〇
〇
〇
円
程
度
の
見
当
と
な
る
。
通

常
の
井
筒
屋
の
宇
治
煎
茶
の
銘
柄
で
言
う
と
、
下
か
ら
喜
撰
山
、
笠
と

り
、
小
倉
山
、
末
広
、
一
森
、
山
吹
、
宇
文
字
、
朝
日
の
あ
た
り
、
店

側
か
ら
も
客
側
か
ら
も
ち
ょ
う
ど
手
頃
、
あ
る
い
は
常
使
い
よ
り
や
や

上
等
な
商
品
と
い
う
の
が
、
ど
う
も
こ
の
あ
た
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。

江
戸
②

山
本
加
兵
衛

二
軒
目
は
、
他
な
ら
ぬ
日
本
橋
の
山
本
加
兵
衛
。
文
政
六
年
（
一
八

二
三
）
の
年
記
は
、
井
筒
屋
に
次
ぐ
。
ま
た
同
店
の
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
の
引
札
も
確
認
し
て
い
る
が
、
茶
銘
・
価
格
帯
と
も
ま
っ
た
く

同
じ
で
あ
っ
た
（
早
稲
田
大
学
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）。

四
段
で
構
成
さ
れ
、
最
上
段
が
や
は
り
薄
茶
・
濃
茶
、
二
段
目
左
手

に
あ
る
「
濃
茶
薄
茶
清
撰
御
煎
茶
」
が
碾
茶
の
出
物
類
で
あ
る
。
井
筒

屋
の
配
置
と
似
て
い
る
。
「
宇
治
信
楽
御
煎
茶
価
」
は
三
段
目
か
ら
二

段
目
右
手
へ
と
順
序
を
逆
転
し
な
が
ら
値
を
上
げ
て
い
く
。
そ
の
二
段

目
の
一
三
匁
五
分
の
値
を
付
け
る
「
薄
茶
園
こ
と
ぶ
き
」
か
ら
二
八
匁

の
「
豊
の
曙
」
ま
で
が
、
ど
う
も
後
の
玉
露
に
つ
な
が
る
製
品
と
推
測

□資料2 山本加兵衛引札（収蔵資料№2222）
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が
、
江
戸
時
代
中
期
に
は

都
市
部
の
上
層
町
人
や
文

化
人
を
中
心
に
定
着
し
た
。

業
界
で
は
こ
れ
ら
規
格
品

外
全
般
を
「
出
物
」
と
呼

び
慣
わ
し
、
碾
茶
の
そ
れ

は
と
く
に
「
葉
物
」
と
呼

び
区
別
し
た
。
ま
た
茎
や

葉
脈
の
部
分
は
「
折
」
と

通
称
し
た
。
市
場
で
は
こ

れ
ら
を
「
濃
茶
用
煎
茶
」「
薄

茶
用
煎
茶
」
な
ど
と
名
付

け
て
、
一
覧
表
に
区
画
を

設
け
た
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
そ
れ
ら
も
ラ
ン
ク
に

応
じ
て
茶
銘
を
も
つ
こ
と

に
な
る
。
規
格
外
品
と
は

い
う
も
の
の
本
体
が
碾
茶

な
の
で
、
こ
れ
ら
に
は
薄

茶
並
の
値
を
つ
け
た
。
碾

文
化
十
四
年
丁
丑
十
一
月
直
段
付
改
之

両
国
薬
研
堀
不
動
前
角

宇

治

松
寿
軒

（
屋
号
）

信

楽

御

銘

茶

問

屋

井

筒

屋

利

助

諸

国

浅
草
雷
神
門
前

同

出

店

私
店

御
薄
茶
価

宇
治
御
煎
茶
価

政
所
御
煎
茶
価

芦
久
保
御
煎
茶

諸
国
銘
茶
次
茶
ニ
不
限
、
是
ま
て

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

出
精
仕
奉
差
上
来
候
、
就
中
宇

一
並
別
儀

拾
弐
匁

一
薄
紅
葉

三
匁

一
信
楽

四
匁

一
白
梅

百
四
拾
八
文

治
銘
御
茶
之
儀
、
此
度
茶
元

一
別
儀
揃

拾
五
匁

一
喜
撰
山

四
匁

一
政
所

五
匁

一
八
重
垣

弐
百
文

名
家
喜
撰
本
場
之
産
物
相

一
上
々
好
極
揃
三
拾
五
匁

一
笠
と
り

四
匁
五
分

一
卯
の
花

六
匁

一
初
音

弐
百
四
拾
八
文

撰
ミ
且
新
製
風
流
之
佳
品
御

一
並
別
儀

四
拾
三
匁

一
小
倉
山

五
匁

勢
州
菰
野
御
煎
茶

一
白
菊

三
百
文

風
味
専
一
ニ
仕
奉
差
上
候
、
以
上

一
極
上
別
儀

五
拾
匁

一
末
広

同
直

壱
斤
に
付

一
和
歌
緑

同
直

両
国
薬
研
堀
角

一
極
上
別
儀
昔
六
拾
匁

一
一
森

六
匁

一
三
滝
川

四
百
文

一
し
の
ゝ
め

四
百
文

井
筒
屋
利
助

一
極
昔

七
拾
八
匁

一
山
吹

七
匁
五
分

一
玉
の
井

四
匁

一
玉
す
だ
れ

同
直

宇
治
住
森
江
氏
手
製

家
銘
御
薄
茶
之
分

一
宇
文
字

同
直

一
白
梅

同
直

一
花
そ
の

同
直

一
つ
ゝ
井
筒

一
斤

代
八
匁

壱
斤
に
付

一
朝
日

八
匁
五
分

一
滝
の
音

五
匁

一
富
士
霞

四
百
四
拾
八
文

一
振
分
髪

代
七
匁

一
松
極
揃

弐
拾
匁

一
喜
撰

拾
匁

一
三
滝
山

六
匁

一
松
ミ
ど
り

五
百
文

一
両
国
山

代
六
匁

一
竹
極
揃

弐
拾
六
匁

一
上
喜
撰

拾
弐
匁

肥
後
相
良
茶

一
鷹
の
爪

六
百
文(

マ
マ)

一
森
の
花

代
五
匁

一
梅
極
揃

三
拾
匁

一
霜
の
花

同
直

壱
斤
に
付

一
山
ふ
き

七
匁
五
匁

宇
治
住
山
上
氏
手
製

一
寿
別
儀

四
拾
匁

一
池
の
尾

拾
五
匁

一
相
良

四
匁

一
青
柳

拾
匁

一
ち
と
せ

一
斤

代
九
匁

御
濃
茶
価

一
花
橘

同
直

一
生
相
良

五
匁

一
糸
桜

拾
弐
匁

一
春
乃
粧

代
七
匁
五
分

半
壱
袋
に
付

一
松
の
浪

拾
七
匁

一
撰
相
良

六
匁

一
花
橘

拾
五
匁

一
栗
駒
山

代
五
匁

一
花
の
白

三
匁
九
分

一
柳
の
白

弐
拾
匁

宇
治
住
梅
林
氏
手
製

一
い
の
白

四
匁

濃
茶
園
御
煎
茶

肥
州
名
茶

葉
形
御
煎
茶

一
東
山

一
斤

代
九
匁

一
祝
の
白

四
匁
五
分

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

壱
斤
に
付

一
梅
か
本

代
七
匁
五
分

一
初
鷹
爪

同
直

一
友
白
髪

拾
三
匁

一
う
れ
し
野

四
匁

一
初
さ
く
ら

三
百
文

宇
治
住
宮
林
氏
手
製

一
大
祝
昔

五
匁

一
雁
が
音

拾
七
匁

一
黄
菊

五
匁

一
熊
川

四
百
文

一
宇
治
川

一
斤

代
四
匁

一
若
森
白

同
直

一
白
折

拾
八
匁

一
白
い
り

六
匁

一
月
の
友

五
百
文

一
神
明
山

代
五
匁

一
極
上
後
昔

六
匁

一
折
鷹

弐
拾
匁

一
友
ち
ど
り

七
匁
五
分

浅
草
雷
神
門
前

一
極
上
初
昔

七
匁
五
分

一
松
の
華

弐
拾
五
匁

一
春
日
山

拾
匁

神
田
昌
平
橋
外

一
極
上
桃
の
白

拾
匁

一
千
代
の
白

三
拾
匁

井
筒
屋
売
場

一
極
上
吉
の
白

同
直

伊

勢

御

番

茶

類

御

進

物

壺

詰

其

外

角

袋

平

袋

駿

河

折

詰

御
望
次
第
差
上
申
候

□資料1 井筒屋利助引札

茶
の
豊
か
な
香
り
が
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
飲
み
口
で
味
わ
え
る
、
と
い
う

こ
と
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
濃
茶
園
煎
茶
」
「
薄
茶
園
煎
茶
」
が

葉
物
の
領
域
を
脱
し
て
、
い
わ
ゆ
る
玉
露
あ
る
い
は
そ
の
前
身
や
先
駆

( 11 )

的
な
商
品
の
名
称
に
転
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
幕
末
期
か
ら

明
治
初
年
の
こ
う
し
た
高
級
煎
茶
に
対
す
る
嗜
好
の
変
化
は
、
葉
物
の

さ
っ
ぱ
り
感
に
、
玉
露
の
押
し
の
強
さ
と
、
ま
っ
た
り
感
が
取
っ
て
替

わ
る
、そ
う
い
っ
た
雰
囲
気
で
理
解
し
て
お
け
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
下
に
貼
り
つ
け
ら
れ
た
引
札
に
つ
い
て
み
て
お
く
。
「
新
製

風
流
」
を
う
た
い
文
句
に
、
新
し
い
銘
柄
を
押
し
立
て
て
の
い
わ
ば
売

り
出
し
セ
ー
ル
の
広
告
で
あ
る
。
ご
当
地
・
江
戸
に
因
ん
だ
ネ
ー
ミ
ン

グ
や
い
か
に
も
宇
治
と
い
っ
た
印
象
の
も
の
ま
で
、
上
の
表
中
に
な
い

茶
銘
が
並
ぶ
。
森
江
、
山
上
、
梅
林
、
宮
林
の
各
氏
は
「
宇
治
住
」
と

い
っ
て
も
、
宇
治
郷
に
北
接
す
る
大
鳳
寺
村
の
有
力
者
で
、
い
つ
か
ら
、

ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
か
は
不
明
だ
が
、
全
国
的
に
販
路
を
広
げ
、
事

実
上
宇
治
の
御
用
茶
師
な
ど
よ
り
も
幅
を
き
か
せ
た
。
新
銘
柄
の
価
格

帯
は
四
匁
か
ら
九
匁
、
前
と
同
じ
換
算
レ
ー
ト
を
用
い
れ
ば
、
一
〇
〇

グ
ラ
ム
あ
た
り
五
〇
〇
円
か
ら
一
〇
〇
〇
円
程
度
の
見
当
と
な
る
。
通

常
の
井
筒
屋
の
宇
治
煎
茶
の
銘
柄
で
言
う
と
、
下
か
ら
喜
撰
山
、
笠
と

り
、
小
倉
山
、
末
広
、
一
森
、
山
吹
、
宇
文
字
、
朝
日
の
あ
た
り
、
店

側
か
ら
も
客
側
か
ら
も
ち
ょ
う
ど
手
頃
、
あ
る
い
は
常
使
い
よ
り
や
や

上
等
な
商
品
と
い
う
の
が
、
ど
う
も
こ
の
あ
た
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。

江
戸
②

山
本
加
兵
衛

二
軒
目
は
、
他
な
ら
ぬ
日
本
橋
の
山
本
加
兵
衛
。
文
政
六
年
（
一
八

二
三
）
の
年
記
は
、
井
筒
屋
に
次
ぐ
。
ま
た
同
店
の
天
保
五
年
（
一
八

三
四
）
の
引
札
も
確
認
し
て
い
る
が
、
茶
銘
・
価
格
帯
と
も
ま
っ
た
く

同
じ
で
あ
っ
た
（
早
稲
田
大
学
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）。

四
段
で
構
成
さ
れ
、
最
上
段
が
や
は
り
薄
茶
・
濃
茶
、
二
段
目
左
手

に
あ
る
「
濃
茶
薄
茶
清
撰
御
煎
茶
」
が
碾
茶
の
出
物
類
で
あ
る
。
井
筒

屋
の
配
置
と
似
て
い
る
。
「
宇
治
信
楽
御
煎
茶
価
」
は
三
段
目
か
ら
二

段
目
右
手
へ
と
順
序
を
逆
転
し
な
が
ら
値
を
上
げ
て
い
く
。
そ
の
二
段

目
の
一
三
匁
五
分
の
値
を
付
け
る
「
薄
茶
園
こ
と
ぶ
き
」
か
ら
二
八
匁

の
「
豊
の
曙
」
ま
で
が
、
ど
う
も
後
の
玉
露
に
つ
な
が
る
製
品
と
推
測

□資料2 山本加兵衛引札（収蔵資料№2222）
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さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
伊
勢
屋
治
兵
衛
の
店
舗
で
よ
り
詳

し
く
み
る
。

最
下
段
に
は
「
宇
治
信
楽
」
以
外
の
地
方
の
茶
が
配
置
さ
れ
る
。
こ

れ
も
同
様
に
一
匁
＝
一
〇
〇
文
＝
一
〇
〇
〇
円
と
設
定
し
、
各
種
別
の

価
格
の
幅
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
井
筒
屋
と
ほ
ぼ
同
じ
傾

向
で
あ
る
。

種別 価格 現代の価格に換算

薄茶 13匁～60匁 650円～ 3000円(約40g)

濃茶 3匁5分～ 9匁 3500円～ 9000円(約40g)

濃茶薄茶園煎茶 15匁～45匁 2000円～ 6000円(約100g)

宇治煎茶 2匁～28匁 266円～ 3733円(約100g)

芦久保・安部茶 2匁～ 9匁 266円～ 1200円(約100g)

勢州菰野 3匁～ 6匁 400円～ 800円(約100g)

肥前・肥後 4匁～ 5匁 533円～ 666円(約100g)

■山本加兵衛の茶価

文
政
六
癸
未
年
再
版

御
進
物
御
切
手
奉
差
上
候
以
上

宇

治

江
戸
日
本
橋
通
弐
町
目

（

屋

号

）

信

楽

御

茶

所

都
竜
軒

諸

国

本

家

山

本

加

兵

衛

製

京
都
御
幸
町
松
原
上
ル
町

御
薄
茶

一
若
緑

拾
壱
匁

宇
治

御
煎
茶
価

駿
河

御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

一
雪
の
梅

拾
弐
匁

信
楽

芦
久
保

一
別
揃

拾
三
匁

一
池
の
尾

拾
弐
匁
五
分

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

一
吟
粉

拾
三
匁

薄
茶
園

一
撰
葉

弐
匁

一
初
桜

弐
百
文

一
吟
茶

拾
五
匁

一
こ
と
ふ
き

拾
三
匁
五
分

一
薄
雪

弐
匁
五
分

一
富
士
霞

弐
匁

一
上
別
儀
揃

拾
五
匁

同

一
川
柳

三
匁

一
八
重
桜

弐
百
五
拾
文

一
祝
揃

弐
拾
匁

一
明
保
野

拾
四
匁

一
熊
川

三
匁
五
分

一
花
緑

弐
匁
五
分

一
極
揃

弐
拾
六
匁

一
初
緑

拾
五
匁

一
宇
治
の
里

四
匁

一
お
そ
桜

三
百
文

一
上
極
揃

三
拾
匁

一
嘉
木
園

拾
五
匁

一
黄
菊

四
匁
五
分

一
祝
井

三
匁

一
七
福
揃

三
拾
匁

一
霜
の
花

拾
六
匁

一
笠
取

五
匁

一
若
松

四
百
文

一
山
本
揃

三
拾
五
匁

一
花
橘

拾
七
匁

一
末
広

五
匁

一
若
草

四
匁

一
明
月

三
拾
五
匁

一
高
雄

拾
八
匁

一
白
菊

五
匁
五
分

一
初
音

五
百
文

一
極
詰

四
拾
匁

兎
道

一
政
所

五
匁
八
分

一
ゆ
づ
り
葉

五
匁

一
別
儀

五
拾
匁

一
龍
門

弐
拾
匁

一
八
重
垣

六
匁

一
玉
の
井

五
百
五
拾
文

一
別
儀
昔

六
拾
匁

一
鷹
の
峯

弐
拾
五
匁

一
山
本
山

六
匁

一
玉
簾

六
匁

一
豊
の
曙

弐
拾
八
匁

一
千
と
せ

六
匁
三
分

一
春
風

七
匁
五
分

御
濃
茶

濃
茶
清
撰
御
煎
茶

一
一
森

六
匁
八
分

一
冬
の
梅

九
匁

半
壱
袋
茶
目
十
匁
ニ
付

薄
茶

一
越
渓

七
匁

安
倍
葉
形
製

一
極
昔

三
匁
五
分

一
初
鷹

拾
五
匁

一
薄
紅
葉

七
匁
五
分

一
田
子
の
浦

四
匁

一
い
ノ
白

四
匁
五
分

一
友
白
髪

弐
拾
匁

一
福
寿

七
匁
五
分

一
羽
衣

五
匁

一
清
風

四
匁
五
分

一
雁
が
音

弐
拾
弐
匁
五
分

一
夏
木
立

八
匁

一
富
士
山

六
匁
五
分

一
祝
の
初
白

五
匁

一
折
鷹

弐
拾
五
匁

一
白
露

八
匁

勢
州
菰
野
御
茶

一
明
徳
昔

五
匁
六
分

一
鷹
の
爪

弐
拾
八
匁

一
朝
日

九
匁

一
し
ら
梅

三
匁

一
宇
文
字
昔

六
匁

一
白
折

三
拾
弐
匁

一
山
吹

九
匁
五
分

一
三
滝
山

四
匁

一
源
氏
ノ
白

六
匁
五
分

一
千
代
の
友

三
拾
八
匁

一
喜
撰

拾
匁

一
都
竜
山

五
匁

一
後
昔

七
匁

一
喜
代
葉

四
拾
五
匁

一
伊
勢
ノ
山

六
匁

一
徳
潤
昔

七
匁
五
分

肥
前

一
初
昔

八
匁

一
桑
御
茶

弐
拾
五
匁

一
嬉
し
野

四
匁

一
山
園
昔

九
匁

一
枸
杞
茶

弐
拾
五
匁

相
良

右
之
外
御
濃
茶
御
薄

一
松
の
霜

五
匁

茶
品

御々

進

物

壺

詰

折

詰

丸

袋

角

袋

平

袋

其

外

御

望

次

第

入

念

奉

差

上

候
、

以

上

御

用

御

茶

師

山

本

山

城

大

掾

源

徳

潤

（

花
押
影

）

□資料2 山本加兵衛引札
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同
店
に
つ
い
て
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
価
格
表
も
手
元
に

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
比
較
を
試
み
た
い
。

組
方
が
三
段
に
な
り
、
上
段
筆
頭
に
「
濃
茶
園
玉
露
」
と
い
う
耳
慣

れ
な
い
種
別
が
登
場
し
、
「
御
薄
茶
」
「
御
濃
茶
」
が
そ
れ
に
続
く
。
新

参
の
前
者
が
定
番
を
押
し
の
け
て
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
と
言
っ
た
お
も

む
き
で
あ
る
。
中
段
左
手
に
は
や
や
控
え
て
「
薄
茶
園
玉
露
」
が
置
か

大
正
四
年
一
月
一
日
ヨ
リ
改
正

宇

治

東
京
日
本
橋
通
弐
丁
目

（

屋

号

）

信

楽

御

茶

所

本

家

山

本

嘉

兵

衛

製

諸

国

茶
問
屋
卸
小
売

濃
茶
園
玉
露

宇
治

清
撰
御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

諸
国

御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

一
明
徳
昔

弐
円

壱
斤
ニ
付

一
若
松

四
拾
銭

一
源
氏
の
白

弐
円
五
拾
銭

一
花
橘

弐
拾
五
銭

一
か
は
柳

四
拾
四
銭

一
若
森
昔

三
円

一
龍
門

三
拾
銭

一
宿
り
木

五
拾
銭

一
明
月

三
円
五
拾
銭

一
あ
さ
緑

三
拾
三
銭

一
か
り
が
ね

六
拾
銭

一
清
風

四
円

一
我
庵

四
拾
銭

一
鷹
の
爪

八
拾
銭

一
好
老
松

五
円

一
千
代
寿

五
拾
銭

一
綾
鷹

壱
円

一
花
の
白

六
円

宇
治

一
王
冠

七
円

精
製

御
銘
茶

宇
治

御
薄
茶

壱
斤
ニ
付

諸
国

御
粉
茶

壱
斤
ニ
付

一
祝
喜
撰

六
拾
銭

壱
斤
ニ
付

一
い
の
白

壱
円
弐
拾
銭

一
越
渓

六
拾
六

一
緑
粉

拾
弐
銭
五
厘

一
広
葉

壱
円
四
拾
銭

銭

一
初
葉
粉

拾
六
銭

一
極
揃

壱
円
五
拾
銭

一
山
本
山

七
拾
銭

一
朝
日
粉

弐
拾
銭

一
別
儀

弐
円

一
山
嘉
園

七
拾
五
銭

一
自
園
粉

弐
拾
五
銭

一
極
昔

弐
円
五
拾
銭

一
別
摘
山
本
山
八
拾
銭

一
大
福
粉

三
拾
三
銭

一
上
別
儀

弐
円
八
拾
銭

一
玉
竜

壱
円

一
皇
龍
粉

四
拾
銭

一
極
詰

三
円
弐
拾
銭

一
喜
撰
山

壱
円

一
徳
潤
粉

五
拾
銭

一
寒
梅

壱
円
廿
銭

一
玉
露
粉

八
拾
銭

御
濃
茶

薄
茶
園
玉
露

一
覆
下
粉

壱
円

半
壱
袋
掛
目
拾
目
ニ
付

壱
斤
ニ
付

一
若
の
森

拾
七
銭

一
春
や
昔

八
拾
三
銭

御
紅
茶

一
綾
の
森

弐
拾
銭

一
初
摘
の
白

壱
円

壱
磅
ニ
付

一
後
昔

三
拾
銭

一
宿
の
梅

壱
円
廿
五
銭

一
彩
花
白
毫

六
拾
銭

一
初
昔

四
拾
銭

一
星
の
昔

壱
円
五
拾
銭

一
別
製
白
毫

八
拾
銭

一
延
齢
昔

五
拾
銭

一
桃
の
白

壱
円
六
拾
六
銭

一
最
上
白
毫

壱
円

一
菊
の
露

壱
円
八
拾
銭

一

右

目

録

之

外

諸

国

ノ

銘

茶

各

種

弁

ニ

御

進

物

切

手

及

ヒ

御

入

物

御

望

次

第

其

他

茶

器

品

々

有

之

候

間

多

少

共

御

用

向

被

仰

付

度

奉

懇

願

候

二

九

一

番

電
話
本
局

長
一
一
三
二
番

振
替
貯
金
口
座
百
六
拾
番

一
五
〇
四
番

□資料3 山本嘉兵衛引札

□資料3 山本嘉兵衛引札（収蔵資料№359）
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さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
伊
勢
屋
治
兵
衛
の
店
舗
で
よ
り
詳

し
く
み
る
。

最
下
段
に
は
「
宇
治
信
楽
」
以
外
の
地
方
の
茶
が
配
置
さ
れ
る
。
こ

れ
も
同
様
に
一
匁
＝
一
〇
〇
文
＝
一
〇
〇
〇
円
と
設
定
し
、
各
種
別
の

価
格
の
幅
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
井
筒
屋
と
ほ
ぼ
同
じ
傾

向
で
あ
る
。

種別 価格 現代の価格に換算

薄茶 13匁～60匁 650円～ 3000円(約40g)

濃茶 3匁5分～ 9匁 3500円～ 9000円(約40g)

濃茶薄茶園煎茶 15匁～45匁 2000円～ 6000円(約100g)

宇治煎茶 2匁～28匁 266円～ 3733円(約100g)

芦久保・安部茶 2匁～ 9匁 266円～ 1200円(約100g)

勢州菰野 3匁～ 6匁 400円～ 800円(約100g)

肥前・肥後 4匁～ 5匁 533円～ 666円(約100g)

■山本加兵衛の茶価

文
政
六
癸
未
年
再
版

御
進
物
御
切
手
奉
差
上
候
以
上

宇

治

江
戸
日
本
橋
通
弐
町
目

（

屋

号

）

信

楽

御

茶

所

都
竜
軒

諸

国

本

家

山

本

加

兵

衛

製

京
都
御
幸
町
松
原
上
ル
町

御
薄
茶

一
若
緑

拾
壱
匁

宇
治

御
煎
茶
価

駿
河

御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

一
雪
の
梅

拾
弐
匁

信
楽

芦
久
保

一
別
揃

拾
三
匁

一
池
の
尾

拾
弐
匁
五
分

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

一
吟
粉

拾
三
匁

薄
茶
園

一
撰
葉

弐
匁

一
初
桜

弐
百
文

一
吟
茶

拾
五
匁

一
こ
と
ふ
き

拾
三
匁
五
分

一
薄
雪

弐
匁
五
分

一
富
士
霞

弐
匁

一
上
別
儀
揃

拾
五
匁

同

一
川
柳

三
匁

一
八
重
桜

弐
百
五
拾
文

一
祝
揃

弐
拾
匁

一
明
保
野

拾
四
匁

一
熊
川

三
匁
五
分

一
花
緑

弐
匁
五
分

一
極
揃

弐
拾
六
匁

一
初
緑

拾
五
匁

一
宇
治
の
里

四
匁

一
お
そ
桜

三
百
文

一
上
極
揃

三
拾
匁

一
嘉
木
園

拾
五
匁

一
黄
菊

四
匁
五
分

一
祝
井

三
匁

一
七
福
揃

三
拾
匁

一
霜
の
花

拾
六
匁

一
笠
取

五
匁

一
若
松

四
百
文

一
山
本
揃

三
拾
五
匁

一
花
橘

拾
七
匁

一
末
広

五
匁

一
若
草

四
匁

一
明
月

三
拾
五
匁

一
高
雄

拾
八
匁

一
白
菊

五
匁
五
分

一
初
音

五
百
文

一
極
詰

四
拾
匁

兎
道

一
政
所

五
匁
八
分

一
ゆ
づ
り
葉

五
匁

一
別
儀

五
拾
匁

一
龍
門

弐
拾
匁

一
八
重
垣

六
匁

一
玉
の
井

五
百
五
拾
文

一
別
儀
昔

六
拾
匁

一
鷹
の
峯

弐
拾
五
匁

一
山
本
山

六
匁

一
玉
簾

六
匁

一
豊
の
曙

弐
拾
八
匁

一
千
と
せ

六
匁
三
分

一
春
風

七
匁
五
分

御
濃
茶

濃
茶
清
撰
御
煎
茶

一
一
森

六
匁
八
分

一
冬
の
梅

九
匁

半
壱
袋
茶
目
十
匁
ニ
付

薄
茶

一
越
渓

七
匁

安
倍
葉
形
製

一
極
昔

三
匁
五
分

一
初
鷹

拾
五
匁

一
薄
紅
葉

七
匁
五
分

一
田
子
の
浦

四
匁

一
い
ノ
白

四
匁
五
分

一
友
白
髪

弐
拾
匁

一
福
寿

七
匁
五
分

一
羽
衣

五
匁

一
清
風

四
匁
五
分

一
雁
が
音

弐
拾
弐
匁
五
分

一
夏
木
立

八
匁

一
富
士
山

六
匁
五
分

一
祝
の
初
白

五
匁

一
折
鷹

弐
拾
五
匁

一
白
露

八
匁

勢
州
菰
野
御
茶

一
明
徳
昔

五
匁
六
分

一
鷹
の
爪

弐
拾
八
匁

一
朝
日

九
匁

一
し
ら
梅

三
匁

一
宇
文
字
昔

六
匁

一
白
折

三
拾
弐
匁

一
山
吹

九
匁
五
分

一
三
滝
山

四
匁

一
源
氏
ノ
白

六
匁
五
分

一
千
代
の
友

三
拾
八
匁

一
喜
撰

拾
匁

一
都
竜
山

五
匁

一
後
昔

七
匁

一
喜
代
葉

四
拾
五
匁

一
伊
勢
ノ
山

六
匁

一
徳
潤
昔

七
匁
五
分

肥
前

一
初
昔

八
匁

一
桑
御
茶

弐
拾
五
匁

一
嬉
し
野

四
匁

一
山
園
昔

九
匁

一
枸
杞
茶

弐
拾
五
匁

相
良

右
之
外
御
濃
茶
御
薄

一
松
の
霜

五
匁

茶
品

御々

進

物

壺

詰

折

詰

丸

袋

角

袋

平

袋

其

外

御

望

次

第

入

念

奉

差

上

候
、

以

上

御

用

御

茶

師

山

本

山

城

大

掾

源

徳

潤

（

花
押
影

）
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同
店
に
つ
い
て
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
価
格
表
も
手
元
に

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
比
較
を
試
み
た
い
。

組
方
が
三
段
に
な
り
、
上
段
筆
頭
に
「
濃
茶
園
玉
露
」
と
い
う
耳
慣

れ
な
い
種
別
が
登
場
し
、
「
御
薄
茶
」
「
御
濃
茶
」
が
そ
れ
に
続
く
。
新

参
の
前
者
が
定
番
を
押
し
の
け
て
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
と
言
っ
た
お
も

む
き
で
あ
る
。
中
段
左
手
に
は
や
や
控
え
て
「
薄
茶
園
玉
露
」
が
置
か

大
正
四
年
一
月
一
日
ヨ
リ
改
正

宇

治

東
京
日
本
橋
通
弐
丁
目

（

屋

号

）

信

楽

御

茶

所

本

家

山

本

嘉

兵

衛

製

諸

国

茶
問
屋
卸
小
売

濃
茶
園
玉
露

宇
治

清
撰
御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

諸
国

御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

一
明
徳
昔

弐
円

壱
斤
ニ
付

一
若
松

四
拾
銭

一
源
氏
の
白

弐
円
五
拾
銭

一
花
橘

弐
拾
五
銭

一
か
は
柳

四
拾
四
銭

一
若
森
昔

三
円

一
龍
門

三
拾
銭

一
宿
り
木

五
拾
銭

一
明
月

三
円
五
拾
銭

一
あ
さ
緑

三
拾
三
銭

一
か
り
が
ね

六
拾
銭

一
清
風

四
円

一
我
庵

四
拾
銭

一
鷹
の
爪

八
拾
銭

一
好
老
松

五
円

一
千
代
寿

五
拾
銭

一
綾
鷹

壱
円

一
花
の
白

六
円

宇
治

一
王
冠

七
円

精
製

御
銘
茶

宇
治

御
薄
茶

壱
斤
ニ
付

諸
国

御
粉
茶

壱
斤
ニ
付

一
祝
喜
撰

六
拾
銭

壱
斤
ニ
付

一
い
の
白

壱
円
弐
拾
銭

一
越
渓

六
拾
六

一
緑
粉

拾
弐
銭
五
厘

一
広
葉

壱
円
四
拾
銭

銭

一
初
葉
粉

拾
六
銭

一
極
揃

壱
円
五
拾
銭

一
山
本
山

七
拾
銭

一
朝
日
粉

弐
拾
銭

一
別
儀

弐
円

一
山
嘉
園

七
拾
五
銭

一
自
園
粉

弐
拾
五
銭

一
極
昔

弐
円
五
拾
銭

一
別
摘
山
本
山
八
拾
銭

一
大
福
粉

三
拾
三
銭

一
上
別
儀

弐
円
八
拾
銭

一
玉
竜

壱
円

一
皇
龍
粉

四
拾
銭

一
極
詰

三
円
弐
拾
銭

一
喜
撰
山

壱
円

一
徳
潤
粉

五
拾
銭

一
寒
梅

壱
円
廿
銭

一
玉
露
粉

八
拾
銭

御
濃
茶

薄
茶
園
玉
露

一
覆
下
粉

壱
円

半
壱
袋
掛
目
拾
目
ニ
付

壱
斤
ニ
付

一
若
の
森

拾
七
銭

一
春
や
昔

八
拾
三
銭

御
紅
茶

一
綾
の
森

弐
拾
銭

一
初
摘
の
白

壱
円

壱
磅
ニ
付

一
後
昔

三
拾
銭

一
宿
の
梅

壱
円
廿
五
銭

一
彩
花
白
毫

六
拾
銭

一
初
昔

四
拾
銭

一
星
の
昔

壱
円
五
拾
銭

一
別
製
白
毫

八
拾
銭

一
延
齢
昔

五
拾
銭

一
桃
の
白

壱
円
六
拾
六
銭

一
最
上
白
毫

壱
円

一
菊
の
露

壱
円
八
拾
銭

一

右

目

録

之

外

諸

国

ノ

銘

茶

各

種

弁

ニ

御

進

物

切

手

及

ヒ

御

入

物

御

望

次

第

其

他

茶

器

品

々

有

之

候

間

多

少

共

御

用

向

被

仰

付

度

奉

懇

願

候

二

九

一

番

電
話
本
局

長
一
一
三
二
番

振
替
貯
金
口
座
百
六
拾
番

一
五
〇
四
番
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れ
る
。
い
か
に
も
玉
露
が
濃
茶
・
薄
茶
を
産
す
る
畑
か
ら
転
換
し
た
、

そ
ん
な
印
象
を
前
面
に
押
し
出
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
文
字
通
り
の
品

格
と
品
質
と
し
て
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
せ

る
。
と
す
る
と
、
下
段
右
手
に
あ
る
「
清
撰
御
煎
茶
」
は
、
こ
れ
ら
上

記
の
製
品
全
般
の
出
物
、
つ
ま
り
碾
茶
の
葉
物
や
折
、
そ
し
て
前
段
の

「
薄
茶
園
玉
露
」
の
出
物
が
合
流
し
た
仲
間
と
み
る
こ
と
が
で
き
、「
か

り
が
ね
」
「
鷹
の
爪
」
は
今
日
の
「
か
り
が
ね
」
、
つ
ま
り
茎
茶
に
す
で

に
特
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
そ
れ
に
つ
づ
く
、
前
代
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
宇
治
諸
国
御
粉
茶
」
も
出
物
で
、
山
本
の
号
を

冠
し
た
徳
潤
粉
は
中
段
の
「
宇
治
精
製
御
銘
茶
」
の
、
「
玉
露
粉
」
「
覆

下
粉
」は
玉
露
や
濃
茶
・
薄
茶
の
さ
ら
に
上
級
な
出
物
と
判
断
で
き
る
。

す
で
に
高
級
煎
茶
と
し
て
の
玉
露
が
確
立
を
み
て
い
る
段
階
で
、
出
物

も
そ
れ
を
頂
点
と
し
た
内
容
に
転
換
し
て
い
く
、
そ
ん
な
様
子
を
こ
こ

に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
文
化

・
文
政
期
の
井
筒
屋
と
山
本
か
ら
、
こ
の
大
正
期
の
山
本
に
い
た
る
お

よ
そ
百
年
の
あ
い
だ
、
明
治
二
〇
年
代
頃
に
玉
露
に
関
し
て
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
半
で
も
あ
ら
た

め
て
触
れ
る
が
、
江
戸
時
代
、
す
で
に
そ
の
萌
芽
と
も
い
う
べ
き
様
子

が
う
か
が
え
る
事
例
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
次
に
取
り
上
げ
る
。

江
戸
③

伊
勢
屋
治
兵
衛

三
軒
目
の
伊
勢
屋
治
兵
衛
の
店
舗
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
井
筒
屋
か

ら
す
る
と
両
国
橋
を
挟
ん
だ
対
岸
、
回
向
院
の
裏
手
、
大
徳
院
門
前
に

あ
る
。
店
主
の
名
の
上
に
「
両
替
」
と
も
あ
っ
て
、
ど
う
も
本
来
は
金

融
業
を
本
業
に
「
御
茶
所
」
を
兼
業
し
た
ら
し
い
。
末
尾
に
記
さ
れ
る

茶
師
を
名
乗
る
東
両
軒
が
、
伊
勢
屋
そ
の
も
の
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と

も
そ
こ
に
拠
点
を
構
え
た
茶
商
で
別
人
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

一
覧
は
こ
れ
も
四
段
か
ら
な
る
。
や
は
り
最
上
段
を
薄
茶
・
濃
茶
と

し
、
後
者
を
半
一
袋
十
匁
の
値
と
す
る
の
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
、
二
段
目
の
高
級
煎
茶
で
あ
る
。
左
端
の
「
濃
薄
清
撰

御
煎
茶
」
に
は
折
鷹
、
白
折
の
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
ま
ず
は
折
物
、
そ

し
て
六
五
匁
に
ま
で
値
を
上
げ
る
宇
文
字
初
摘
は
葉
物
の
上
級
品
か
と

推
測
さ
れ
る
。
す
る
と
中
ほ
ど
の
「
御
薄
茶
園
御
煎
茶
」
「
御
濃
茶
園

御
煎
茶
」
、
そ
し
て
先
頭
の
こ
の
ラ
ン
ク
で
は
比
較
的
値
段
の
低
い
商

品
群
は
、
そ
う
し
た
碾
茶
の
出
物
と
は
区
別
さ
れ
る
種
類
と
み
ざ
る
を

え
な
い
。
個
別
の
茶
銘
に
目
を
や
る
と
、
「
玉
泉
山
」
「
玉
の
露
」
そ
し

て
「
玉
椿
」
と
あ
り
、
「
玉
」
の
語
が
気
に
か
か
る
。
後
半
で
も
取
り

上
げ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
に
普
及
す
る
い
わ
ゆ
る
玉
露
に
先
行
し
た
「
玉

類
」
あ
る
い
は
「
玉
茶
」
と
呼
ば
れ
た
類
の
商
品
が
、
こ
れ
に
該
当
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

玉
露
と
い
う
製
品
は
、
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
当
初
は
碾
茶
葉
を

手
揉
み
し
て
仕
上
げ
た
も
の
な
の
で
、
こ
う
し
た
配
列
は
ご
く
自
然
な

も
の
で
あ
る
。
玉
露
の
呼
称
が
与
え
ら
れ
一
般
化
す
る
以
前
か
ら
、
と

く
に
宇
治
周
辺
で
は
玉
類
や
玉
茶
と
呼
ば
れ
た
類
が
確
か
に
存
在
し

た
。
そ
の
名
の
通
り
、
葉
の
仕
上
が
り
が
丸
く
縮
れ
た
玉
状
だ
っ
た
こ

と
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。
玉
露
と
い
う
と
、
今
日
の
細
く
尖
っ
た
針
状

の
も
の
が
高
級
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
は

形
状
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
。
葉
物
や
折
物
と
同
様
、
好
事
家
た
ち

の
あ
い
だ
で
は
よ
く
知
ら
れ
、
珍
重
さ
れ
た
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
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に
推
察
で
き
る
。

三
段
目
に
移
る
。
「
宇
治
自
園
精
製
」
の
五
つ
の

銘
柄
が
、
文
字
も
や
や
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
を
浮
き

上
が
っ
て
見
え
る
よ
う
な
効
果
を
用
い
て
、
い
か
に

も
同
店
お
す
す
め
の
品
、
と
い
っ
た
雰
囲
気
を
か
も

し
だ
す
。
そ
こ
に
は
木
幡
、
池
の
尾
と
い
っ
た
宇
治

周
辺
の
地
名
を
添
え
る
も
の
が
あ
り
、
左
に
「
宇
治

信
楽
御
煎
茶
」
が
つ
づ
く
。
四
段
目
は
芦
久
保
と
徳

乍
憚
口
上
書
を
以
奉
申
上
候

各
様
益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
、
恐
悦
之
御
儀
奉
存
候
、
随
而
私
見
世
之
儀
御
贔
屓
御
蔭
を
以
日
増
ニ

繁
昌
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
依
之
猶
亦
諸
国
茶
園
元
方
相
撰
、
風
味
第
一
ニ
香
気
色
合
等
入
念
精
製
仕

諸
品
共
左
之
通
直
段
引
下
ケ
下
直
ニ
奉
差
上
候
間
、
不
相
替
多
少
共
御
用
向
被
仰
付
被
下
置
候
様
、
偏

奉
願
上
候
、
且
又
御
懇
意
様
方
へ
も
宜
御
風
聴
被
成
下
置
候
様
奉
希
上
候
、
以
上

宇

治

江
戸
東
両
国
大
徳
院
門
前

（

屋

号

）

信

楽

御

茶

所

両

伊

勢

屋

治

兵

衛

（
印
影
）

諸

国

替

御
薄
茶

一
霜
の
花

十
五
匁

宇
治
自
園
精
製

芦
久
保
御
煎
茶

二
百
目

一
青
柳

十
六
匁

山
吉
山

六
匁

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

一
露
の
花

十
八
匁

鳳
凰
山

七
匁
五
分

一
白
梅

百
三
十
二
文

一
別
儀
揃

十
三
匁
五
分

一
玉
泉
山

二
十
匁

宇
治
木
幡
園

一
は
つ
桜

百
五
十
文

一
極
揃

拾
八
匁

御
薄

実
徳
山

八
匁

一
上
八
重
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百
八
十
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文
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極
揃

廿
四
匁
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治
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廿
四
文

一
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極
揃

廿
七
匁

壱
斤
ニ
付

正
池
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尾
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三
匁

一
し
ら
菊

二
百
七
十
二
文

一
花
別
儀

卅
一
匁
五
分

一
は
つ
か
す
ミ
拾
五
匁

別
製
大
葉

一
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山

三
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文

一
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若
揃

三
十
五
匁

一
初
霜

二
十
匁

福
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山
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五
匁

一
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と
り
三
百
六
十
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文
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別
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昔
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匁

一
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露
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菊

四
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文
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五
分

右
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座
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好
宜
右
ニ
准
し
順
下
直
ニ
相
仕
立
奉
差
上
候
、
以
上

御
進
物
ニ
被
遊
候
ハ
ヽ
切
手
ニ
而
奉
差
上
候

茶

師

東

両

軒

欽

白
（
印
影
）

□資料4 伊勢屋治兵衛引札

□資料4 伊勢屋治兵衛引札（収蔵資料№318）
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れ
る
。
い
か
に
も
玉
露
が
濃
茶
・
薄
茶
を
産
す
る
畑
か
ら
転
換
し
た
、

そ
ん
な
印
象
を
前
面
に
押
し
出
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
文
字
通
り
の
品

格
と
品
質
と
し
て
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
せ

る
。
と
す
る
と
、
下
段
右
手
に
あ
る
「
清
撰
御
煎
茶
」
は
、
こ
れ
ら
上

記
の
製
品
全
般
の
出
物
、
つ
ま
り
碾
茶
の
葉
物
や
折
、
そ
し
て
前
段
の

「
薄
茶
園
玉
露
」
の
出
物
が
合
流
し
た
仲
間
と
み
る
こ
と
が
で
き
、「
か

り
が
ね
」
「
鷹
の
爪
」
は
今
日
の
「
か
り
が
ね
」
、
つ
ま
り
茎
茶
に
す
で

に
特
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
そ
れ
に
つ
づ
く
、
前
代
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
宇
治
諸
国
御
粉
茶
」
も
出
物
で
、
山
本
の
号
を

冠
し
た
徳
潤
粉
は
中
段
の
「
宇
治
精
製
御
銘
茶
」
の
、
「
玉
露
粉
」
「
覆

下
粉
」は
玉
露
や
濃
茶
・
薄
茶
の
さ
ら
に
上
級
な
出
物
と
判
断
で
き
る
。

す
で
に
高
級
煎
茶
と
し
て
の
玉
露
が
確
立
を
み
て
い
る
段
階
で
、
出
物

も
そ
れ
を
頂
点
と
し
た
内
容
に
転
換
し
て
い
く
、
そ
ん
な
様
子
を
こ
こ

に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
文
化

・
文
政
期
の
井
筒
屋
と
山
本
か
ら
、
こ
の
大
正
期
の
山
本
に
い
た
る
お

よ
そ
百
年
の
あ
い
だ
、
明
治
二
〇
年
代
頃
に
玉
露
に
関
し
て
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
半
で
も
あ
ら
た

め
て
触
れ
る
が
、
江
戸
時
代
、
す
で
に
そ
の
萌
芽
と
も
い
う
べ
き
様
子

が
う
か
が
え
る
事
例
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
次
に
取
り
上
げ
る
。

江
戸
③

伊
勢
屋
治
兵
衛

三
軒
目
の
伊
勢
屋
治
兵
衛
の
店
舗
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
井
筒
屋
か

ら
す
る
と
両
国
橋
を
挟
ん
だ
対
岸
、
回
向
院
の
裏
手
、
大
徳
院
門
前
に

あ
る
。
店
主
の
名
の
上
に
「
両
替
」
と
も
あ
っ
て
、
ど
う
も
本
来
は
金

融
業
を
本
業
に
「
御
茶
所
」
を
兼
業
し
た
ら
し
い
。
末
尾
に
記
さ
れ
る

茶
師
を
名
乗
る
東
両
軒
が
、
伊
勢
屋
そ
の
も
の
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と

も
そ
こ
に
拠
点
を
構
え
た
茶
商
で
別
人
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

一
覧
は
こ
れ
も
四
段
か
ら
な
る
。
や
は
り
最
上
段
を
薄
茶
・
濃
茶
と

し
、
後
者
を
半
一
袋
十
匁
の
値
と
す
る
の
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
、
二
段
目
の
高
級
煎
茶
で
あ
る
。
左
端
の
「
濃
薄
清
撰

御
煎
茶
」
に
は
折
鷹
、
白
折
の
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
ま
ず
は
折
物
、
そ

し
て
六
五
匁
に
ま
で
値
を
上
げ
る
宇
文
字
初
摘
は
葉
物
の
上
級
品
か
と

推
測
さ
れ
る
。
す
る
と
中
ほ
ど
の
「
御
薄
茶
園
御
煎
茶
」
「
御
濃
茶
園

御
煎
茶
」
、
そ
し
て
先
頭
の
こ
の
ラ
ン
ク
で
は
比
較
的
値
段
の
低
い
商

品
群
は
、
そ
う
し
た
碾
茶
の
出
物
と
は
区
別
さ
れ
る
種
類
と
み
ざ
る
を

え
な
い
。
個
別
の
茶
銘
に
目
を
や
る
と
、
「
玉
泉
山
」
「
玉
の
露
」
そ
し

て
「
玉
椿
」
と
あ
り
、
「
玉
」
の
語
が
気
に
か
か
る
。
後
半
で
も
取
り

上
げ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
に
普
及
す
る
い
わ
ゆ
る
玉
露
に
先
行
し
た
「
玉

類
」
あ
る
い
は
「
玉
茶
」
と
呼
ば
れ
た
類
の
商
品
が
、
こ
れ
に
該
当
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

玉
露
と
い
う
製
品
は
、
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
当
初
は
碾
茶
葉
を

手
揉
み
し
て
仕
上
げ
た
も
の
な
の
で
、
こ
う
し
た
配
列
は
ご
く
自
然
な

も
の
で
あ
る
。
玉
露
の
呼
称
が
与
え
ら
れ
一
般
化
す
る
以
前
か
ら
、
と

く
に
宇
治
周
辺
で
は
玉
類
や
玉
茶
と
呼
ば
れ
た
類
が
確
か
に
存
在
し

た
。
そ
の
名
の
通
り
、
葉
の
仕
上
が
り
が
丸
く
縮
れ
た
玉
状
だ
っ
た
こ

と
に
よ
る
命
名
で
あ
る
。
玉
露
と
い
う
と
、
今
日
の
細
く
尖
っ
た
針
状

の
も
の
が
高
級
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
は

形
状
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
。
葉
物
や
折
物
と
同
様
、
好
事
家
た
ち

の
あ
い
だ
で
は
よ
く
知
ら
れ
、
珍
重
さ
れ
た
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
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に
推
察
で
き
る
。

三
段
目
に
移
る
。
「
宇
治
自
園
精
製
」
の
五
つ
の

銘
柄
が
、
文
字
も
や
や
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
を
浮
き

上
が
っ
て
見
え
る
よ
う
な
効
果
を
用
い
て
、
い
か
に

も
同
店
お
す
す
め
の
品
、
と
い
っ
た
雰
囲
気
を
か
も

し
だ
す
。
そ
こ
に
は
木
幡
、
池
の
尾
と
い
っ
た
宇
治

周
辺
の
地
名
を
添
え
る
も
の
が
あ
り
、
左
に
「
宇
治

信
楽
御
煎
茶
」
が
つ
づ
く
。
四
段
目
は
芦
久
保
と
徳

乍
憚
口
上
書
を
以
奉
申
上
候

各
様
益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
、
恐
悦
之
御
儀
奉
存
候
、
随
而
私
見
世
之
儀
御
贔
屓
御
蔭
を
以
日
増
ニ

繁
昌
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
依
之
猶
亦
諸
国
茶
園
元
方
相
撰
、
風
味
第
一
ニ
香
気
色
合
等
入
念
精
製
仕

諸
品
共
左
之
通
直
段
引
下
ケ
下
直
ニ
奉
差
上
候
間
、
不
相
替
多
少
共
御
用
向
被
仰
付
被
下
置
候
様
、
偏

奉
願
上
候
、
且
又
御
懇
意
様
方
へ
も
宜
御
風
聴
被
成
下
置
候
様
奉
希
上
候
、
以
上

宇

治

江
戸
東
両
国
大
徳
院
門
前

（
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茶
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衛
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御
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一
霜
の
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十
五
匁
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園
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芦
久
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二
百
目
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青
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十
六
匁

山
吉
山

六
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壱
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ニ
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付

一
露
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十
八
匁
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匁
五
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一
白
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百
三
十
二
文

一
別
儀
揃

十
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匁
五
分

一
玉
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山
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桜

百
五
十
文

一
極
揃

拾
八
匁

御
薄

実
徳
山

八
匁

一
上
八
重
垣
百
八
十
八
文

一
上
極
揃

廿
四
匁

茶
園
御
煎
茶

宇
治
池
の
尾
村

一
富
士
霞

二
百
廿
四
文

一
好
極
揃

廿
七
匁

壱
斤
ニ
付

正
池
の
尾

拾
三
匁

一
し
ら
菊

二
百
七
十
二
文

一
花
別
儀

卅
一
匁
五
分

一
は
つ
か
す
ミ
拾
五
匁

別
製
大
葉

一
三
滝
山

三
百
文

一
山
若
揃

三
十
五
匁

一
初
霜

二
十
匁

福
寿
山

拾
五
匁

一
松
み
と
り
三
百
六
十
四
文

一
別
儀
昔

四
十
匁

一
玉
の
露

廿
五
匁

宇
治

一
園
菊

四
百
文

一
好
昔

四
十
三
匁

一
初
み
と
り
三
十
匁

信
楽
御
煎
茶

御
徳
用
向

一
極
詰

五
十
匁

御
濃

壱
斤
ニ
付

御
煎
茶

御
濃
茶

茶
園
御
煎
茶

一
上
川
柳

三
匁

一
斤
ニ
付

半
壱
袋

壱
斤
ニ
付

一
東
一
森

同

一
宇
治
上
粉

四
匁
五
分

拾
文
目
入

一
玉
椿

三
十
五
匁

一
薄
喜
撰

三
匁
七
分

一
喜
撰
屑

三
匁

一
柳
の
白

二
匁
八
分

一
柳
の
露

廿
五
匁

一
末
広

四
匁

一
上
撰
葉

二
匁

一
子
の
祝

三
匁
五
分

一
翁
の
友

四
十
五
匁

一
三
国
山

四
匁
五
分

一
駿
河
芦
久
保
屑

一
極
昔

四
匁

一
春
の
池

五
十
五
匁

一
政
所

五
匁

右
之
外
伊
勢
駿
河

一
大
祝
昔

四
匁
八
分

一
龍
焙

六
十
五
匁

一
一
森

五
匁
五
分

諸
国
御
番
茶

一
告
の
白

五
匁

濃
薄

一
山
吉
園

六
匁

し
な

く

一
綾
の
森

五
匁
五
分

清
撰
御
煎
茶

一
上
一
森

同

一
後
昔

六
匁

壱
斤
ニ
付

一
常
喜
撰

同

右
者
濃
茶
園
薄
茶
園
御

一
初
昔

七
匁

一
折
鷹

十
三
匁
五
分

一
喜
撰

七
匁

煎
茶
ニ
相
仕
立
并
御
煎
茶

一
桃
の
白

八
匁

一
白
折

十
八
匁

一
山
吹

七
匁
五
分

別
段
製
方
仕
候
、
尤
此
外
ニ
も

右
之
御
好
次
第
早
速
挽
立

一
友
白
髪

廿
二
匁
五
分

一
信
楽

同

折
々
珍
敷
御
茶
参
り
合
候

奉
差
上
候

一
喜
代
葉

廿
七
匁

一
奥
紅
葉

八
匁

儀
も
御
座
候
、
且
御
煎
茶
道
具

一
大
鷹
爪

三
十
匁

一
上
喜
撰

九
匁

凡
品
々
所
取
集
御
座
候
間
何
卒

一
千
代
の
寿

三
十
六
匁

一
東
園

十
匁

御
用
向
被
仰
付
被
下
置
候
様

一
綾
織

五
十
匁

一
正
喜
撰

同

奉
願
上
候
、
以
上

一
宇
文
字
初
摘
六
十
五
匁

一
花
橘

拾
一
匁

一
松
の
浪

十
三
匁
五
分

右
之
外
諸
国
御
銘
茶
数
品
并
御
進
物
御
壺
詰
印
籠
箱
袋
入
等
品
々
御
座
候
間
、
御
好

次
第
入
念
格
好
宜
右
ニ
准
し
順
下
直
ニ
相
仕
立
奉
差
上
候
、
以
上

御
進
物
ニ
被
遊
候
ハ
ヽ
切
手
ニ
而
奉
差
上
候

茶

師

東

両

軒

欽

白
（
印
影
）

□資料4 伊勢屋治兵衛引札

□資料4 伊勢屋治兵衛引札（収蔵資料№318）
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用
、
ほ
か
に
伊
勢
・

駿
河
産
や
諸
国
の
番

茶
も
あ
る
と
記
す
。

こ
の
あ
た
り
も
井
筒

屋
の
場
合
と
酷
似
し

て
い
る
。
こ
こ
で
も

一
匁
＝
一
〇
〇
文
＝

一
〇
〇
〇
円
と
設
定

し
、
各
種
別
の
価
格

を
上
表
に
ま
と
め

た
。伊

勢
屋
の
場
合
、

事
実
上
の
玉
露
と
思

わ
れ
る
濃
茶
園
煎
茶

・
薄
茶
園
煎
茶
と
、

そ
の
出
物
と
葉
物
の

集
合
体
と
思
わ
れ
る

濃
薄
精
撰
煎
茶
が
ほ

ぼ
同
じ
価
格
帯
で
並
び
、
そ
の
最
高
値
は
井
筒
屋
の
二
倍
、
山
本
の
一

種別 価格 現代の価格に換算

薄茶 13匁5分～50匁 675円～ 2500円(約40g)

濃茶 2匁8分～ 8匁 2800円～ 8000円(約40g)

薄茶園煎茶 15匁～30匁 2000円～ 4000円(約100g)

濃茶園煎茶 35匁～65匁 4700円～ 8700円(約100g)

濃薄精撰煎茶 13匁5分～65匁 1800円～ 8700円(約100g)

宇治自園煎茶 6匁～15匁 800円～ 2000円(約100g)

宇治信楽煎茶 3匁～13匁5分 400円～ 1800円(約100g)

芦久保茶 132文～400文 150円～ 530円(約100g)

徳用煎茶 2匁～4匁5分 270円～ 600円(100g)

■伊勢屋治兵衛の茶価

・
五
倍
と
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
あ
と
で
も
同
様
の
傾
向
を
み
る
が
、

と
く
に
当
初
の
玉
露
の
最
上
位
ク
ラ
ス
は
た
い
へ
ん
な
高
値
で
扱
わ
れ

る
。三

段
目
の
宇
治
製
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
く
漂
わ
せ
る
グ
ル
ー
プ
は
、

そ
れ
に
比
べ
る
と
ぐ
っ
と
手
ご
ろ
で
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
「
山
吉
」

に
ち
な
ん
だ
山
吉
山
や
山
吉
園
の
銘
柄
は
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
よ
く
出

る
、
売
れ
筋
の
商
品
と
推
測
さ
れ
る
。
進
物
用
の
印
籠
箱
（
化
粧
箱
）

も
あ
り
、
「
切
手
」
つ
ま
り
商
品
券
の
販
売
に
つ
い
て
も
末
尾
の
文
章

に
記
す
。江

戸
④

大
坂
屋
吉
左
衛
門

四
軒
目
は
浅
草
門
外
角
の
大
坂
屋
吉
左
衛
門
の
店
舗
で
あ
る
。
道
具

を
扱
い
、
左
上
に
、
一
部
の
銘
柄
に
つ
い
て
は
挽
き
立
て
の
茶
を
準
備

す
る
旨
を
記
す
。
葉
茶
を
抹
茶
に
加
工
す
る
い
わ
ゆ
る
臼
場
を
店
内
あ

る
い
は
近
辺
に
設
け
て
い
た
よ
う
だ
。
本
所
立
川
通
に
も
出
店
を
も
つ
。

本
表
は
五
段
か
ら
な
る
。
最
上
段
に
は
定
番
の
薄
茶
・
濃
茶
、
続
け

て
桑
、
ク
コ
、
麦
の
各
茶
が
並
ぶ
。
こ
の
類
は
文
政
の
山
本
加
兵
衛
の

二
段
目
に
も
あ
っ
た
。
と
も
に
思
い
の
ほ
か
高
価
な
印
象
を
も
つ
が
、

実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

諸

浅

草

御

門

外

角

（
屋

号
）

御

茶

所

大

坂

屋

吉

左

衛

門

園

茶

師

松

峯

軒

精

製

御
薄
茶

宇
治
御
煎
茶

御
徳
用
向
宇
治
撰
屑

駿
州

御
徳
用
向
御
番
茶

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

芦
久
保
御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

撰
吟
茶

拾
三
匁

宇
治
の
里

二
匁

一
森
屑

壱
斤
ニ
付

松
印

六
拾
四
文

花
極

拾
三
匁

龍
門

三
匁

撰
葉

二
匁

白
菊

二
百
文

大
印

百
文

別
儀
揃

拾
五
匁

政
所

四
匁

山
吹
屑

上
白
菊

二
匁

竹
印

百
廿
四
文

( 17 )

極
揃

二
拾
匁

川
柳

四
匁
五
分

梅
の
下
風

二
匁
五
分

八
重
垣

二
百
五
十
文

梅
印

百
三
拾
弐
文

上
極
揃

二
拾
六
匁

鷹
ノ
爪

五
匁

喜
せ
ん
屑

ふ
し
露

三
百
文

吉
印

百
四
拾
八
文

別
儀
昔

三
拾
匁

一
森

六
匁

薄
雪

三
匁

明
保
の

四
百
文

好
極
揃

三
十
三
匁
八
分

友
木
立

六
匁
五
分

霜
の
花
屑

玉
か
つ
ら

五
百
文

南
む
か
し

三
拾
五
匁

こ
と
ふ
き

七
匁

宿
木

四
匁

雲
井

五
匁

諸
国
茶
製
所
茶
元

御
好
詰

四
拾
三
匁

喜
せ
ん

七
匁
五
分

喜
撰
粉

三
匁

初
桜

六
匁

茶
師

上
別
儀
昔

五
拾
三
匁

山
吹

八
匁

上

同

四
匁

花
の
香

七
匁

極
昔
詰

六
拾
匁

朝
日
山

八
匁
五
分

霜
の
花
粉

五
匁

初
音

八
匁

宇
治
大
鳳
寺

御
濃
茶

花
園

九
匁

自
園
青
仕
立
銘
茶

千
代
鶉

九
匁

森
江
惣
左
衛
門

掛
目
拾
文
目
半
一
袋
ニ
付

上
喜
せ
ん

拾
匁

壱
斤
ニ
付

駿
州

山
上
善
太
夫

子
の
祝

三
匁

早
わ
ら
ひ

拾
一

二
葉
摘

四
匁

葉
形
御
煎
茶

梅
林
三
郎
助

花
の
白

三
匁
五
分

匁

若
緑

五
匁

壱
斤
ニ
付

宮
林
肖
斎

い
の
白

三
匁
九
分

池
の
尾

拾
二
匁

隅
田
川

六
匁

東
屋

三
匁

同
木
幡

祝
の
白

三
匁
九
分

華
橘

十
二
匁

綾
の
葉

七
匁

蘭

四
匁

松
尾
嘉
平
次

祝
む
か
し

四
匁
三
分

霜
の
花

拾
五
匁

末
摘
花

七
匁
五
分

羽
衣

五
匁

宇
治
湯
谷

大
祝
の
白

四
匁
五
分

松
の
波

拾
六
匁

江
州
銘
茶

田
子
の
浦

六
匁

永
谷
武
右
衛
門

後
む
か
し

五
匁

玉
簾

拾
八
匁

壱
斤
ニ
付

勢
州

永
谷
伊
八

蓬
莱
昔

六
匁

峯
の
旭

二
拾
匁

老
楽

四
匁
五
分

菰
野
御
せ
ん
じ
茶

西
野
藤
右
衛
門

初
む
か
し

七
匁

志
賀
の
里

五
匁
五
分

壱
斤
ニ
付

宇
治
田
原

ゆ
つ
り
葉

七
匁
五
分

濃
茶
園
御
煎
茶

さ
ゝ
波

六
匁

三
滝
山

三
匁

伊
藤
忠
兵
衛

老
松

八
匁
六
分

壱
斤
ニ
付

朝
緑

六
匁
五
分

若
松

三
匁

江
州
政
所

桃
の
白

九
匁

折
鷹

拾
三
匁

御
所
の
梅

七
匁
五
分

五
分

吉
村
勘
左
衛
門

初
の
森

拾
匁

清
折

拾
五
匁

松
の
花

拾
匁

し
ら
梅

四
匁

油
谷
弥
兵
衛

上
鷹
ノ
爪

二
拾
匁

竹
生
島

拾
五
匁

伊
勢
山

五
匁

駿
州
芦
久
保

松
の
峰

二
拾
五
匁

百
瀬
熬

六
匁

尾
崎
惣
兵
衛

上
白
折

二
拾
八
匁

肥
州

梶
山
長
次
郎

掛
目
弐
拾
目
入

千
代
友

三
拾
匁

相
良
御
煎
茶

本
方
祇
園
御
香
煎

遠
州
川
根

壱
袋
ニ
付

友
白
髪

三
拾
五
匁

壱
斤
ニ
付

元
祖
あ
ら
れ

勝
山
四
郎
左
衛
門

桑
御
茶

一
匁
二
分

喜
代
葉

四
拾
五
匁

若
葉

三
匁

新
製
ゆ
か
り
の
色

平
口
五
郎
左
衛
門

上
桑
御
茶

二
匁
五
分

嬉
し
野

四
匁

南
都
あ
ら
れ

枸
杞
茶

二
匁
五
分

和
歌
の
浦

五
匁

右
之
品
箱
入
筒
入

御
茶
道
具
品
々

麦
御
茶

二
匁
五
分

水
戸

御
好
次
第
相
仕
立

古
内
御
煎
茶

奉
差
上
候

壱
斤
ニ
付

御
茶
壺
品
々

相
生

三
匁

高
砂

四
匁

末
広

五
匁

宇

治

養

本
所
立
川
通
五
ツ
目

自

園

大

吉

山

六

匁

老

御

水

飴

出

店

茶

大

吉

御
進
物
壺
詰
折
詰
丸
袋
角
袋
其
外
御
望
次
第
入
念
寄
麗
ニ
相
仕
立
奉
差
上
候
、
以
上

毎
日
挽
立
御
挽
茶

百
文
ニ
付

諸
国
銘
茶
并
御
番
茶
類
商
売
仕
来
候
処
、
御
蔭
を
以
両
店
共
日
増
に

別
儀
揃

拾
文
目

繁
昌
仕
誠
ニ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
且
茶
園
之
儀
土
地
宜
場
所
相
撰
所
持
仕

上
極
揃

七
文
目

何
れ
も
精
製
上
品
ニ
仕
立
葉
向
に
不
抱
風
味
専
一
ニ
吟
味
仕
、
為
御
礼
格
別

別
儀
昔

五
文
目

下
直
ニ
奉
差
上
候
間
不
相
替
不
限
多
少
御
用
向
被
仰
付
被
下
置
候
様
偏
奉
希
候
、
以
上

□資料5 大坂屋吉左衛門引札
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用
、
ほ
か
に
伊
勢
・

駿
河
産
や
諸
国
の
番

茶
も
あ
る
と
記
す
。

こ
の
あ
た
り
も
井
筒

屋
の
場
合
と
酷
似
し

て
い
る
。
こ
こ
で
も

一
匁
＝
一
〇
〇
文
＝

一
〇
〇
〇
円
と
設
定

し
、
各
種
別
の
価
格

を
上
表
に
ま
と
め

た
。伊

勢
屋
の
場
合
、

事
実
上
の
玉
露
と
思

わ
れ
る
濃
茶
園
煎
茶

・
薄
茶
園
煎
茶
と
、

そ
の
出
物
と
葉
物
の

集
合
体
と
思
わ
れ
る

濃
薄
精
撰
煎
茶
が
ほ

ぼ
同
じ
価
格
帯
で
並
び
、
そ
の
最
高
値
は
井
筒
屋
の
二
倍
、
山
本
の
一

種別 価格 現代の価格に換算

薄茶 13匁5分～50匁 675円～ 2500円(約40g)

濃茶 2匁8分～ 8匁 2800円～ 8000円(約40g)

薄茶園煎茶 15匁～30匁 2000円～ 4000円(約100g)

濃茶園煎茶 35匁～65匁 4700円～ 8700円(約100g)

濃薄精撰煎茶 13匁5分～65匁 1800円～ 8700円(約100g)

宇治自園煎茶 6匁～15匁 800円～ 2000円(約100g)

宇治信楽煎茶 3匁～13匁5分 400円～ 1800円(約100g)

芦久保茶 132文～400文 150円～ 530円(約100g)

徳用煎茶 2匁～4匁5分 270円～ 600円(100g)

■伊勢屋治兵衛の茶価

・
五
倍
と
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
あ
と
で
も
同
様
の
傾
向
を
み
る
が
、

と
く
に
当
初
の
玉
露
の
最
上
位
ク
ラ
ス
は
た
い
へ
ん
な
高
値
で
扱
わ
れ

る
。三

段
目
の
宇
治
製
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
く
漂
わ
せ
る
グ
ル
ー
プ
は
、

そ
れ
に
比
べ
る
と
ぐ
っ
と
手
ご
ろ
で
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
「
山
吉
」

に
ち
な
ん
だ
山
吉
山
や
山
吉
園
の
銘
柄
は
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
よ
く
出

る
、
売
れ
筋
の
商
品
と
推
測
さ
れ
る
。
進
物
用
の
印
籠
箱
（
化
粧
箱
）

も
あ
り
、
「
切
手
」
つ
ま
り
商
品
券
の
販
売
に
つ
い
て
も
末
尾
の
文
章

に
記
す
。江

戸
④

大
坂
屋
吉
左
衛
門

四
軒
目
は
浅
草
門
外
角
の
大
坂
屋
吉
左
衛
門
の
店
舗
で
あ
る
。
道
具

を
扱
い
、
左
上
に
、
一
部
の
銘
柄
に
つ
い
て
は
挽
き
立
て
の
茶
を
準
備

す
る
旨
を
記
す
。
葉
茶
を
抹
茶
に
加
工
す
る
い
わ
ゆ
る
臼
場
を
店
内
あ

る
い
は
近
辺
に
設
け
て
い
た
よ
う
だ
。
本
所
立
川
通
に
も
出
店
を
も
つ
。

本
表
は
五
段
か
ら
な
る
。
最
上
段
に
は
定
番
の
薄
茶
・
濃
茶
、
続
け

て
桑
、
ク
コ
、
麦
の
各
茶
が
並
ぶ
。
こ
の
類
は
文
政
の
山
本
加
兵
衛
の

二
段
目
に
も
あ
っ
た
。
と
も
に
思
い
の
ほ
か
高
価
な
印
象
を
も
つ
が
、

実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

諸

浅

草

御

門

外

角

（
屋

号
）

御

茶

所

大

坂

屋

吉

左

衛

門

園

茶

師

松

峯

軒

精

製

御
薄
茶

宇
治
御
煎
茶

御
徳
用
向
宇
治
撰
屑

駿
州

御
徳
用
向
御
番
茶

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

芦
久
保
御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

撰
吟
茶

拾
三
匁

宇
治
の
里

二
匁

一
森
屑

壱
斤
ニ
付

松
印

六
拾
四
文

花
極

拾
三
匁

龍
門

三
匁

撰
葉

二
匁

白
菊

二
百
文

大
印

百
文

別
儀
揃

拾
五
匁

政
所

四
匁

山
吹
屑

上
白
菊

二
匁

竹
印

百
廿
四
文
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極
揃

二
拾
匁

川
柳

四
匁
五
分

梅
の
下
風

二
匁
五
分

八
重
垣

二
百
五
十
文

梅
印

百
三
拾
弐
文

上
極
揃

二
拾
六
匁

鷹
ノ
爪

五
匁

喜
せ
ん
屑

ふ
し
露

三
百
文

吉
印

百
四
拾
八
文

別
儀
昔

三
拾
匁

一
森

六
匁

薄
雪

三
匁

明
保
の

四
百
文

好
極
揃

三
十
三
匁
八
分

友
木
立

六
匁
五
分

霜
の
花
屑

玉
か
つ
ら

五
百
文

南
む
か
し

三
拾
五
匁

こ
と
ふ
き

七
匁

宿
木

四
匁

雲
井

五
匁

諸
国
茶
製
所
茶
元

御
好
詰

四
拾
三
匁

喜
せ
ん

七
匁
五
分

喜
撰
粉

三
匁

初
桜

六
匁

茶
師

上
別
儀
昔

五
拾
三
匁

山
吹

八
匁

上

同

四
匁

花
の
香

七
匁

極
昔
詰

六
拾
匁

朝
日
山

八
匁
五
分

霜
の
花
粉

五
匁

初
音

八
匁

宇
治
大
鳳
寺

御
濃
茶

花
園

九
匁

自
園
青
仕
立
銘
茶

千
代
鶉

九
匁

森
江
惣
左
衛
門

掛
目
拾
文
目
半
一
袋
ニ
付

上
喜
せ
ん

拾
匁

壱
斤
ニ
付

駿
州

山
上
善
太
夫

子
の
祝

三
匁

早
わ
ら
ひ

拾
一

二
葉
摘

四
匁

葉
形
御
煎
茶

梅
林
三
郎
助

花
の
白

三
匁
五
分

匁

若
緑

五
匁

壱
斤
ニ
付

宮
林
肖
斎

い
の
白

三
匁
九
分

池
の
尾

拾
二
匁

隅
田
川

六
匁

東
屋

三
匁

同
木
幡

祝
の
白

三
匁
九
分

華
橘

十
二
匁

綾
の
葉

七
匁

蘭

四
匁

松
尾
嘉
平
次

祝
む
か
し

四
匁
三
分

霜
の
花

拾
五
匁

末
摘
花

七
匁
五
分

羽
衣

五
匁

宇
治
湯
谷

大
祝
の
白

四
匁
五
分

松
の
波

拾
六
匁

江
州
銘
茶

田
子
の
浦

六
匁

永
谷
武
右
衛
門

後
む
か
し

五
匁

玉
簾

拾
八
匁

壱
斤
ニ
付

勢
州

永
谷
伊
八

蓬
莱
昔

六
匁

峯
の
旭

二
拾
匁

老
楽

四
匁
五
分

菰
野
御
せ
ん
じ
茶

西
野
藤
右
衛
門

初
む
か
し

七
匁

志
賀
の
里

五
匁
五
分

壱
斤
ニ
付

宇
治
田
原

ゆ
つ
り
葉

七
匁
五
分

濃
茶
園
御
煎
茶

さ
ゝ
波

六
匁

三
滝
山

三
匁

伊
藤
忠
兵
衛

老
松

八
匁
六
分

壱
斤
ニ
付

朝
緑

六
匁
五
分

若
松

三
匁

江
州
政
所

桃
の
白

九
匁

折
鷹

拾
三
匁

御
所
の
梅

七
匁
五
分

五
分

吉
村
勘
左
衛
門

初
の
森

拾
匁

清
折

拾
五
匁

松
の
花

拾
匁

し
ら
梅

四
匁

油
谷
弥
兵
衛

上
鷹
ノ
爪

二
拾
匁

竹
生
島

拾
五
匁

伊
勢
山

五
匁

駿
州
芦
久
保

松
の
峰

二
拾
五
匁

百
瀬
熬

六
匁

尾
崎
惣
兵
衛

上
白
折

二
拾
八
匁

肥
州

梶
山
長
次
郎

掛
目
弐
拾
目
入

千
代
友

三
拾
匁

相
良
御
煎
茶

本
方
祇
園
御
香
煎

遠
州
川
根

壱
袋
ニ
付

友
白
髪

三
拾
五
匁

壱
斤
ニ
付

元
祖
あ
ら
れ

勝
山
四
郎
左
衛
門

桑
御
茶

一
匁
二
分

喜
代
葉

四
拾
五
匁

若
葉

三
匁

新
製
ゆ
か
り
の
色

平
口
五
郎
左
衛
門

上
桑
御
茶

二
匁
五
分

嬉
し
野

四
匁

南
都
あ
ら
れ

枸
杞
茶

二
匁
五
分

和
歌
の
浦

五
匁

右
之
品
箱
入
筒
入

御
茶
道
具
品
々

麦
御
茶

二
匁
五
分

水
戸

御
好
次
第
相
仕
立

古
内
御
煎
茶

奉
差
上
候

壱
斤
ニ
付

御
茶
壺
品
々

相
生

三
匁

高
砂

四
匁

末
広

五
匁

宇

治

養

本
所
立
川
通
五
ツ
目

自

園

大

吉

山

六

匁

老

御

水

飴

出

店

茶

大

吉

御
進
物
壺
詰
折
詰
丸
袋
角
袋
其
外
御
望
次
第
入
念
寄
麗
ニ
相
仕
立
奉
差
上
候
、
以
上

毎
日
挽
立
御
挽
茶

百
文
ニ
付

諸
国
銘
茶
并
御
番
茶
類
商
売
仕
来
候
処
、
御
蔭
を
以
両
店
共
日
増
に

別
儀
揃

拾
文
目

繁
昌
仕
誠
ニ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
且
茶
園
之
儀
土
地
宜
場
所
相
撰
所
持
仕

上
極
揃

七
文
目

何
れ
も
精
製
上
品
ニ
仕
立
葉
向
に
不
抱
風
味
専
一
ニ
吟
味
仕
、
為
御
礼
格
別

別
儀
昔

五
文
目

下
直
ニ
奉
差
上
候
間
不
相
替
不
限
多
少
御
用
向
被
仰
付
被
下
置
候
様
偏
奉
希
候
、
以
上

□資料5 大坂屋吉左衛門引札
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二
段
目
に
「
宇
治
御
煎
茶
」
と
「
濃
茶
園
御
煎
茶
」
、
後
者
は
銘
柄

の
並
び
か
ら
し
て
、
井
筒
屋
と
同
様
に
葉
物
と
み
て
お
き
た
い
。
三
段

目
、
四
段
目
に
比
較
的
安
価
な
煎
茶
が
並
ぶ
。「
御
徳
用
向
宇
治
撰
屑
」

は
煎
茶
の
出
物
と
み
て
よ
い
。
五
段
目
右
の
番
茶
は
さ
ら
に
値
を
落
と

し
て
提
供
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
く
「
諸
国
茶
製
所
茶
元

茶
師
」
の

□資料5 大坂屋吉左衛門（収蔵資料№2223）

列
記
は
ほ
か
に
例
を
み
な
い
。
い
か
に
広
範
囲
か
ら
茶
を
集
め
て
い
る

か
を
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
ね
ら
い
が
見
て
取
れ
る
。

江
戸
⑤

松
屋
与
兵
衛

五
軒
目
も
浅
草
は
吉
野
町
の
松
屋
与
兵
衛
で
あ
る
。
「
東
京
」
と
あ

る
の
で
、
す
で
に
明
治
に
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
値
段
の
単
位

は
匁
。
薄
茶
、
濃
茶
は
前
代
同
様
な
の
だ
が
、
そ
の
他
の
種
別
の
有
り

様
が
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
同
名
の
種
別
「
宇

治
信
楽
御
煎
茶
」
が
二
段
目
と
三
段
目
に
あ
る
が
、
両
者
に
は
圧
倒
的

な
値
段
の
開
き
が
あ
る
。

三
段
目
の
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
比
較
的
消
費
量
の
多
か

っ
た
は
ず
の
宇
治
煎
茶
と
思
わ
れ
る
。
維
新
直
後
の
混
乱
期
ゆ
え
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
種
別
に
つ
い
て
は
値
段
が
あ
ま
り
に
も
高

い
。
ま
た
一
段
目
と
二
段
目
の
「
徳
用
」
は
、
お
お
む
ね
各
品
名
に
「
粉
」

と
表
記
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
た
と
て
も
値
が
張
る
。
二
段
目
の
「
濃

茶
園
別
製
御
煎
茶
」
の
最
高
額
は
、
桁
を
違
え
て
い
る
の
か
と
思
う
く

ら
い
だ
が
、
市
場
に
出
始
め
た
こ
ろ
の
玉
露
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る

も
の
と
す
る
と
、
う
な
ず
け
な
く
も
な
い
。
と
す
る
と
、
二
段
目
は
事

実
上
玉
露
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
、
す
ぐ
下
「
徳
用
」
は
そ
の
出
物
を
含

め
た
葉
物
の
グ
ル
ー
プ
、
つ
ま
り
、
同
店
は
価
格
表
の
約
七
五
％
以
上

の
商
品
が
碾
茶
と
玉
露
の
茶
葉
と
そ
の
出
物
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
実
際
の
売
り
場
の
状
況
が
そ
れ
に
正
比
例
し
た
と
は
と
て
も
思
え

な
い
が
、
表
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
限
り
で
言
え
ば
高
級
茶
の
小
売
店
と
い

っ
た
趣
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

参
考
に
あ
げ
た
大
正
期
の
山
本
の
価
格
表
を
除
く
、
は
じ
め
に
表
に

( 19 )

示
し
た
五
軒
の
茶
の
価
格
を
種
別
ご
と
に
分
け
て
ま
と
め
る
と
次
表
（

ペ
ー
ジ
、
「
江
戸
の
茶
価
比
較
表
」
）
の
よ
う
に
な
る
。

20
こ
う
し
て
み
る
と
、
や
は
り
最
後
の
松
屋
の
値
段
が
突
出
し
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
と
、
表
で
も
微
妙
に
区
別
し
た
よ
う
に
、

一
口
に
煎
茶
と
い
っ
て
も
、
碾
茶
か
ら
転
じ
た
と
す
べ
き
も
の
が
上
位

を
占
め
、
ま
た
そ
こ
に
玉
露
が
割
っ
て
入
っ
て
き
て
、
そ
れ
以
外
が
下

に
続
く
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
煎
茶
の
産
地
な
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
額
面
通
り

に
受
け
取
っ
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
判
断
に
迷
う
。
江
戸
は
最
高
級
か

ら
番
茶
の
類
ま
で
膨
大
な
需
要
が
見
込
め
た
。
お
茶
の
生
産
、
加
工
、

流
通
に
も
多
く
の
人
と
地
域
が
早
く
か
ら
目
を
つ
け
た
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
い
ざ
茶
を
商
う
と
な
る
と
、
売
る
側
も
、
買
う
側
に
も
、
と
く

に
「
宇
治
」
と
い
う
誰
も
が
知
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
音
が
心
地
よ
く

響
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
悪
気
の
あ
る
な
し
や
、
ま
た
製

品
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
は
関
わ
り
な
く
、
江
戸
に
近
い
地
域
で
生

産
さ
れ
た
茶
の
な
か
に
は
、
結
果
的
に
「
宇
治
煎
茶
」
の
仲
間
に
加
え

宇

治

東
京
浅
草
吉
野
町

（

屋

号

）

信

楽

御

銘

茶

所

茶

師

松

風

軒

諸

国

松

屋

与

兵

衛

（
（
印
影
）

御
薄
茶
価

濃
茶
園

御
煎
茶

宇
治
御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

別
製

信
楽

極
揃

五
十
匁

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

別
儀
詰

六
十
匁

蓬
莱

五
十
匁

山
吹
色

二
匁
五
分

極
別
儀

七
十
匁

千
代
の
寿

六
十
匁

川
柳

三
匁

白
昔

八
十
匁

羽
衣

七
十
五
匁

千
歳

四
匁

松
の
昔

九
十
匁

菊
の
露

九
十
匁

初
ミ
と
り

五
匁

極
詰

百
二
十
匁

雲
の
霞

百
二
十
匁

松
の
月

六
匁

祝
の
白

百
五
十
匁

老
の
友

百
五
十
匁

大
葉
園

八
匁

御
濃
茶
価

菊
衣

百
八
十
匁

上
喜
撰

十
匁

半
一
袋
拾
匁
ニ
付

松
の
寿

二
百
四
十
匁

松
の
波

十
■
匁

老
松

八
匁

鶴
の
友

三
百
匁

御
徳
用
粉
茶

初
昔

十
匁

宇
治
御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

初
の
森

十
二
匁

信
楽

上
喜
撰
粉

五
匁

翁
の
祝

十
五
匁

壱
斤
ニ
付

松
の
波
粉

七
匁
五
分

若
葉
祝

二
十
匁

舞
鶴

二
十
匁

舞
鶴
粉

十
匁

御
徳
用

松
の
花

二
十
五
匁

玉
露
粉

□
□
匁

濃
茶
園
□

六
十
匁

玉
露

三
十
匁

千
代
の
寿
粉
三
十
匁

同

粉

四
十
五
匁

栂
の
尾

三
十
五
匁

菊
の
露
粉

四
十
五
匁

上
濃
茶
園
粉
六
十
匁

朝
霞

四
十
匁

濃
茶
園
粉

五
十
匁

明
ほ
の

四
十
五
匁

老
楽

四
十
五
匁

上
濃
茶
園
粉
六
十
匁

御
進
物
御
茶
切
手
壺
詰
折
詰
桐
箱
平
袋
角
袋
御
望
次
第
入
念
出
精
奉
差
上
申
候

宇
治
信
楽
其
外
諸
国
其
？
御
銘
茶
之
儀
者
土
地
宜
敷
場
所
を
相
え
ら
ミ
葉
向
に
か
ゝ
わ
ら
す
香
気
風

味
出
色
等
を
専
一
ニ
仕
精
々
下
直
ニ
奉
差
江
候
間
是
迄
通
り
御
用
向
被
下
置
候
様
偏
奉
希
上
候
以
上

□資料6 松屋与兵衛引札

□資料6 松屋与兵衛（収蔵資料№2201）
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二
段
目
に
「
宇
治
御
煎
茶
」
と
「
濃
茶
園
御
煎
茶
」
、
後
者
は
銘
柄

の
並
び
か
ら
し
て
、
井
筒
屋
と
同
様
に
葉
物
と
み
て
お
き
た
い
。
三
段

目
、
四
段
目
に
比
較
的
安
価
な
煎
茶
が
並
ぶ
。「
御
徳
用
向
宇
治
撰
屑
」

は
煎
茶
の
出
物
と
み
て
よ
い
。
五
段
目
右
の
番
茶
は
さ
ら
に
値
を
落
と

し
て
提
供
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
く
「
諸
国
茶
製
所
茶
元

茶
師
」
の

□資料5 大坂屋吉左衛門（収蔵資料№2223）

列
記
は
ほ
か
に
例
を
み
な
い
。
い
か
に
広
範
囲
か
ら
茶
を
集
め
て
い
る

か
を
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
ね
ら
い
が
見
て
取
れ
る
。

江
戸
⑤

松
屋
与
兵
衛

五
軒
目
も
浅
草
は
吉
野
町
の
松
屋
与
兵
衛
で
あ
る
。
「
東
京
」
と
あ

る
の
で
、
す
で
に
明
治
に
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
値
段
の
単
位

は
匁
。
薄
茶
、
濃
茶
は
前
代
同
様
な
の
だ
が
、
そ
の
他
の
種
別
の
有
り

様
が
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
同
名
の
種
別
「
宇

治
信
楽
御
煎
茶
」
が
二
段
目
と
三
段
目
に
あ
る
が
、
両
者
に
は
圧
倒
的

な
値
段
の
開
き
が
あ
る
。

三
段
目
の
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
比
較
的
消
費
量
の
多
か

っ
た
は
ず
の
宇
治
煎
茶
と
思
わ
れ
る
。
維
新
直
後
の
混
乱
期
ゆ
え
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
種
別
に
つ
い
て
は
値
段
が
あ
ま
り
に
も
高

い
。
ま
た
一
段
目
と
二
段
目
の
「
徳
用
」
は
、
お
お
む
ね
各
品
名
に
「
粉
」

と
表
記
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
た
と
て
も
値
が
張
る
。
二
段
目
の
「
濃

茶
園
別
製
御
煎
茶
」
の
最
高
額
は
、
桁
を
違
え
て
い
る
の
か
と
思
う
く

ら
い
だ
が
、
市
場
に
出
始
め
た
こ
ろ
の
玉
露
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る

も
の
と
す
る
と
、
う
な
ず
け
な
く
も
な
い
。
と
す
る
と
、
二
段
目
は
事

実
上
玉
露
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
、
す
ぐ
下
「
徳
用
」
は
そ
の
出
物
を
含

め
た
葉
物
の
グ
ル
ー
プ
、
つ
ま
り
、
同
店
は
価
格
表
の
約
七
五
％
以
上

の
商
品
が
碾
茶
と
玉
露
の
茶
葉
と
そ
の
出
物
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
実
際
の
売
り
場
の
状
況
が
そ
れ
に
正
比
例
し
た
と
は
と
て
も
思
え

な
い
が
、
表
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
限
り
で
言
え
ば
高
級
茶
の
小
売
店
と
い

っ
た
趣
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

参
考
に
あ
げ
た
大
正
期
の
山
本
の
価
格
表
を
除
く
、
は
じ
め
に
表
に

( 19 )

示
し
た
五
軒
の
茶
の
価
格
を
種
別
ご
と
に
分
け
て
ま
と
め
る
と
次
表
（

ペ
ー
ジ
、
「
江
戸
の
茶
価
比
較
表
」
）
の
よ
う
に
な
る
。

20
こ
う
し
て
み
る
と
、
や
は
り
最
後
の
松
屋
の
値
段
が
突
出
し
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
と
、
表
で
も
微
妙
に
区
別
し
た
よ
う
に
、

一
口
に
煎
茶
と
い
っ
て
も
、
碾
茶
か
ら
転
じ
た
と
す
べ
き
も
の
が
上
位

を
占
め
、
ま
た
そ
こ
に
玉
露
が
割
っ
て
入
っ
て
き
て
、
そ
れ
以
外
が
下

に
続
く
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
煎
茶
の
産
地
な
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
額
面
通
り

に
受
け
取
っ
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
判
断
に
迷
う
。
江
戸
は
最
高
級
か

ら
番
茶
の
類
ま
で
膨
大
な
需
要
が
見
込
め
た
。
お
茶
の
生
産
、
加
工
、

流
通
に
も
多
く
の
人
と
地
域
が
早
く
か
ら
目
を
つ
け
た
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
い
ざ
茶
を
商
う
と
な
る
と
、
売
る
側
も
、
買
う
側
に
も
、
と
く

に
「
宇
治
」
と
い
う
誰
も
が
知
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
音
が
心
地
よ
く

響
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
悪
気
の
あ
る
な
し
や
、
ま
た
製

品
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
は
関
わ
り
な
く
、
江
戸
に
近
い
地
域
で
生

産
さ
れ
た
茶
の
な
か
に
は
、
結
果
的
に
「
宇
治
煎
茶
」
の
仲
間
に
加
え

宇

治

東
京
浅
草
吉
野
町

（

屋

号

）

信

楽

御

銘

茶

所

茶

師

松

風

軒

諸

国

松

屋

与

兵

衛

（
（
印
影
）

御
薄
茶
価

濃
茶
園

御
煎
茶

宇
治
御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

別
製

信
楽

極
揃

五
十
匁

壱
斤
ニ
付

壱
斤
ニ
付

別
儀
詰

六
十
匁

蓬
莱

五
十
匁

山
吹
色

二
匁
五
分

極
別
儀

七
十
匁

千
代
の
寿

六
十
匁

川
柳

三
匁

白
昔

八
十
匁

羽
衣

七
十
五
匁

千
歳

四
匁

松
の
昔

九
十
匁

菊
の
露

九
十
匁

初
ミ
と
り

五
匁

極
詰

百
二
十
匁

雲
の
霞

百
二
十
匁

松
の
月

六
匁

祝
の
白

百
五
十
匁

老
の
友

百
五
十
匁

大
葉
園

八
匁

御
濃
茶
価

菊
衣

百
八
十
匁

上
喜
撰

十
匁

半
一
袋
拾
匁
ニ
付

松
の
寿

二
百
四
十
匁

松
の
波

十
■
匁

老
松

八
匁

鶴
の
友

三
百
匁

御
徳
用
粉
茶

初
昔

十
匁

宇
治
御
煎
茶

壱
斤
ニ
付

初
の
森

十
二
匁

信
楽

上
喜
撰
粉

五
匁

翁
の
祝

十
五
匁

壱
斤
ニ
付

松
の
波
粉

七
匁
五
分

若
葉
祝

二
十
匁

舞
鶴

二
十
匁

舞
鶴
粉

十
匁

御
徳
用

松
の
花

二
十
五
匁

玉
露
粉

□
□
匁

濃
茶
園
□

六
十
匁

玉
露

三
十
匁

千
代
の
寿
粉
三
十
匁

同

粉

四
十
五
匁

栂
の
尾

三
十
五
匁

菊
の
露
粉

四
十
五
匁

上
濃
茶
園
粉
六
十
匁

朝
霞

四
十
匁

濃
茶
園
粉

五
十
匁

明
ほ
の

四
十
五
匁

老
楽

四
十
五
匁

上
濃
茶
園
粉
六
十
匁

御
進
物
御
茶
切
手
壺
詰
折
詰
桐
箱
平
袋
角
袋
御
望
次
第
入
念
出
精
奉
差
上
申
候

宇
治
信
楽
其
外
諸
国
其
？
御
銘
茶
之
儀
者
土
地
宜
敷
場
所
を
相
え
ら
ミ
葉
向
に
か
ゝ
わ
ら
す
香
気
風

味
出
色
等
を
専
一
ニ
仕
精
々
下
直
ニ
奉
差
江
候
間
是
迄
通
り
御
用
向
被
下
置
候
様
偏
奉
希
上
候
以
上

□資料6 松屋与兵衛引札

□資料6 松屋与兵衛（収蔵資料№2201）
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ら
れ
た
も
の
が
少
な
く
な

か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
「
宇
治
煎

茶
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
響
き

に
相
当
な
魅
力
が
あ
り
、

そ
れ
に
周
辺
の
産
地
が
引

き
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
の
幅
を
広
げ
て

い
っ
た
面
は
否
定
で
き
な

い
と
思
う
。
ま
た
、
そ
れ

を
人
び
と
も
充
分
に
承
知

し
て
、
暗
黙
の
了
解
の
も

と
で
販
売
と
消
費
活
動
が

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。

① ② ③ ④ ⑤

喫茶法 種別 井筒屋利助 山本加兵衛 伊勢屋治兵衛 大坂屋吉左衛門 松屋与兵衛

濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 濃茶

抹茶 濃茶 3匁9分～10匁 3匁5分～9匁 2匁8分～8匁 3匁～10匁 8匁～20匁

薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 薄茶

薄茶 12匁～78匁 13匁～60匁 13匁5分～50匁 13匁～60匁 50匁～150匁

濃茶園煎茶 濃茶薄茶園煎茶 濃茶園煎茶 濃茶園煎茶 濃茶園別製煎茶

煎茶 出物･ 13匁～30匁 15匁～45匁 35匁～65匁 13匁～45匁 50匁～300匁

折物･ 薄茶園煎茶 徳用

葉物 15匁～30匁 45匁～60匁

玉露 濃薄精撰煎茶 徳用粉茶

13匁5分～65匁 5匁～60匁

宇治煎茶 宇治煎茶 宇治自園煎茶 宇治煎茶 宇治信楽煎茶

煎茶 3匁～20匁 2匁～28匁 6匁～15匁 2匁～20匁 2匁5分～45匁

<別紙> 宇治信楽煎茶 徳用向宇治撰屑

新製風流 3匁～20匁 2匁～5匁

4匁～9匁 自園青仕立

4匁～7匁5分

政所煎茶(近江) 江州銘茶

4匁～6匁 4匁5分～15匁

勢州菰野煎茶 勢州菰野茶 勢州菰野せんじ茶

4匁～6匁 3匁～6匁 3匁～6匁

肥後相良茶 相良(肥後) 肥州相良

4匁～6匁 5匁 3匁～5匁

肥州名茶(肥前) 肥前

4匁～10匁 4匁

芦久保煎茶 駿河芦久保煎茶 芦久保煎茶 駿州芦久保煎茶

148文～15匁 200文～9匁 132文～400文 200文～9匁

安部葉形製 駿州葉形煎茶

4匁～6匁5分 3匁～6匁

水戸古内

3匁～5匁

葉 形 煎 茶 (不 徳用向煎茶 徳用番茶

明) 2匁～ 4匁5分 64文～148文

300文～500文

■江戸の茶価比較表（濃茶は「半袋」＝10匁＝37.5gあたり、他は1斤＝200匁＝750gあたり。

以下同じ）
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大

坂

つ
づ
い
て
水
の
都
、
大
坂
、
茶
の
値
段
表
に
関
し
て
、
本
館
の
収
蔵

品
で
も
っ
と
も
充
実
し
て
い
る
の
が
大
坂
の
市
街
地
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
下
表
の
一
〇
店
舗
を
取
り
上
げ
る
。

年
代
は
幕
末
、
引
札
の
見
か
け
は
江
戸
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
店
主

が
そ
れ
ぞ
れ
通
名
を
何
々
軒
な
ど
と
称
し
た
ら
し
い
が
、
茶
以
外
の
商

品
を
同
時
に
扱
っ
て
い
た
店
舗
、
今
日
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
的
な
形

態
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
後
に
見
る
京
都
で
は
、
す
で
に
そ
う
し

た
事
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

大
坂
①

蕗
屋
平
兵
衛

順
慶
町
井
戸
ノ
辻
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
な
ど
に
も
描
か
れ
る
繁

華
な
場
所
で
あ
る
。
そ
こ
に
蕗
屋
と
い
う
お
茶
を
扱
う
店
が
あ
っ
た
。

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
は
大
坂
で
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
も
っ
と

も
古
い
。
一
段
目
に
薄
茶
、
濃
茶
、
そ
し
て
江
戸
に
も
あ
っ
た
「
薄
茶

濃
茶
清
撰
御
煎
茶
」
が
並
ぶ
。
こ
こ
に
あ
る
銘
柄
は
お
お
む
ね
葉
物
と

思
わ
れ
る
が
、
最
高
値
の
富
貴
緑
が
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
二
・
三
段
目
を
こ
こ
で
は
宇
治
信
楽
煎
茶
が
占
め
る
が
、
そ
の

最
高
値
が
ま
た
「
薄
茶
濃
茶
清
撰
御
煎
茶
」
の
最
上
位
と
同
額
で
、
こ

こ
に
ほ
ぼ
差
が
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
品
質
的
に
も
接
近
し
て
い
る
印
象

を
う
け
る
。
四
段
目
の
諸
国
御
煎
茶
は
、
諸
国
と
は
言
っ
て
も
茶
銘
か

ら
判
断
し
て
東
国
の
姿
は
そ
こ
に
な
い
。

№ 表題 屋号 住所 店主 年代 資料№

① 宇治諸国信楽御茶所 雄香軒 順慶町通井戸ノ辻 蕗屋平兵衛 天保6･1835 7

② 諸国御茶所 湖松軒 北新地一丁目 斉藤又右衛門 辰 8

③ 宇治信楽諸国御茶所 雲花園 本町通心斎橋筋角 笹屋伊兵衛 9

④ 宇治信楽諸国御茶処 薫香堂 京町堀二丁目羽子板 笠屋藤兵衛 10

橋北詰角

⑤ 宇治信楽諸国御茶処 通栄軒 淀屋橋梶木町南入 八木弥三兵衛 11

⑥ 宇治信楽諸国御茶所 通松軒 平野町筋京町橋東入 木屋新助 12

⑦ 宇治信楽諸国御銘茶 江戸堀二丁目犬斉橋 俵谷金兵衛 嘉永7･1854 13

製所 北詰西入

⑧ 宇治信楽諸国御茶所 芳雲園 心斎橋北詰西入 高田弥十郎 14

⑨ 諸国名物御茶所 佳茗林 高麗橋三丁目 川崎喜兵衛 15

⑩ 宇治信楽諸国御茶所 正寿園 天神橋通寺町橋北へ 川内谷新兵衛 文久3･1863 16

入

■大坂の茶所
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( 20 )

ら
れ
た
も
の
が
少
な
く
な

か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
「
宇
治
煎

茶
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
響
き

に
相
当
な
魅
力
が
あ
り
、

そ
れ
に
周
辺
の
産
地
が
引

き
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
の
幅
を
広
げ
て

い
っ
た
面
は
否
定
で
き
な

い
と
思
う
。
ま
た
、
そ
れ

を
人
び
と
も
充
分
に
承
知

し
て
、
暗
黙
の
了
解
の
も

と
で
販
売
と
消
費
活
動
が

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。

① ② ③ ④ ⑤

喫茶法 種別 井筒屋利助 山本加兵衛 伊勢屋治兵衛 大坂屋吉左衛門 松屋与兵衛

濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 濃茶

抹茶 濃茶 3匁9分～10匁 3匁5分～9匁 2匁8分～8匁 3匁～10匁 8匁～20匁

薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 薄茶

薄茶 12匁～78匁 13匁～60匁 13匁5分～50匁 13匁～60匁 50匁～150匁

濃茶園煎茶 濃茶薄茶園煎茶 濃茶園煎茶 濃茶園煎茶 濃茶園別製煎茶

煎茶 出物･ 13匁～30匁 15匁～45匁 35匁～65匁 13匁～45匁 50匁～300匁

折物･ 薄茶園煎茶 徳用

葉物 15匁～30匁 45匁～60匁

玉露 濃薄精撰煎茶 徳用粉茶

13匁5分～65匁 5匁～60匁

宇治煎茶 宇治煎茶 宇治自園煎茶 宇治煎茶 宇治信楽煎茶

煎茶 3匁～20匁 2匁～28匁 6匁～15匁 2匁～20匁 2匁5分～45匁

<別紙> 宇治信楽煎茶 徳用向宇治撰屑

新製風流 3匁～20匁 2匁～5匁

4匁～9匁 自園青仕立

4匁～7匁5分

政所煎茶(近江) 江州銘茶

4匁～6匁 4匁5分～15匁

勢州菰野煎茶 勢州菰野茶 勢州菰野せんじ茶

4匁～6匁 3匁～6匁 3匁～6匁

肥後相良茶 相良(肥後) 肥州相良

4匁～6匁 5匁 3匁～5匁

肥州名茶(肥前) 肥前

4匁～10匁 4匁

芦久保煎茶 駿河芦久保煎茶 芦久保煎茶 駿州芦久保煎茶

148文～15匁 200文～9匁 132文～400文 200文～9匁

安部葉形製 駿州葉形煎茶

4匁～6匁5分 3匁～6匁

水戸古内

3匁～5匁

葉 形 煎 茶 (不 徳用向煎茶 徳用番茶

明) 2匁～ 4匁5分 64文～148文

300文～500文

■江戸の茶価比較表（濃茶は「半袋」＝10匁＝37.5gあたり、他は1斤＝200匁＝750gあたり。

以下同じ）
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大

坂

つ
づ
い
て
水
の
都
、
大
坂
、
茶
の
値
段
表
に
関
し
て
、
本
館
の
収
蔵

品
で
も
っ
と
も
充
実
し
て
い
る
の
が
大
坂
の
市
街
地
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
下
表
の
一
〇
店
舗
を
取
り
上
げ
る
。

年
代
は
幕
末
、
引
札
の
見
か
け
は
江
戸
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
店
主

が
そ
れ
ぞ
れ
通
名
を
何
々
軒
な
ど
と
称
し
た
ら
し
い
が
、
茶
以
外
の
商

品
を
同
時
に
扱
っ
て
い
た
店
舗
、
今
日
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
的
な
形

態
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
後
に
見
る
京
都
で
は
、
す
で
に
そ
う
し

た
事
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

大
坂
①

蕗
屋
平
兵
衛

順
慶
町
井
戸
ノ
辻
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
な
ど
に
も
描
か
れ
る
繁

華
な
場
所
で
あ
る
。
そ
こ
に
蕗
屋
と
い
う
お
茶
を
扱
う
店
が
あ
っ
た
。

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
は
大
坂
で
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
も
っ
と

も
古
い
。
一
段
目
に
薄
茶
、
濃
茶
、
そ
し
て
江
戸
に
も
あ
っ
た
「
薄
茶

濃
茶
清
撰
御
煎
茶
」
が
並
ぶ
。
こ
こ
に
あ
る
銘
柄
は
お
お
む
ね
葉
物
と

思
わ
れ
る
が
、
最
高
値
の
富
貴
緑
が
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
二
・
三
段
目
を
こ
こ
で
は
宇
治
信
楽
煎
茶
が
占
め
る
が
、
そ
の

最
高
値
が
ま
た
「
薄
茶
濃
茶
清
撰
御
煎
茶
」
の
最
上
位
と
同
額
で
、
こ

こ
に
ほ
ぼ
差
が
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
品
質
的
に
も
接
近
し
て
い
る
印
象

を
う
け
る
。
四
段
目
の
諸
国
御
煎
茶
は
、
諸
国
と
は
言
っ
て
も
茶
銘
か

ら
判
断
し
て
東
国
の
姿
は
そ
こ
に
な
い
。

№ 表題 屋号 住所 店主 年代 資料№

① 宇治諸国信楽御茶所 雄香軒 順慶町通井戸ノ辻 蕗屋平兵衛 天保6･1835 7

② 諸国御茶所 湖松軒 北新地一丁目 斉藤又右衛門 辰 8

③ 宇治信楽諸国御茶所 雲花園 本町通心斎橋筋角 笹屋伊兵衛 9

④ 宇治信楽諸国御茶処 薫香堂 京町堀二丁目羽子板 笠屋藤兵衛 10

橋北詰角

⑤ 宇治信楽諸国御茶処 通栄軒 淀屋橋梶木町南入 八木弥三兵衛 11

⑥ 宇治信楽諸国御茶所 通松軒 平野町筋京町橋東入 木屋新助 12

⑦ 宇治信楽諸国御銘茶 江戸堀二丁目犬斉橋 俵谷金兵衛 嘉永7･1854 13

製所 北詰西入

⑧ 宇治信楽諸国御茶所 芳雲園 心斎橋北詰西入 高田弥十郎 14

⑨ 諸国名物御茶所 佳茗林 高麗橋三丁目 川崎喜兵衛 15

⑩ 宇治信楽諸国御茶所 正寿園 天神橋通寺町橋北へ 川内谷新兵衛 文久3･1863 16

入

■大坂の茶所
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天
保
六
乙
未
年
再
板宇

治

大

順
慶
町
通

（
屋
号
）

諸

国

御

茶

所

蕗

屋

平

兵

衛

製

信

楽

阪

井
戸
ノ
辻

御
薄
茶

宇
治
御
煎
茶

奥
紅
葉

拾
一
匁

諸
国
御
煎
茶

二
百
目
一
斤
ニ
付

信
楽

め
さ
め

拾
二
匁

二
百
五
拾
目
一
斤
ニ
付

吟
茶

拾
五
匁

二
百
目
一
斤
ニ
付

こ
と
ぶ
き

拾
二
匁

若
草

一
匁
五
分

極
揃

二
拾
匁

撰
葉

二
匁
五
分

花
橘

拾
三
匁

宇
治
川

一
匁
五
分

上
極
揃

二
拾
五
匁

川
柳

二
匁
五
分

初
緑

拾
四
匁

熊
川

一
匁
八
分

好
極
揃

三
拾
匁

青
柳

三
匁

栂
ノ
尾

拾
五
匁

白
梅

二
匁

別
儀

三
拾
五
匁

夏
木

三
匁

峯
曙

拾
五
匁

御
所
梅

二
匁

上
別
儀

四
拾
匁

信
楽

四
匁

君
が
代

拾
六
匁

朝
鶴

二
匁
三
分

別
儀
昔

五
拾
匁

世
代
友

四
匁
五
分

山
里

拾
七
匁

八
重
桜

二
匁
三
分

富
貴
揃

六
拾
匁

政
所

四
匁
五
分

八
重
霞

拾
八
匁

初
音

二
匁
五
分

御
濃
茶

越
渓

五
匁

友
千
鳥

二
拾
匁

花
ノ
井

二
匁
五
分

半
一
袋
拾
匁
ニ
付

一
森

五
匁

八
千
代

二
拾
二
匁

松
ノ
雪

二
匁
八
分

極
昔

四
匁

明
ぼ
の

六
匁

浪
花
江

二
拾
五
匁

雪
ノ
朝

二
匁
八
分

い
ノ
白

四
匁
五
分

蕗
撰

六
匁

相
生

三
拾
匁

北
山

三
匁

後
昔

五
匁

朝
日

七
匁

喜
代
葉

四
拾
匁

鹿
谷

三
匁

初
昔

六
匁

福
寿

七
匁

宇
治
上
粉
茶

こ
ノ
花

三
匁

桃
ノ
白

七
匁

初
瀬

八
匁

一
斤
ニ
付

吉
野
里

三
匁
五
分

香
風

八
匁

山
吹

八
匁

三
保
松

二
匁

末
広

三
匁
五
分

初
蕗
昔

九
匁

大
福

八
匁

滝
桜

二
匁
五
分

鶯

四
匁

薄
茶

清
撰
御
煎
茶

梨
子
煎

九
匁

古
里

三
匁

仙
齢

四
匁

濃
茶

喜
撰

拾
匁

嬉
し
野

四
匁

二
百
目
一
斤
ニ
付

白
菊

拾
匁

御
物

四
匁

折
鷹

拾
六
匁

池
ノ
尾

拾
一
匁

此
外
諸
国
番
茶
類

色
々

雁
か
音

拾
八
匁

鷹
ノ
爪

二
拾
匁

御
進
物
壺
詰
折
詰
丸
袋
角
袋
平
袋

其
外
御
好
次
第

友
白
髪

二
拾
匁

入
念
奉
指
上
候
以
上

初
鷹

二
拾
五
匁

白
折

三
拾
匁

浪

花

雄

香

軒

興

昌

（
花
押
影
）

千
代
友

三
拾
五
匁

富
貴
緑

四
拾
匁

□資料7 蕗屋平兵衛引札

□資料7 蕗屋平兵衛（収蔵資料№436-24）
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大
坂
②

斉
藤
又
右
衛
門
（
湖
松
軒
）

一
段
目
に
濃
茶
、
薄
茶
、
そ
し
て
薄
茶
の
末
尾
に
な
ぜ
か
桑
茶
が
く

る
。
こ
う
し
た
事
例
は
江
戸
に
も
あ
っ
た
。
桑
の
ほ
か
に
枸
杞
（
ク
コ
）
、

枇
杷
の
各
茶
が
並
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
文
字
通
り

に
解
し
て
い
い
も
の
か
迷
う
。
極
端
な
こ
と
を
言
う
と
、
こ
れ
ら
は
厚

手
の
碾
茶
葉
つ
ま
り
葉
物
、
煎
茶
飲
用
す
る
碾
茶
葉
の
こ
と
を
業
界
で

は
こ
れ
を
ま
た
区
別
し
て
「
広
葉
」
あ
る
い
は
「
厚
葉
」
と
も
い
う
の

だ
が
、
そ
れ
を
意
味
す
る
隠
語
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
関
連
し
て
言
え
ば
、
茶
臼
に
か
か
る
葉
の
こ
と
を
「
薄
葉
」
と
も
い

う
。そ

れ
は
と
も
か
く
先
へ
進
む
と
、
二
段
目
に
宇
治
信
楽
煎
茶
、
そ
し

て
三
段
目
の
「
濃
茶
園
御
煎
茶
」
は
一
段
目
の
、
ま
た
そ
れ
に
つ
づ
く

「
宇
治
信
楽
御
煎
茶
撰
出
シ
」
「
同
上
茶
の
粉
」
は
二
段
目
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
出
物
で
あ
る
。
四
段
目
の
賦
物
の
茶
は
、
慶
弔
の

あ
い
さ
つ
に
用
い
ら
れ
た
安
価
な
茶
で
あ
る
。
お
茶
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
り
、
何
か
の
品
物
に
茶
が
添
え
ら
れ
た
り
、
と
い
っ
た
様
子
だ
っ
た

ら
し
い
が
、
あ
く
ま
で
も
形
式
な
の
で
、
さ
ほ
ど
品
質
を
重
視
す
る
必

要
は
な
い
と
い
っ
た
考
え
方
が
贈
る
側
に
も
、
受
け
取
る
側
に
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
、
値
段
は
き
わ
め
て
安
い
。
こ
こ
に
「
芦
久

保
」
と
あ
る
の
は
、
す
で
に
茶
産
地
と
し
て
そ
の
名
が
知
れ
渡
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
命
名
に
過
ぎ
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
当
店
も
茶
道
具
や
香

な
ど
手
広
く
扱
っ
た
。

□資料8 斉藤又右衛門引札（収蔵資料№436-36）
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天
保
六
乙
未
年
再
板宇

治

大

順
慶
町
通

（
屋
号
）

諸

国

御

茶

所

蕗

屋

平

兵

衛

製

信

楽

阪

井
戸
ノ
辻

御
薄
茶

宇
治
御
煎
茶

奥
紅
葉

拾
一
匁

諸
国
御
煎
茶

二
百
目
一
斤
ニ
付

信
楽

め
さ
め

拾
二
匁

二
百
五
拾
目
一
斤
ニ
付

吟
茶

拾
五
匁

二
百
目
一
斤
ニ
付

こ
と
ぶ
き

拾
二
匁

若
草

一
匁
五
分

極
揃

二
拾
匁

撰
葉

二
匁
五
分

花
橘

拾
三
匁

宇
治
川

一
匁
五
分

上
極
揃

二
拾
五
匁

川
柳

二
匁
五
分

初
緑

拾
四
匁

熊
川

一
匁
八
分

好
極
揃

三
拾
匁

青
柳

三
匁

栂
ノ
尾

拾
五
匁

白
梅

二
匁

別
儀

三
拾
五
匁

夏
木

三
匁

峯
曙

拾
五
匁

御
所
梅

二
匁

上
別
儀

四
拾
匁

信
楽

四
匁

君
が
代

拾
六
匁

朝
鶴

二
匁
三
分

別
儀
昔

五
拾
匁

世
代
友

四
匁
五
分

山
里

拾
七
匁

八
重
桜

二
匁
三
分

富
貴
揃

六
拾
匁

政
所

四
匁
五
分

八
重
霞

拾
八
匁

初
音

二
匁
五
分

御
濃
茶

越
渓

五
匁

友
千
鳥

二
拾
匁

花
ノ
井

二
匁
五
分

半
一
袋
拾
匁
ニ
付

一
森

五
匁

八
千
代

二
拾
二
匁

松
ノ
雪

二
匁
八
分

極
昔

四
匁

明
ぼ
の

六
匁

浪
花
江

二
拾
五
匁

雪
ノ
朝

二
匁
八
分

い
ノ
白

四
匁
五
分

蕗
撰

六
匁

相
生

三
拾
匁

北
山

三
匁

後
昔

五
匁

朝
日

七
匁

喜
代
葉

四
拾
匁

鹿
谷

三
匁

初
昔

六
匁

福
寿

七
匁

宇
治
上
粉
茶

こ
ノ
花

三
匁

桃
ノ
白

七
匁

初
瀬

八
匁

一
斤
ニ
付

吉
野
里

三
匁
五
分

香
風

八
匁

山
吹

八
匁

三
保
松

二
匁

末
広

三
匁
五
分

初
蕗
昔

九
匁

大
福

八
匁

滝
桜

二
匁
五
分

鶯

四
匁

薄
茶

清
撰
御
煎
茶

梨
子
煎

九
匁

古
里

三
匁

仙
齢

四
匁

濃
茶

喜
撰

拾
匁

嬉
し
野

四
匁

二
百
目
一
斤
ニ
付

白
菊

拾
匁

御
物

四
匁

折
鷹

拾
六
匁

池
ノ
尾

拾
一
匁

此
外
諸
国
番
茶
類

色
々

雁
か
音

拾
八
匁

鷹
ノ
爪

二
拾
匁

御
進
物
壺
詰
折
詰
丸
袋
角
袋
平
袋

其
外
御
好
次
第

友
白
髪

二
拾
匁

入
念
奉
指
上
候
以
上

初
鷹

二
拾
五
匁

白
折

三
拾
匁

浪

花

雄

香

軒

興

昌

（
花
押
影
）

千
代
友

三
拾
五
匁

富
貴
緑

四
拾
匁
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大
坂
②

斉
藤
又
右
衛
門
（
湖
松
軒
）

一
段
目
に
濃
茶
、
薄
茶
、
そ
し
て
薄
茶
の
末
尾
に
な
ぜ
か
桑
茶
が
く

る
。
こ
う
し
た
事
例
は
江
戸
に
も
あ
っ
た
。
桑
の
ほ
か
に
枸
杞
（
ク
コ
）
、

枇
杷
の
各
茶
が
並
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
文
字
通
り

に
解
し
て
い
い
も
の
か
迷
う
。
極
端
な
こ
と
を
言
う
と
、
こ
れ
ら
は
厚

手
の
碾
茶
葉
つ
ま
り
葉
物
、
煎
茶
飲
用
す
る
碾
茶
葉
の
こ
と
を
業
界
で

は
こ
れ
を
ま
た
区
別
し
て
「
広
葉
」
あ
る
い
は
「
厚
葉
」
と
も
い
う
の

だ
が
、
そ
れ
を
意
味
す
る
隠
語
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
関
連
し
て
言
え
ば
、
茶
臼
に
か
か
る
葉
の
こ
と
を
「
薄
葉
」
と
も
い

う
。そ

れ
は
と
も
か
く
先
へ
進
む
と
、
二
段
目
に
宇
治
信
楽
煎
茶
、
そ
し

て
三
段
目
の
「
濃
茶
園
御
煎
茶
」
は
一
段
目
の
、
ま
た
そ
れ
に
つ
づ
く

「
宇
治
信
楽
御
煎
茶
撰
出
シ
」
「
同
上
茶
の
粉
」
は
二
段
目
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
出
物
で
あ
る
。
四
段
目
の
賦
物
の
茶
は
、
慶
弔
の

あ
い
さ
つ
に
用
い
ら
れ
た
安
価
な
茶
で
あ
る
。
お
茶
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
り
、
何
か
の
品
物
に
茶
が
添
え
ら
れ
た
り
、
と
い
っ
た
様
子
だ
っ
た

ら
し
い
が
、
あ
く
ま
で
も
形
式
な
の
で
、
さ
ほ
ど
品
質
を
重
視
す
る
必

要
は
な
い
と
い
っ
た
考
え
方
が
贈
る
側
に
も
、
受
け
取
る
側
に
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
、
値
段
は
き
わ
め
て
安
い
。
こ
こ
に
「
芦
久

保
」
と
あ
る
の
は
、
す
で
に
茶
産
地
と
し
て
そ
の
名
が
知
れ
渡
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
命
名
に
過
ぎ
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
当
店
も
茶
道
具
や
香

な
ど
手
広
く
扱
っ
た
。
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辰
年
改

（
屋
号
）

諸

御

茶

所

湖

松

軒

精

製

（
印
影
）

国

御
濃
茶

宇
治

濃
茶
園
御
煎
茶

御
茶
の
子
賦
物
茶

半
一
袋
掛
目
拾
匁
ニ
付

信
楽
御
煎
茶

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

弐
百
五
十
目
壱
斤
ニ
付

藤
の
昔

六
匁
八
分

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

千
代
の
寿

四
拾
八
匁

玉
す
た
れ

三
匁
五
分

初
昔

六
匁

夜
の
梅

弐
拾
匁

は
つ
鷹

四
拾
匁

初
桜

三
匁

後
昔

五
匁
五
分

琵
琶
の
里

拾
八
匁

友
白
髪

三
拾
弐
匁

芦
久
保

弐
匁
五
分

綾
の
森

五
匁

春
霞

拾
六
匁

清
折

弐
拾
八
匁

薄
緑

弐
匁

老
ま
つ

四
匁
五
分

萩
の
庵

拾
五
匁

白
折

弐
拾
四
匁

し
ら
菊

壱
匁
五
分

若
森

四
匁

栂
の
尾

拾
四
匁
四
分

鷹
の
爪

弐
拾
匁

信
楽
焼

桃
の
白

三
匁
六
分

霜
の
花

十
弐
匁

折
鷹

拾
六
匁

御
茶
壺

祝
の
白

三
匁
弐
分

花
橘

拾
匁
四
分

清
風

拾
弐
匁

壱
斤
入

壱
匁
五
分

生
喜
撰

拾
匁

半
斤
入

壱
匁
弐
分

池
の
尾

九
匁
六
分

小
半
斤
入

壱
匁

田
毎
月

九
匁

宇
治

黒
茶

御
薄
茶

お
く
楓

七
匁
弐
分

信
楽
御
煎
茶
撰
出
シ

壱
斤
入

弐
匁
五
分

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

喜
撰

上
八
匁

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

半
斤
入

壱
匁
七
分

極
む
か
し

五
拾
弐
匁

六
匁
四
分

宇
治
の
里

三
匁
六
分

小
半
斤
入

壱
匁
弐
分

上
別
儀

四
拾
八
匁

山
吹

六
匁
四
分

信
楽

三
匁
五
分

三
拾
匁
入

九
分

別
儀
昔

四
拾
三
匁

別
製

寄
リ
木

三
匁

廿
匁
入

七
分
五
リ
ン

好
別
儀

三
拾
四
匁
四
分

松
の
友

六
匁

川
柳

弐
匁
五
分

青
磁
焼
壺
価
同
断

祝
揃

三
拾
匁

朝
日

五
匁
六
分

撰
葉

弐
匁

桐
御
茶
箱

広
葉

弐
拾
四
匁

は
つ
緑

五
匁

操
足
付

極
揃

上
廿
八
匁

玉
椿

四
匁
五
分

同
上
茶
の
粉

壱
斤
入

弐
拾
匁

一
森

四
匁

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

半
斤
入

松
極
揃

拾
六
匁

八
重
霞

四
匁

小
半
斤
入

吟
粉

拾
弐
匁

袖
の
雪

三
匁

其
外
焼
桐

桑
茶

東
雲

弐
匁
五
分

三
種
入
四
種
入

松
の
露

弐
匁

中
次
類
い
ろ

く

自
薗

村
さ
め

壱
匁
六
分

小
箱
ハ
茶
詰
合
ニ
て
六
分
五
厘

藤
の
園

四
匁
八
分

よ
り
色
々
随
分
入
念
寄
麗

仕
立
さ
し
上
可
申
候

右
之
外

諸
国
銘
茶
番
茶
類

俵
売
小
売
と
も
仕

候

◯

御
茶
の
子
も
の
壱

袋
ニ
付
弐
分
五
厘

よ
り
御
望
次
第
其

外
暑
寒
之
御
進

物

亦
者
御
餞
別
も

の
壺
詰
袋
詰
等
格

別
相
働
キ
下
直
ニ

差
上
申
候

◯
御
茶
具
之

類
品
々
御
た
き

も
の
極
製
梅
か
香

割
白
檀
い
ろ

く

◯
銘
茶

切
手
藤
之
薗
印
壱

枚
ニ
付
四
拾
文

川
柳
印
同
三
拾
弐

文

大

坂

北

新

地

壱

丁

目

齊

藤

又

右

衛

門

□資料8 斉藤又右衛門引札
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宇

治

（
屋

号
）

信

楽

御

茶

所

雲

花

園

謹

製

（
印
影
）

諸

国

御
濃
茶

喜
撰
山

八
匁

宇
治
信
楽

宇
治
上
品
別
好

半
一
袋
目
方
拾
匁

翠
松

拾
匁

御
煎
茶
価

初
花

金
壱
朱

巽
園
昔

九
匁

青
葉

十
匁

壱
斤
ニ
付

呉
竹

金
弐
朱

極
む
か
し

八
匁

栂
ノ
尾

十
一
匁

撰
葉

弐
匁
五
分

浪
の
花

金
三
朱

初
昔

六
匁
五
分

湖
月

十
三
匁

宿
り
木

三
匁

松
風

金
壱
歩

綾
森

七
匁

花
橘

十
弐
匁

さ
わ
ら
び

三
匁
八
分

自
園
別
製

後
昔

六
匁

霜
の
花

十
四
匁

政
所

四
匁

千
と
せ

六
匁

今
む
か
し

五
匁
五
分

若
葉

十
五
匁

一
森
の
下

四
匁

一
文
字

五
匁

綾
紫

弐
十
目

沢
の
鶴

四
匁
五
分

江
州

老
ノ
白

四
匁
八
分

竜
門

廿
弐
匁

川
柳

五
匁

越
渓

拾
弐
匁

大
祝
井

四
匁
三
分

正
喜
撰

拾
弐
匁

信
楽

五
匁

喜
撰
山
麓

旭
ノ
白

三
匁
八
分

極
大
福

銀
壱
枚

一
森

五
匁

池
の
尾

拾
三
匁

祝
ノ
白

三
匁
六
分

製

白
喜
久

五
匁
五
分

江
州

御
薄
茶

濃
清
撰
御
煎
茶

朝
日

六
匁

明
ぼ
の

金
壱
歩

壱
斤
ニ
付

薄

白
梅

六
匁

宇
治

別
揃

十
匁

初
鷹

十
四
匁

友
千
鳥

六
匁
四
分

日
の
出

弐
匁

薄
吟
茶

十
三
匁

雁
音

十
六
匁

う
す
紅
葉

七
匁

黄
菊

弐
匁
八
分

別
儀
揃

十
六
匁

折
鷹

十
八
匁

笹
の
園

六
匁

山
か
け

三
匁

極
揃

弐
十
目

舞
鶴

弐
十
目

山
富
貴

七
匁

梨
子
蒸

三
匁
六
分

上
極
揃

廿
五
匁

万
代

廿
四
匁

八
重
霞

七
匁

極
上
々
粉
茶
品
々

広
葉

三
十
目

鷹
の
爪

廿
五
匁

千
代
の
友

七
匁
五
分

名
桑
桐
折
詰
品
々

別
儀

卅
五
匁

白
折

廿
八
匁

ね
さ
め

八
匁

日
向
茶

好
別
儀

四
十
目

白
鷹

四
十
目

冬
の
梅

八
匁

丹
波
茶

極
詰

六
十
目

真
白
折

三
十
目

こ
と
ふ
き

八
匁

熊
野

友
白
髪

卅
五
匁

若
緑

八
匁
五
分

吉
野

芙
蓉
峯

五
十
目

山
吹

八
匁

相
楽

口

御
茶
之
製
法
別
而
入
念
葉
向
に
不
抱
香
気

喜
撰

十
匁

其
外
国
々
名
茶

風
味
宜
敷
様
第
一
ニ
吟
味
仕
候
差
上
申
候
間

大
福
谷

弐
十
五
匁

演

遠
近
御
用
向
被
仰
付
可
被
下
候
様
偏
ニ
奉
願
上
候
以
上

御

進

物

壺

詰

折

詰

丸

袋

平

袋

其

外

御

望

次

第

入

念

奉

差

上

候

、

以

上

大

阪

本

町

通

心

斎

橋

筋

角

笹

屋

伊

兵

衛

（

花

押

影

）

日

向

茶

大

安

売

壱

斤

ニ

付

百

文

百

三

十

文

百

五

十

文

二

百

文
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辰
年
改

（
屋
号
）

諸

御

茶

所

湖

松

軒

精

製

（
印
影
）

国

御
濃
茶

宇
治

濃
茶
園
御
煎
茶

御
茶
の
子
賦
物
茶

半
一
袋
掛
目
拾
匁
ニ
付

信
楽
御
煎
茶

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

弐
百
五
十
目
壱
斤
ニ
付

藤
の
昔

六
匁
八
分

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

千
代
の
寿

四
拾
八
匁

玉
す
た
れ

三
匁
五
分

初
昔

六
匁

夜
の
梅

弐
拾
匁

は
つ
鷹

四
拾
匁

初
桜

三
匁

後
昔

五
匁
五
分

琵
琶
の
里

拾
八
匁

友
白
髪

三
拾
弐
匁

芦
久
保

弐
匁
五
分

綾
の
森

五
匁

春
霞

拾
六
匁

清
折

弐
拾
八
匁

薄
緑

弐
匁

老
ま
つ

四
匁
五
分

萩
の
庵

拾
五
匁

白
折

弐
拾
四
匁

し
ら
菊

壱
匁
五
分

若
森

四
匁

栂
の
尾

拾
四
匁
四
分

鷹
の
爪

弐
拾
匁

信
楽
焼

桃
の
白

三
匁
六
分

霜
の
花

十
弐
匁

折
鷹

拾
六
匁

御
茶
壺

祝
の
白

三
匁
弐
分

花
橘

拾
匁
四
分

清
風

拾
弐
匁

壱
斤
入

壱
匁
五
分

生
喜
撰

拾
匁

半
斤
入

壱
匁
弐
分

池
の
尾

九
匁
六
分

小
半
斤
入

壱
匁

田
毎
月

九
匁

宇
治

黒
茶

御
薄
茶

お
く
楓

七
匁
弐
分

信
楽
御
煎
茶
撰
出
シ

壱
斤
入

弐
匁
五
分

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

喜
撰

上
八
匁

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

半
斤
入

壱
匁
七
分

極
む
か
し

五
拾
弐
匁

六
匁
四
分

宇
治
の
里

三
匁
六
分

小
半
斤
入

壱
匁
弐
分

上
別
儀

四
拾
八
匁

山
吹

六
匁
四
分

信
楽

三
匁
五
分

三
拾
匁
入

九
分

別
儀
昔

四
拾
三
匁

別
製

寄
リ
木

三
匁

廿
匁
入

七
分
五
リ
ン

好
別
儀

三
拾
四
匁
四
分

松
の
友

六
匁

川
柳

弐
匁
五
分

青
磁
焼
壺
価
同
断

祝
揃

三
拾
匁

朝
日

五
匁
六
分

撰
葉

弐
匁

桐
御
茶
箱

広
葉

弐
拾
四
匁

は
つ
緑

五
匁

操
足
付

極
揃

上
廿
八
匁

玉
椿

四
匁
五
分

同
上
茶
の
粉

壱
斤
入

弐
拾
匁

一
森

四
匁

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

半
斤
入

松
極
揃

拾
六
匁

八
重
霞

四
匁

小
半
斤
入

吟
粉

拾
弐
匁

袖
の
雪

三
匁

其
外
焼
桐

桑
茶

東
雲

弐
匁
五
分

三
種
入
四
種
入

松
の
露

弐
匁

中
次
類
い
ろ

く

自
薗

村
さ
め

壱
匁
六
分

小
箱
ハ
茶
詰
合
ニ
て
六
分
五
厘

藤
の
園

四
匁
八
分

よ
り
色
々
随
分
入
念
寄
麗

仕
立
さ
し
上
可
申
候

右
之
外

諸
国
銘
茶
番
茶
類

俵
売
小
売
と
も
仕

候

◯

御
茶
の
子
も
の
壱

袋
ニ
付
弐
分
五
厘

よ
り
御
望
次
第
其

外
暑
寒
之
御
進

物

亦
者
御
餞
別
も

の
壺
詰
袋
詰
等
格

別
相
働
キ
下
直
ニ

差
上
申
候

◯
御
茶
具
之

類
品
々
御
た
き

も
の
極
製
梅
か
香

割
白
檀
い
ろ

く

◯
銘
茶

切
手
藤
之
薗
印
壱

枚
ニ
付
四
拾
文

川
柳
印
同
三
拾
弐

文

大

坂

北

新

地

壱

丁

目

齊

藤

又

右

衛

門

□資料8 斉藤又右衛門引札
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宇

治

（
屋

号
）

信

楽

御

茶

所

雲

花

園

謹

製

（
印
影
）

諸

国

御
濃
茶

喜
撰
山

八
匁

宇
治
信
楽

宇
治
上
品
別
好

半
一
袋
目
方
拾
匁

翠
松

拾
匁

御
煎
茶
価

初
花

金
壱
朱

巽
園
昔

九
匁

青
葉

十
匁

壱
斤
ニ
付

呉
竹

金
弐
朱

極
む
か
し

八
匁

栂
ノ
尾

十
一
匁

撰
葉

弐
匁
五
分

浪
の
花

金
三
朱

初
昔

六
匁
五
分

湖
月

十
三
匁

宿
り
木

三
匁

松
風

金
壱
歩

綾
森

七
匁

花
橘

十
弐
匁

さ
わ
ら
び

三
匁
八
分

自
園
別
製

後
昔

六
匁

霜
の
花

十
四
匁

政
所

四
匁

千
と
せ

六
匁

今
む
か
し

五
匁
五
分

若
葉

十
五
匁

一
森
の
下

四
匁

一
文
字

五
匁

綾
紫

弐
十
目

沢
の
鶴

四
匁
五
分

江
州

老
ノ
白

四
匁
八
分

竜
門

廿
弐
匁

川
柳

五
匁

越
渓

拾
弐
匁

大
祝
井

四
匁
三
分

正
喜
撰

拾
弐
匁

信
楽

五
匁

喜
撰
山
麓

旭
ノ
白

三
匁
八
分

極
大
福

銀
壱
枚

一
森

五
匁

池
の
尾

拾
三
匁

祝
ノ
白

三
匁
六
分

製

白
喜
久

五
匁
五
分

江
州

御
薄
茶

濃
清
撰
御
煎
茶

朝
日

六
匁

明
ぼ
の

金
壱
歩

壱
斤
ニ
付

薄

白
梅

六
匁

宇
治

別
揃

十
匁

初
鷹

十
四
匁

友
千
鳥

六
匁
四
分

日
の
出

弐
匁

薄
吟
茶

十
三
匁

雁
音

十
六
匁

う
す
紅
葉

七
匁

黄
菊

弐
匁
八
分

別
儀
揃

十
六
匁

折
鷹

十
八
匁

笹
の
園

六
匁

山
か
け

三
匁

極
揃

弐
十
目

舞
鶴

弐
十
目

山
富
貴

七
匁

梨
子
蒸

三
匁
六
分

上
極
揃

廿
五
匁

万
代

廿
四
匁

八
重
霞

七
匁

極
上
々
粉
茶
品
々

広
葉

三
十
目

鷹
の
爪

廿
五
匁

千
代
の
友

七
匁
五
分

名
桑
桐
折
詰
品
々

別
儀

卅
五
匁

白
折

廿
八
匁

ね
さ
め

八
匁

日
向
茶

好
別
儀

四
十
目

白
鷹

四
十
目

冬
の
梅

八
匁

丹
波
茶

極
詰

六
十
目

真
白
折

三
十
目

こ
と
ふ
き

八
匁

熊
野

友
白
髪

卅
五
匁

若
緑

八
匁
五
分

吉
野

芙
蓉
峯

五
十
目

山
吹

八
匁

相
楽

口

御
茶
之
製
法
別
而
入
念
葉
向
に
不
抱
香
気

喜
撰

十
匁

其
外
国
々
名
茶

風
味
宜
敷
様
第
一
ニ
吟
味
仕
候
差
上
申
候
間

大
福
谷

弐
十
五
匁

演

遠
近
御
用
向
被
仰
付
可
被
下
候
様
偏
ニ
奉
願
上
候
以
上

御

進

物

壺

詰

折

詰

丸

袋

平

袋

其

外

御

望

次

第

入

念

奉

差

上

候

、

以

上

大

阪

本

町

通

心

斎

橋

筋

角

笹

屋

伊

兵

衛

（

花

押

影

）

日

向

茶

大

安

売

壱

斤

ニ

付

百

文

百

三

十

文

百

五

十

文

二

百

文

□資料9 笹屋伊兵衛引札

□資料9 笹屋伊兵衛引札（収蔵資料№436-30）
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大
坂
③

笹
屋
伊
兵
衛
（
雲
花
園
）

一
段
目
に
濃
茶
と
薄
茶
、
薄
茶
の
な
か
に
あ
る
「
広
葉
」
の
銘
に
は
、

臼
で
挽
い
て
も
い
い
が
煎
茶
飲
用
に
も
、
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含

ま
れ
る
。
今
の
価
格
に
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
約
四
〇
グ
ラ
ム
で
一
五
〇

〇
円
程
度
で
あ
る
。

二
段
目
左
の
「
濃
薄
清
撰
御
煎
茶
」
が
葉
物
、
た
だ
し
最
高
額
の

芙
蓉
峯
に
は
玉
露
の
雰
囲
気
も
あ
る
。
三
段
目
か
ら
二
段
目
右
に
か
け

て
、
宇
治
信
楽
の
煎
茶
が
並
ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
値
に
付
さ
れ
る
「
大

福
」
の
名
は
、
宇
治
田
原
産
の
高
級
品
を
意
味
す
る
も
の
で
、
濃
茶
・

薄
茶
か
ら
転
じ
た
煎
茶
に
対
し
て
、
「
上
級
煎
茶
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
冠
し
て
宣
伝
さ
れ
た
類
を
代
表
す
る
茶
銘
で
あ
る
。。

四
段
目
の
「
宇
治
之
品
別
好
」
や
中
ほ
ど
の
「
自
園
別
製
」
を
う
た

う
「
ち
と
せ
」
な
ど
は
、
ち
ょ
う
ど
手
ご
ろ
な
値
段
設
定
と
し
て
置
か

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
末
尾
に
は
「
梨
子
蒸
」
の
銘
が
あ

り
、
宇
治
田
原
の
産
を
匂
わ
せ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
け
て
、
日
向
・
丹
波

・
熊
野
・
吉
野
・
相
楽
と
地
名
が
並
び
、
ま
た
欄
外
に
は
「
日
向
茶
大

安
売
」
の
文
字
が
お
ど
る
。
こ
れ
ら
は
産
地
名
と
い
う
よ
り
も
廉
価
な

茶
の
代
名
詞
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
雲
花
園
す
な
わ
ち
笹

屋
伊
兵
衛
が
、
宇
治
田
原
で
茶
園
経
営
を
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

同
所
の
生
産
者
が
直
接
に
、
あ
る
い
は
問
屋
に
よ
っ
て
、
当
所
に
宇
治

田
原
の
茶
を
中
心
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
っ
た
営
業
形
態
と
思
わ
れ

る
。

大
坂
④

笠
屋
藤
兵
衛
（
薫
香
堂
）

大
坂
⑤

八
木
弥
三
兵
衛
（
通
栄
軒
）

④
（
資
料

）
と
⑤
（
資
料

）
は
ま
っ
た
く
別
の
店
舗
で
、
経
営

10

11

者
の
名
義
も
、
そ
し
て
何
よ
り
も
紙
の
か
た
ち
も
デ
ザ
イ
ン
も
ま
っ
た

く
異
な
る
。
し
か
し
、
表
に
載
る
茶
銘
も
値
段
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

系
列
店
や
仕
入
れ
先
が
同
じ
と
い
う
よ
り
も
、
元
締
め
と
な
る
問
屋
が

す
べ
て
を
取
り
仕
切
っ
て
い
て
、
ほ
ぼ
委
託
販
売
の
よ
う
な
形
態
だ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
屋

号
）

宇

治

諸

国

御

茶

処

信

楽

御
薄
茶
価

宇
治

御
煎
茶
価

二
百
目
壱
斤
ニ
付

信
楽

一
別
揃

十
三
匁

別
製
宇
治
里

六
匁

一
別
儀
揃

十
五
匁

一
薄
雪

三
匁

一
華
極

十
八
匁

一
夏
木
立

四
匁

一
極
揃

二
十
匁

一
三
笠
山

四
匁
三
分

一
祝
揃

廿
六
匁

一
椎
か
本

四
匁
五
分

一
広
葉

三
十
匁

一
龍
門

五
匁

一
別
儀
昔

四
十
匁

一
並
一
森

五
匁

一
好
極
揃

卅
三
匁

一
政
所

五
匁
五
分

一
極
詰

五
十
二
匁
九
分

一
上
一
森

六
匁

一
森
昔

六
十
匁

一
綾
の
葉

六
匁
五
分

御
濃
茶
価

一
信
楽

七
匁

半
壱
袋
茶
目
十
匁
ニ
付

一
山
吹

七
匁
五
分

一
華
の
白

三
匁
五
分

一
喜
選

八
匁

一
井
の
白

四
匁

一
越
渓

八
匁

一
極
昔

四
匁
三
分

一
玉
簾

八
匁
五
分

一
白
昔

四
匁
五
分

一
雪
の
梅

九
匁

一
大
祝
白

五
匁

一
上
喜
選

十
匁

一
後
の
昔

五
匁
五
分

一
興
紅
葉

十
一
匁

一
若
森

六
匁

一
正
池
の
尾

十
二
匁

一
初
昔

七
匁

一
栂
の
尾

十
三
匁

( 27 )

一
桃
の
白

八
匁

一
華
橘

十
五
匁

濃
茶
園
御
煎
茶
価

一
霜
の
花

十
五
匁

清
撰

一
明
ぼ
の

十
五
匁

二
百
目
壱
斤
ニ
付

一
松
の
浪

十
八
匁

一
雁
金

十
五
匁

一
千
代
ノ
寿

二
十
匁

一
折
鷹

十
七
匁

肥
州
御
煎
茶

一
白
折

二
十
匁

相
良

一
友
白
髪

廿
五
匁

壱
斤
ニ
付

一
華
園

三
十
匁

一
玉
あ
ら
れ

三
匁

一
千
代
友

卅
五
匁

一
若
葉

三
匁
五
分

一
初
鷹

五
十
匁

一
白
露

四
匁

日
向

御
煎
茶

一
嬉
し
野

五
匁

熊
野

日
向
御
番
茶
価

一
松
の
尾

二
匁

二
百
五
十
目
ニ
付

一
八
重
垣

二
匁
五
分

一
松
印

八
十
文

一
薄
霞

二
匁
五
分

一
梅
印

百
文

一
華
の
井

二
匁
五
分

一
天
印

百
卅
文

一
若
ミ
と
り

三
百
文

一
吉
印

百
五
十
文

一
初
か
す
ミ

三
匁

一
や
ど
り
木

二
百
文

撰
出
し

上
粉
茶

日
向
茶
上
々

一
池
尾
屑

一
華
橘
粉

一
拾
斤
ニ
付

金
二
朱

代
三
匁

代
三
匁

一
飛
切
十
斤
ニ
付

一
喜
撰
屑

一
喜
撰
粉

同
壱
部

同
二
匁
五
分

同
二
匁
五
分

右
之
外
丹
波
并
ニ
伊
賀

一
山
吹
屑

一
一
森
粉

諸
国
御
番
茶
品
々

同
一
匁
五
分

同
一
匁
五
分

御
進
物
壺
詰
折
詰
角
袋
平
袋
丸
袋

其
ほ
か
御
こ
の
ミ
次
第
手
き
れ
い
に
仕
立
奉
指
上
候

茶
の
子
御
賦
物
壱
袋
弐
分
五
厘
よ
り
御
の
ぞ
ミ
次
第

京

町
堀
二
丁
目

薫
香
堂

羽

子
板
橋
北
詰
角

笠
屋
藤
兵
衛

□資料10 笠屋藤兵衛引札

□資料10 笠屋藤兵衛引札（収蔵資料№436-1）
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大
坂
③

笹
屋
伊
兵
衛
（
雲
花
園
）

一
段
目
に
濃
茶
と
薄
茶
、
薄
茶
の
な
か
に
あ
る
「
広
葉
」
の
銘
に
は
、

臼
で
挽
い
て
も
い
い
が
煎
茶
飲
用
に
も
、
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含

ま
れ
る
。
今
の
価
格
に
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
約
四
〇
グ
ラ
ム
で
一
五
〇

〇
円
程
度
で
あ
る
。

二
段
目
左
の
「
濃
薄
清
撰
御
煎
茶
」
が
葉
物
、
た
だ
し
最
高
額
の

芙
蓉
峯
に
は
玉
露
の
雰
囲
気
も
あ
る
。
三
段
目
か
ら
二
段
目
右
に
か
け

て
、
宇
治
信
楽
の
煎
茶
が
並
ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
値
に
付
さ
れ
る
「
大

福
」
の
名
は
、
宇
治
田
原
産
の
高
級
品
を
意
味
す
る
も
の
で
、
濃
茶
・

薄
茶
か
ら
転
じ
た
煎
茶
に
対
し
て
、
「
上
級
煎
茶
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
冠
し
て
宣
伝
さ
れ
た
類
を
代
表
す
る
茶
銘
で
あ
る
。。

四
段
目
の
「
宇
治
之
品
別
好
」
や
中
ほ
ど
の
「
自
園
別
製
」
を
う
た

う
「
ち
と
せ
」
な
ど
は
、
ち
ょ
う
ど
手
ご
ろ
な
値
段
設
定
と
し
て
置
か

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
末
尾
に
は
「
梨
子
蒸
」
の
銘
が
あ

り
、
宇
治
田
原
の
産
を
匂
わ
せ
る
。
そ
れ
に
つ
づ
け
て
、
日
向
・
丹
波

・
熊
野
・
吉
野
・
相
楽
と
地
名
が
並
び
、
ま
た
欄
外
に
は
「
日
向
茶
大

安
売
」
の
文
字
が
お
ど
る
。
こ
れ
ら
は
産
地
名
と
い
う
よ
り
も
廉
価
な

茶
の
代
名
詞
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
雲
花
園
す
な
わ
ち
笹

屋
伊
兵
衛
が
、
宇
治
田
原
で
茶
園
経
営
を
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

同
所
の
生
産
者
が
直
接
に
、
あ
る
い
は
問
屋
に
よ
っ
て
、
当
所
に
宇
治

田
原
の
茶
を
中
心
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
っ
た
営
業
形
態
と
思
わ
れ

る
。

大
坂
④

笠
屋
藤
兵
衛
（
薫
香
堂
）

大
坂
⑤

八
木
弥
三
兵
衛
（
通
栄
軒
）

④
（
資
料

）
と
⑤
（
資
料

）
は
ま
っ
た
く
別
の
店
舗
で
、
経
営

10

11

者
の
名
義
も
、
そ
し
て
何
よ
り
も
紙
の
か
た
ち
も
デ
ザ
イ
ン
も
ま
っ
た

く
異
な
る
。
し
か
し
、
表
に
載
る
茶
銘
も
値
段
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

系
列
店
や
仕
入
れ
先
が
同
じ
と
い
う
よ
り
も
、
元
締
め
と
な
る
問
屋
が

す
べ
て
を
取
り
仕
切
っ
て
い
て
、
ほ
ぼ
委
託
販
売
の
よ
う
な
形
態
だ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
屋

号
）

宇

治

諸

国

御

茶

処

信

楽

御
薄
茶
価

宇
治

御
煎
茶
価

二
百
目
壱
斤
ニ
付

信
楽

一
別
揃

十
三
匁

別
製
宇
治
里

六
匁

一
別
儀
揃

十
五
匁

一
薄
雪

三
匁

一
華
極

十
八
匁

一
夏
木
立

四
匁

一
極
揃

二
十
匁

一
三
笠
山

四
匁
三
分

一
祝
揃

廿
六
匁

一
椎
か
本

四
匁
五
分

一
広
葉

三
十
匁

一
龍
門

五
匁

一
別
儀
昔

四
十
匁

一
並
一
森

五
匁

一
好
極
揃

卅
三
匁

一
政
所

五
匁
五
分

一
極
詰

五
十
二
匁
九
分

一
上
一
森

六
匁

一
森
昔

六
十
匁

一
綾
の
葉

六
匁
五
分

御
濃
茶
価

一
信
楽

七
匁

半
壱
袋
茶
目
十
匁
ニ
付

一
山
吹

七
匁
五
分

一
華
の
白

三
匁
五
分

一
喜
選

八
匁

一
井
の
白

四
匁

一
越
渓

八
匁

一
極
昔

四
匁
三
分

一
玉
簾

八
匁
五
分

一
白
昔

四
匁
五
分

一
雪
の
梅

九
匁

一
大
祝
白

五
匁

一
上
喜
選

十
匁

一
後
の
昔

五
匁
五
分

一
興
紅
葉

十
一
匁

一
若
森

六
匁

一
正
池
の
尾

十
二
匁

一
初
昔

七
匁

一
栂
の
尾

十
三
匁

( 27 )

一
桃
の
白

八
匁

一
華
橘

十
五
匁

濃
茶
園
御
煎
茶
価

一
霜
の
花

十
五
匁

清
撰

一
明
ぼ
の

十
五
匁

二
百
目
壱
斤
ニ
付

一
松
の
浪

十
八
匁

一
雁
金

十
五
匁

一
千
代
ノ
寿

二
十
匁

一
折
鷹

十
七
匁

肥
州
御
煎
茶

一
白
折

二
十
匁

相
良

一
友
白
髪

廿
五
匁

壱
斤
ニ
付

一
華
園

三
十
匁

一
玉
あ
ら
れ

三
匁

一
千
代
友

卅
五
匁

一
若
葉

三
匁
五
分

一
初
鷹

五
十
匁

一
白
露

四
匁

日
向

御
煎
茶

一
嬉
し
野

五
匁

熊
野

日
向
御
番
茶
価

一
松
の
尾

二
匁

二
百
五
十
目
ニ
付

一
八
重
垣

二
匁
五
分

一
松
印

八
十
文

一
薄
霞

二
匁
五
分

一
梅
印

百
文

一
華
の
井

二
匁
五
分

一
天
印

百
卅
文

一
若
ミ
と
り

三
百
文

一
吉
印

百
五
十
文

一
初
か
す
ミ

三
匁

一
や
ど
り
木

二
百
文

撰
出
し

上
粉
茶

日
向
茶
上
々

一
池
尾
屑

一
華
橘
粉

一
拾
斤
ニ
付

金
二
朱

代
三
匁

代
三
匁

一
飛
切
十
斤
ニ
付

一
喜
撰
屑

一
喜
撰
粉

同
壱
部

同
二
匁
五
分

同
二
匁
五
分

右
之
外
丹
波
并
ニ
伊
賀

一
山
吹
屑

一
一
森
粉

諸
国
御
番
茶
品
々

同
一
匁
五
分

同
一
匁
五
分

御
進
物
壺
詰
折
詰
角
袋
平
袋
丸
袋

其
ほ
か
御
こ
の
ミ
次
第
手
き
れ
い
に
仕
立
奉
指
上
候

茶
の
子
御
賦
物
壱
袋
弐
分
五
厘
よ
り
御
の
ぞ
ミ
次
第

京

町
堀
二
丁
目

薫
香
堂

羽

子
板
橋
北
詰
角

笠
屋
藤
兵
衛

□資料10 笠屋藤兵衛引札

□資料10 笠屋藤兵衛引札（収蔵資料№436-1）
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（
屋

号
）

宇

治

諸

国

御

茶

処

通

栄

軒
（
印
影
）

信

楽

御
薄
茶
価

宇
治

御
煎
茶
価

日
向

御
煎
茶

肥
州

御
煎
茶

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

信
楽

熊
野

相
良

一
別
揃

十
三
匁

極
撰
八
木
園

六
匁

一
松
の
尾

二
匁

壱
斤
ニ
付

一
別
儀
揃

十
五
匁

一
黄
菊

三
匁

一
八
重
垣

二
匁
五
分

一
玉
あ
ら
れ

三
匁

一
花
極

十
八
匁

一
信
楽

四
匁

一
薄
霞

二
匁
五
分

一
若
草

三
匁
五
分

一
極
揃

二
十
匁

一
三
笠
山

四
匁
三
分

一
花
の
井

二
匁
五
分

一
白
露

四
匁

一
祝
揃

廿
六
匁

一
川
柳

四
匁
五
分

一
若
緑

三
百
文

一
嬉
し
野

五
匁

一
広
葉

三
十
匁

一
宇
治
里

五
匁

一
は
つ
梅

三
匁

日
向
御
番
茶

一
好
極
揃

三
十
三
匁

一
並
一
森

同

二
百
五
十
目
ニ
付

一
別
儀
昔

四
十
匁

一
政
所

五
匁
五
分

御
薫
物

一
松
印

六
十
四
文

一
極
詰

五
十
二
匁
五
分

一
上
一
森

六
匁

一
両
ニ
付

一
梅
印

百
文

一
森
昔

六
十
匁

一
綾
の
葉

六
匁
五
分

一
梅
か
香

六
分
よ
り

一
天
印

百
三
十
文

御
濃
茶
価

一
朝
日

七
匁

同

一
吉
印

百
五
十
文

半
壱
袋
茶
目
拾
匁
ニ
付

一
山
吹

七
匁
五
分

一
割
白
檀

同

一
や
り
木

二
百
文

一
花
の
白

三
匁
五
分

一
喜
撰

八
匁

同

日
向
茶

上
々

一
井
の
白

四
匁

一
越
渓

八
匁

一
善
歳

壱
分
五
厘

一
十
斤
ニ
付
金
二
朱

一
極
昔

四
匁
三
分

一
玉
簾

八
匁
五
分

右
之
外
加
羅
る
い
い
ろ

く
一
飛
切
十
斤
ニ
付
ハ
一
歩

一
白
昔

四
匁
五
分

一
雪
の
梅

九
匁

茶
道
具
る
い

右
之
外
丹
波
并
ニ
伊
賀
諸
国

一
譲
葉

四
匁
五
分

一
上
喜
撰

十
匁

一
ふ
く
さ

御
番
茶
し
な

く

一
大
祝
白

五
匁

一
奥
紅
葉

十
一
匁

一
茶
き
ん

祇
園
御
香
煎

一
後
ノ
昔

五
匁
五
分

一
正
池
の
尾

十
二
匁

一
羽
ぼ
う
き

本
製

一
綾
ノ
森

六
匁

一
松
の
露

十
三
匁

一
茶
せ
ん

風
流
あ
ら
れ

一
初
昔

七
匁

一
花
橘

十
三
匁

一
茶
杓

罌
粟

一
桃
の
白

八
匁

一
霜
の
花

十
五
匁

一
ひ
し
や
く

紫
蘇
ゆ
か
り
の
色

濃
茶
園
御
煎
茶
価

一
明
ほ
の

十
五
匁

右
之
外
数
多
有
之

香
煎

清
撰

一
松
の
浪

十
八
匁

并
ニ
煎
茶
道
具

各
箱
入
筒
入
し
な

く

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

一
千
代
の
梅

二
十
匁

い
ろ

く

一
雁
金

十
五
匁

御
進
物
壺
詰
折
詰
角
袋
平
袋
丸
袋

其
外
御
の
ぞ
ミ
次
第
ニ
手

一
折
鷹

十
七
匁

ぎ
れ
い
ニ
仕
立
奉
指
上
候

一
白
折

二
十
匁

茶
の
子
御
賦
物
壱
袋
に
て
三
分
五
厘
よ
り
御
こ
の
ミ
次
第

一
友
白
髪

廿
五
匁

一
花
園

三
十
匁

大
阪
淀
屋

橋

八
木
弥
三
兵
衛

（
印
影
）

一
千
代
白
髪

三
十
五
匁

梶
木
町
南

入

一
初
鷹

五
十
匁

□資料11 八木弥三兵衛引札

□資料11 八木弥三兵衛（収蔵資料№436-29）
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大
坂
⑥

木
屋
新
助
（
通
松
軒
）

一
段
目
が
薄
茶
・
濃
茶
、
二
段
目
が
宇
治
信
楽
煎
茶
、
三
段
目
に
薄

茶
園
・
濃
茶
園
の
各
煎
茶
と
賦
り
物
の
煎
茶
、そ
し
て
最
下
段
に
は
粉
、

屑
と
い
っ
た
出
物
、
さ
ら
に
安
価
な
日
向
・
丹
波
の
番
茶
が
く
る
。
こ

の
店
の
場
合
、
や
は
り
も
っ
と
も
気
に
な
る
の
が
、
三
段
目
の
「
濃
茶

園
撰
摘
」
の
な
か
の
宇
治
田
原
産
を
印
象
づ
け
る
「
大
福
」
の
銘
で
あ
る
。

宇

治

諸

国

御

茶

所

通

松

軒

信

楽

宇
治
御
煎
茶
価

薄
茶
薗
御
煎
茶
価

宇
治
粉
茶
価

御
薄
茶
価

信
楽

精
撰

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

一
え
り
葉

弐
匁

一
初
鷹

十
五
匁

一
江
緑

二
匁

一
吟
粉

十
二
匁

一
宿
り
木

二
匁
五
分

一
折
鷹

二
十
目

一
村
雨

二
匁
五
分

一
別
揃

十
三
匁

一
川
柳

三
匁

一
鷹
の
爪

二
十
五
匁

一
松
風

三
匁

一
別
儀
揃

十
五
匁

一
宇
治
の
里

四
匁

一
白
鷹

三
十
目

一
東
雲

三
匁
五
分

一
祝
揃

十
八
匁

一
政
処

四
匁
五
分

濃
茶
園
御
煎
茶
価

宇
治
銘
茶
屑
価

一
極
揃

二
十
目

一
一
森

五
匁

撰
摘

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

一
上
極
揃

二
十
五
匁

一
山
本
山

六
匁

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

一
森
屑

弐
匁

一
桃
の
園

三
十
匁

一
上
一
森

六
匁

一
大
福

二
十
五
匁

一
山
吹
屑

二
匁
五
分

一
華
極
揃

三
十
五
匁

一
井
出
の
里

七
匁

一
白
折

三
十
目

一
喜
撰
屑

三
匁

一
上
別
儀

四
十
目

一
薄
紅
葉

七
匁

一
千
代
の
友

三
十
五
匁

日
向

番
茶
価

一
上
別
儀
昔

五
十
目

一
山
吹

八
匁

一
喜
代
葉

四
十
目

丹
波

一
小
倉
昔

六
十
目

一
喜
撰

八
匁

二
百
五
十
目

一
極
昔

八
十
目

一
朝
日

八
匁

一
壱
斤
ニ
付
八
十
文

一
池
の
尾

十
匁

御
賦
り
物
御
煎
茶

一
同

百
文

御
濃
茶
価

一
上
喜
撰

十
匁

袋
詰
物

一
同

百
卅
文

半
壱
袋

一
し
ら
梅

十
壱
匁

弐
百
五
十
目
一
斤
ニ
付

一
同

百
五
十
文

茶
目
十
匁
ニ
付

一
松
の
浪

十
二
匁

一
鹿
谷

弐
匁

一
同

弐
百
文

一
華
橘

十
三
匁

一
青
柳

弐
匁

但
シ
日
向
十
斤
ニ
付
八
匁

一
大
昔

三
匁
五
分

一
呉
竹

十
三
匁

一
滝
の
音

二
匁
五
分

同
十
斤
ニ
付
十
六
匁
五
分

一
祝
の
白

四
匁

一
こ
の
華

十
四
匁

一
初
緑

二
匁
五
分

丹
波
六
貫
目
入
其
外

一
井
の
白

四
匁
五
分

一
霜
の
華

十
五
匁

一
信
楽

三
匁

諸
国
番
茶
品
々

一
祝
の
初
昔

五
匁

一
雁
金

十
八
匁

一
喜
多
山

三
匁

御
座
候
、
已
上

一
譲
り
葉

五
匁
五
分

一
末
広

二
十
目

一
友
鶴

四
匁

一
宇
文
字
昔

六
匁

家
製

一
松
の
友

四
匁

一
桜
昔

六
匁
五
分

一
松
の
薗

六
文
目

一
後
昔

七
匁

御
進
物
壺
詰
折
詰
角
袋
平
袋
丸
袋

其
外
風
流
御
望
ニ
ま
か
せ

一
初
昔

八
匁

奇
麗
に
仕
立
奉
指
上
候

一
蓬
来
昔

九
匁

茶
の
子
御
賦
り
物
壱
袋
ニ
付
三
分
五
厘
よ
り
御
好
次
第
仕
候

（
屋

号
）

大

阪

平

野

町

筋

木

屋

新

助

（
印

影
）

京

町

橋

東

エ

入

□資料12 木屋新助引札

□資料12 木屋新助引札（収蔵資料№436-31）
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( 28 )

（
屋

号
）

宇

治

諸

国

御

茶

処

通

栄

軒
（
印
影
）

信

楽

御
薄
茶
価

宇
治

御
煎
茶
価

日
向

御
煎
茶

肥
州

御
煎
茶

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

信
楽

熊
野

相
良

一
別
揃

十
三
匁

極
撰
八
木
園

六
匁

一
松
の
尾

二
匁

壱
斤
ニ
付

一
別
儀
揃

十
五
匁

一
黄
菊

三
匁

一
八
重
垣

二
匁
五
分

一
玉
あ
ら
れ

三
匁

一
花
極

十
八
匁

一
信
楽

四
匁

一
薄
霞

二
匁
五
分

一
若
草

三
匁
五
分

一
極
揃

二
十
匁

一
三
笠
山

四
匁
三
分

一
花
の
井

二
匁
五
分

一
白
露

四
匁

一
祝
揃

廿
六
匁

一
川
柳

四
匁
五
分

一
若
緑

三
百
文

一
嬉
し
野

五
匁

一
広
葉

三
十
匁

一
宇
治
里

五
匁

一
は
つ
梅

三
匁

日
向
御
番
茶

一
好
極
揃

三
十
三
匁

一
並
一
森

同

二
百
五
十
目
ニ
付

一
別
儀
昔

四
十
匁

一
政
所

五
匁
五
分

御
薫
物

一
松
印

六
十
四
文

一
極
詰

五
十
二
匁
五
分

一
上
一
森

六
匁

一
両
ニ
付

一
梅
印

百
文

一
森
昔

六
十
匁

一
綾
の
葉

六
匁
五
分

一
梅
か
香

六
分
よ
り

一
天
印

百
三
十
文

御
濃
茶
価

一
朝
日

七
匁

同

一
吉
印

百
五
十
文

半
壱
袋
茶
目
拾
匁
ニ
付

一
山
吹

七
匁
五
分

一
割
白
檀

同

一
や
り
木

二
百
文

一
花
の
白

三
匁
五
分

一
喜
撰

八
匁

同

日
向
茶

上
々

一
井
の
白

四
匁

一
越
渓

八
匁

一
善
歳

壱
分
五
厘

一
十
斤
ニ
付
金
二
朱

一
極
昔

四
匁
三
分

一
玉
簾

八
匁
五
分

右
之
外
加
羅
る
い
い
ろ

く
一
飛
切
十
斤
ニ
付
ハ
一
歩

一
白
昔

四
匁
五
分

一
雪
の
梅

九
匁

茶
道
具
る
い

右
之
外
丹
波
并
ニ
伊
賀
諸
国

一
譲
葉

四
匁
五
分

一
上
喜
撰

十
匁

一
ふ
く
さ

御
番
茶
し
な

く

一
大
祝
白

五
匁

一
奥
紅
葉

十
一
匁

一
茶
き
ん

祇
園
御
香
煎

一
後
ノ
昔

五
匁
五
分

一
正
池
の
尾

十
二
匁

一
羽
ぼ
う
き

本
製

一
綾
ノ
森

六
匁

一
松
の
露

十
三
匁

一
茶
せ
ん

風
流
あ
ら
れ

一
初
昔

七
匁

一
花
橘

十
三
匁

一
茶
杓

罌
粟

一
桃
の
白

八
匁

一
霜
の
花

十
五
匁

一
ひ
し
や
く

紫
蘇
ゆ
か
り
の
色

濃
茶
園
御
煎
茶
価

一
明
ほ
の

十
五
匁

右
之
外
数
多
有
之

香
煎

清
撰

一
松
の
浪

十
八
匁

并
ニ
煎
茶
道
具

各
箱
入
筒
入
し
な

く

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

一
千
代
の
梅

二
十
匁

い
ろ

く

一
雁
金

十
五
匁

御
進
物
壺
詰
折
詰
角
袋
平
袋
丸
袋

其
外
御
の
ぞ
ミ
次
第
ニ
手

一
折
鷹

十
七
匁

ぎ
れ
い
ニ
仕
立
奉
指
上
候

一
白
折

二
十
匁

茶
の
子
御
賦
物
壱
袋
に
て
三
分
五
厘
よ
り
御
こ
の
ミ
次
第

一
友
白
髪

廿
五
匁

一
花
園

三
十
匁

大
阪
淀
屋

橋

八
木
弥
三
兵
衛

（
印
影
）

一
千
代
白
髪

三
十
五
匁

梶
木
町
南

入

一
初
鷹

五
十
匁

□資料11 八木弥三兵衛引札

□資料11 八木弥三兵衛（収蔵資料№436-29）

( 29 )

大
坂
⑥

木
屋
新
助
（
通
松
軒
）

一
段
目
が
薄
茶
・
濃
茶
、
二
段
目
が
宇
治
信
楽
煎
茶
、
三
段
目
に
薄

茶
園
・
濃
茶
園
の
各
煎
茶
と
賦
り
物
の
煎
茶
、そ
し
て
最
下
段
に
は
粉
、

屑
と
い
っ
た
出
物
、
さ
ら
に
安
価
な
日
向
・
丹
波
の
番
茶
が
く
る
。
こ

の
店
の
場
合
、
や
は
り
も
っ
と
も
気
に
な
る
の
が
、
三
段
目
の
「
濃
茶

園
撰
摘
」
の
な
か
の
宇
治
田
原
産
を
印
象
づ
け
る
「
大
福
」
の
銘
で
あ
る
。

宇

治

諸

国

御

茶

所

通

松

軒

信

楽

宇
治
御
煎
茶
価

薄
茶
薗
御
煎
茶
価

宇
治
粉
茶
価

御
薄
茶
価

信
楽

精
撰

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

一
え
り
葉

弐
匁

一
初
鷹

十
五
匁

一
江
緑

二
匁

一
吟
粉

十
二
匁

一
宿
り
木

二
匁
五
分

一
折
鷹

二
十
目

一
村
雨

二
匁
五
分

一
別
揃

十
三
匁

一
川
柳

三
匁

一
鷹
の
爪

二
十
五
匁

一
松
風

三
匁

一
別
儀
揃

十
五
匁

一
宇
治
の
里

四
匁

一
白
鷹

三
十
目

一
東
雲

三
匁
五
分

一
祝
揃

十
八
匁

一
政
処

四
匁
五
分

濃
茶
園
御
煎
茶
価

宇
治
銘
茶
屑
価

一
極
揃

二
十
目

一
一
森

五
匁

撰
摘

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

一
上
極
揃

二
十
五
匁

一
山
本
山

六
匁

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

一
森
屑

弐
匁

一
桃
の
園

三
十
匁

一
上
一
森

六
匁

一
大
福

二
十
五
匁

一
山
吹
屑

二
匁
五
分

一
華
極
揃

三
十
五
匁

一
井
出
の
里

七
匁

一
白
折

三
十
目

一
喜
撰
屑

三
匁

一
上
別
儀

四
十
目

一
薄
紅
葉

七
匁

一
千
代
の
友

三
十
五
匁

日
向

番
茶
価

一
上
別
儀
昔

五
十
目

一
山
吹

八
匁

一
喜
代
葉

四
十
目

丹
波

一
小
倉
昔

六
十
目

一
喜
撰

八
匁

二
百
五
十
目

一
極
昔

八
十
目

一
朝
日

八
匁

一
壱
斤
ニ
付
八
十
文

一
池
の
尾

十
匁

御
賦
り
物
御
煎
茶

一
同

百
文

御
濃
茶
価

一
上
喜
撰

十
匁

袋
詰
物

一
同

百
卅
文

半
壱
袋

一
し
ら
梅

十
壱
匁

弐
百
五
十
目
一
斤
ニ
付

一
同

百
五
十
文

茶
目
十
匁
ニ
付

一
松
の
浪

十
二
匁

一
鹿
谷

弐
匁

一
同

弐
百
文

一
華
橘

十
三
匁

一
青
柳

弐
匁

但
シ
日
向
十
斤
ニ
付
八
匁

一
大
昔

三
匁
五
分

一
呉
竹

十
三
匁

一
滝
の
音

二
匁
五
分

同
十
斤
ニ
付
十
六
匁
五
分

一
祝
の
白

四
匁

一
こ
の
華

十
四
匁

一
初
緑

二
匁
五
分

丹
波
六
貫
目
入
其
外

一
井
の
白

四
匁
五
分

一
霜
の
華

十
五
匁

一
信
楽

三
匁

諸
国
番
茶
品
々

一
祝
の
初
昔

五
匁

一
雁
金

十
八
匁

一
喜
多
山

三
匁

御
座
候
、
已
上

一
譲
り
葉

五
匁
五
分

一
末
広

二
十
目

一
友
鶴

四
匁

一
宇
文
字
昔

六
匁

家
製

一
松
の
友

四
匁

一
桜
昔

六
匁
五
分

一
松
の
薗

六
文
目

一
後
昔

七
匁

御
進
物
壺
詰
折
詰
角
袋
平
袋
丸
袋

其
外
風
流
御
望
ニ
ま
か
せ

一
初
昔

八
匁

奇
麗
に
仕
立
奉
指
上
候

一
蓬
来
昔

九
匁

茶
の
子
御
賦
り
物
壱
袋
ニ
付
三
分
五
厘
よ
り
御
好
次
第
仕
候

（
屋

号
）

大

阪

平

野

町

筋

木

屋

新

助

（
印

影
）

京

町

橋

東

エ

入

□資料12 木屋新助引札

□資料12 木屋新助引札（収蔵資料№436-31）
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( 30 )

大
坂
⑦

俵
谷
金
兵
衛

タ
イ
ト
ル
は
「
御
銘
茶
製
所
」
と
す
る
が
、
こ
の
俵
谷
の
店
舗
で

ど
れ
だ
け
の
加
工
が
施
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
末
尾
に
仰
々
し

い
名
が
並
ぶ
。
上
に
幕
府
御
用
茶
師
二
名
、
そ
の
下
に
は
「
御
用
御
茶

師
本
家
香
雪
園
永
谷
」
と
「
永
」
と
読
め
る
印
、
そ
し
て
「
売
弘
店
福

寿
園
辻
氏
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
も
ま
た
辻
の
印
が
添
え
ら
れ
る
。
宇
治

茶
師
の
取
次
も
し
、
ま
た
宇
治
田
原
の
永
谷
傘
下
で
営
業
し
て
い
る
の

が
、
福
寿
園
辻
氏
と
い
う
茶
問
屋
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
こ

の
俵
谷
は
、
辻
氏
の
出
先
機
関
と
い
っ
た
趣
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

上
段
は
例
に
よ
っ
て
濃
茶
と
薄
茶
、
中
段
に
濃
茶
薄
茶
清
撰
御
煎
茶
、

そ
し
て
宇
治
信
楽
御
煎
茶
、
下
段
は
そ
の
第
二
グ
ル
ー
プ
と
も
い
う
べ

き
や
や
値
を
下
げ
た
煎
茶
の
ま
と
ま
り
が
つ
づ
き
、
中
ほ
ど
の
諸
国
御

番
茶
は
例
に
よ
っ
て
一
斤
を
二
百
五
十
目
と
す
る
普
及
品
、最
後
は
「
江

州
志
賀
名
茶
」
で
し
め
る
が
、
こ
れ
が
意
外
に
高
価
な
こ
と
に
気
が
付

く
。嘉

永
七
年
と
い
う
と
、
も
う
す
で
に
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
の
だ
が
、

「
玉
露
」
の
文
字
も
、
そ
れ
に
類
す
る
区
画
も
な
い
。
濃
茶
薄
茶
清
撰

御
煎
茶
の
上
位
は
そ
の
類
か
も
し
れ
な
い
。
宇
治
田
原
一
押
し
の
「
大

福
」
に
は
、
ご
丁
寧
に
「
湯
谷
撰
摘
」
の
肩
書
が
つ
く
。
湯
谷
と
は
も

ち
ろ
ん
永
谷
宗
円
を
輩
出
し
た
湯
屋
谷
の
こ
と
。
そ
し
て
「
江
州
志
賀

名
茶
」
の
な
か
に
も
随
分
と
高
価
な
も
の
も
あ
り
、
高
級
煎
茶
の
生
産

が
近
江
に
ま
で
広
が
り
、
そ
れ
を
宇
治
田
原
の
問
屋
が
集
荷
し
て
扱
っ

て
い
た
と
い
う
印
象
を
い
だ
か
せ
て
く
れ
る
。

□資料13 俵谷金兵衛引札（収蔵資料№436-3）
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宇
治

浪
花
江
戸
堀
二
丁
目

（
屋
号
）
信
楽

御

銘

茶

製

所

俵

谷

金

兵

衛
（
印
）

諸
国

犬
斎
橋
北
詰
西
江
入

御
濃
茶

濃
茶
清
撰
御
煎
茶

軒
端
揃

十
五
匁

半
壱
袋
目
方
十
匁
ニ
付

薄
茶

若
葉

十
二
匁

雁
音

七
匁
よ
り

栂
の
尾

九
匁

初
昔

金
百
疋
ヨ
リ

十
二
匁
迄

宇
治
の
里

七
匁

六
匁
四
分
迄

折
鷹

十
八
匁

山
本
山

六
匁

山
薗
昔

九
匁

舞
鶴

二
十
匁

白
梅

五
匁
八
分

御
召
残

八
匁

鷹
の
爪

廿
五
匁

八
重
桜

五
匁
五
分

綾
の
森

七
匁

友
白
髪

三
十
目

政
所

四
匁

後
昔

六
匁

真
白
折

三
十
五
匁

川
柳

三
匁

綾
葉
白

五
匁
五
分

慶
賀

四
十
目

影
山

二
匁
七
分

今
昔

五
匁

清
風

四
十
五
匁

宿
り
木

二
匁
五
分

祝
の
白

四
匁
五
分

錦
龍

五
十
目

飛
出
し

弐
匁

諭
鶴
葉
白

四
匁

永
文
字

六
十
目

諸
御
番
茶

二
百
五
十
目

大
祝
井

三
匁

香
雪

七
十
目

国

一
斤
ニ
付

宇
治
御
煎
茶

朝
霧

百
文

御
薄
茶

信
楽

宮
城

百
五
十
文

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

湯
谷
撰
摘

竹
山

弐
百
文

大
福

六
十
目

喜
多
山

弐
匁
五
分

上
吟

八
匁
ヨ
リ

雪
風

五
十
目

松
の
月

三
匁

十
二
匁
迄

玉
露

四
十
目

嬉
し
野

四
匁

別
揃

十
五
匁

千
代
鶴

三
十
目

其
外
品
多
し

極
揃

二
十
目

黄
金

二
十
目

極
粉

二
十
四
匁

雲
花

十
八
匁

一
日
向
茶

俵
売

上
極
揃

弐
十
五
匁

南
山
寿

十
六
匁

一
丹
波
茶

卸
売

別
儀

三
十
目

松
風

十
四
匁

一
諸
国
名
葉

別
儀
昔

四
十
目

池
の
尾

十
二
匁

并
ニ
御
茶
道
具
品
々

極
詰

四
十
三
匁

雲
の
花

十
二
匁

御
薫
物
梅
か
香

庵
の
里

三
十
五
匁

花
橘

十
匁

御
香
煎

辻
薗
昔

五
十
目

正
喜
撰

十
匁

江
州
志
賀
名
茶

永
昔

六
十
目

若
緑

八
匁

湖
心

五
十
目

上
喜
撰

八
匁

百
喜

三
十
目

永
谷
山

七
匁

御
登

二
十
五
匁

山
吹

六
匁
四
分

霞
の
代

十
六
匁

一
森

五
匁

鳰
の
月

十
三
匁

辻
の
園

六
匁

右
此
度
相
改
葉
向
不
抱
味
香
気
専
一
直
段
格
別
下
直
ニ
奉
指
上
候

御
献
上
御
進
物
壺
詰
折
詰
丸
袋
角
袋
平
袋
等
御
好
応
入
念
早
速
奉
差
上
候

御
用
茶
師

上
林
春
松

日
本
祖
初
上
煎
茶
元
祖
宇
治
田
原
湯
谷

竹
田
紹
清

御
用
御
茶
師
本
家
香
雪
園
永
谷
（
印
影
）

其
外
御
茶
師
方
取
次

売
弘
店

福
寿
園
辻
氏

（
印
影
）

嘉
永
七
亥
夏
改

□資料13 俵谷金兵衛引札

大
坂
⑧

高
田
弥
十
郎
（
芳
雲
園
）

⑦
の
俵
谷
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
示
す
の
が
、
心
斎
橋
北
詰
の
芳
雲

園
で
あ
る
。
一
段
目
の
薄
茶
の
最
高
額
が
突
出
し
て
い
て
、
そ
れ
に
「
自

園
極
品
別
好
」
「
江
州
名
園
精
撰
」
と
つ
づ
く
。
濃
茶
園
・
薄
茶
園
を

冠
し
た
煎
茶
の
欄
が
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
二
段
目
奥
の
宇
治
信
楽

煎
茶
の
高
額
な
も
の
の
な
か
に
葉
物
や
折
の
定
番
茶
銘
が
あ
る
。

俵
谷
ほ
ど
値
段
は
高
く
は
な
い
の
で
、
や
や
時
期
が
さ
か
の
ぼ
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
も
や
は
り
「
大
福
」
の
銘
が
あ
り
、
宇
治

田
原
あ
る
い
は
そ
の
系
統
の
問
屋
が
背
後
に
控
え
て
い
る
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。

□資料14部分 二段目奥、高額な煎茶のなかに葉物等の茶

銘がみえる
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( 30 )

大
坂
⑦

俵
谷
金
兵
衛

タ
イ
ト
ル
は
「
御
銘
茶
製
所
」
と
す
る
が
、
こ
の
俵
谷
の
店
舗
で

ど
れ
だ
け
の
加
工
が
施
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
末
尾
に
仰
々
し

い
名
が
並
ぶ
。
上
に
幕
府
御
用
茶
師
二
名
、
そ
の
下
に
は
「
御
用
御
茶

師
本
家
香
雪
園
永
谷
」
と
「
永
」
と
読
め
る
印
、
そ
し
て
「
売
弘
店
福

寿
園
辻
氏
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
も
ま
た
辻
の
印
が
添
え
ら
れ
る
。
宇
治

茶
師
の
取
次
も
し
、
ま
た
宇
治
田
原
の
永
谷
傘
下
で
営
業
し
て
い
る
の

が
、
福
寿
園
辻
氏
と
い
う
茶
問
屋
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
こ

の
俵
谷
は
、
辻
氏
の
出
先
機
関
と
い
っ
た
趣
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

上
段
は
例
に
よ
っ
て
濃
茶
と
薄
茶
、
中
段
に
濃
茶
薄
茶
清
撰
御
煎
茶
、

そ
し
て
宇
治
信
楽
御
煎
茶
、
下
段
は
そ
の
第
二
グ
ル
ー
プ
と
も
い
う
べ

き
や
や
値
を
下
げ
た
煎
茶
の
ま
と
ま
り
が
つ
づ
き
、
中
ほ
ど
の
諸
国
御

番
茶
は
例
に
よ
っ
て
一
斤
を
二
百
五
十
目
と
す
る
普
及
品
、最
後
は
「
江

州
志
賀
名
茶
」
で
し
め
る
が
、
こ
れ
が
意
外
に
高
価
な
こ
と
に
気
が
付

く
。嘉

永
七
年
と
い
う
と
、
も
う
す
で
に
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
の
だ
が
、

「
玉
露
」
の
文
字
も
、
そ
れ
に
類
す
る
区
画
も
な
い
。
濃
茶
薄
茶
清
撰

御
煎
茶
の
上
位
は
そ
の
類
か
も
し
れ
な
い
。
宇
治
田
原
一
押
し
の
「
大

福
」
に
は
、
ご
丁
寧
に
「
湯
谷
撰
摘
」
の
肩
書
が
つ
く
。
湯
谷
と
は
も

ち
ろ
ん
永
谷
宗
円
を
輩
出
し
た
湯
屋
谷
の
こ
と
。
そ
し
て
「
江
州
志
賀

名
茶
」
の
な
か
に
も
随
分
と
高
価
な
も
の
も
あ
り
、
高
級
煎
茶
の
生
産

が
近
江
に
ま
で
広
が
り
、
そ
れ
を
宇
治
田
原
の
問
屋
が
集
荷
し
て
扱
っ

て
い
た
と
い
う
印
象
を
い
だ
か
せ
て
く
れ
る
。

□資料13 俵谷金兵衛引札（収蔵資料№436-3）
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宇
治

浪
花
江
戸
堀
二
丁
目

（
屋
号
）
信
楽

御

銘

茶

製

所

俵

谷

金

兵

衛
（
印
）

諸
国

犬
斎
橋
北
詰
西
江
入

御
濃
茶

濃
茶
清
撰
御
煎
茶

軒
端
揃

十
五
匁

半
壱
袋
目
方
十
匁
ニ
付

薄
茶

若
葉

十
二
匁

雁
音

七
匁
よ
り

栂
の
尾

九
匁

初
昔

金
百
疋
ヨ
リ

十
二
匁
迄

宇
治
の
里

七
匁

六
匁
四
分
迄

折
鷹

十
八
匁

山
本
山

六
匁

山
薗
昔

九
匁

舞
鶴

二
十
匁

白
梅

五
匁
八
分

御
召
残

八
匁

鷹
の
爪

廿
五
匁

八
重
桜

五
匁
五
分

綾
の
森

七
匁

友
白
髪

三
十
目

政
所

四
匁

後
昔

六
匁

真
白
折

三
十
五
匁

川
柳

三
匁

綾
葉
白

五
匁
五
分

慶
賀

四
十
目

影
山

二
匁
七
分

今
昔

五
匁

清
風

四
十
五
匁

宿
り
木

二
匁
五
分

祝
の
白

四
匁
五
分

錦
龍

五
十
目

飛
出
し

弐
匁

諭
鶴
葉
白

四
匁

永
文
字

六
十
目

諸
御
番
茶

二
百
五
十
目

大
祝
井

三
匁

香
雪

七
十
目

国

一
斤
ニ
付

宇
治
御
煎
茶

朝
霧

百
文

御
薄
茶

信
楽

宮
城

百
五
十
文

弐
百
目
壱
斤
ニ
付

湯
谷
撰
摘

竹
山

弐
百
文

大
福

六
十
目

喜
多
山

弐
匁
五
分

上
吟

八
匁
ヨ
リ

雪
風

五
十
目

松
の
月

三
匁

十
二
匁
迄

玉
露

四
十
目

嬉
し
野

四
匁

別
揃

十
五
匁

千
代
鶴

三
十
目

其
外
品
多
し

極
揃

二
十
目

黄
金

二
十
目

極
粉

二
十
四
匁

雲
花

十
八
匁

一
日
向
茶

俵
売

上
極
揃

弐
十
五
匁

南
山
寿

十
六
匁

一
丹
波
茶

卸
売

別
儀

三
十
目

松
風

十
四
匁

一
諸
国
名
葉

別
儀
昔

四
十
目

池
の
尾

十
二
匁

并
ニ
御
茶
道
具
品
々

極
詰

四
十
三
匁

雲
の
花

十
二
匁

御
薫
物
梅
か
香

庵
の
里

三
十
五
匁

花
橘

十
匁

御
香
煎

辻
薗
昔

五
十
目

正
喜
撰

十
匁

江
州
志
賀
名
茶

永
昔

六
十
目

若
緑

八
匁

湖
心

五
十
目

上
喜
撰

八
匁

百
喜

三
十
目

永
谷
山

七
匁

御
登

二
十
五
匁

山
吹

六
匁
四
分

霞
の
代

十
六
匁

一
森

五
匁

鳰
の
月

十
三
匁

辻
の
園

六
匁

右
此
度
相
改
葉
向
不
抱
味
香
気
専
一
直
段
格
別
下
直
ニ
奉
指
上
候

御
献
上
御
進
物
壺
詰
折
詰
丸
袋
角
袋
平
袋
等
御
好
応
入
念
早
速
奉
差
上
候

御
用
茶
師

上
林
春
松

日
本
祖
初
上
煎
茶
元
祖
宇
治
田
原
湯
谷

竹
田
紹
清

御
用
御
茶
師
本
家
香
雪
園
永
谷
（
印
影
）

其
外
御
茶
師
方
取
次

売
弘
店

福
寿
園
辻
氏

（
印
影
）

嘉
永
七
亥
夏
改

□資料13 俵谷金兵衛引札

大
坂
⑧

高
田
弥
十
郎
（
芳
雲
園
）

⑦
の
俵
谷
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
示
す
の
が
、
心
斎
橋
北
詰
の
芳
雲

園
で
あ
る
。
一
段
目
の
薄
茶
の
最
高
額
が
突
出
し
て
い
て
、
そ
れ
に
「
自

園
極
品
別
好
」
「
江
州
名
園
精
撰
」
と
つ
づ
く
。
濃
茶
園
・
薄
茶
園
を

冠
し
た
煎
茶
の
欄
が
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
二
段
目
奥
の
宇
治
信
楽

煎
茶
の
高
額
な
も
の
の
な
か
に
葉
物
や
折
の
定
番
茶
銘
が
あ
る
。

俵
谷
ほ
ど
値
段
は
高
く
は
な
い
の
で
、
や
や
時
期
が
さ
か
の
ぼ
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
も
や
は
り
「
大
福
」
の
銘
が
あ
り
、
宇
治

田
原
あ
る
い
は
そ
の
系
統
の
問
屋
が
背
後
に
控
え
て
い
る
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。

□資料14部分 二段目奥、高額な煎茶のなかに葉物等の茶
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( 32 )

宇

治

（
屋

号
）

信

楽

御

茶

所

芳

雲

園

（
印
影
）

諸

国

御
濃
茶
価

半
一
袋

宇
治
御
煎
茶

一
冬
の
梅

八
匁

宇
治
信
楽

但
し
掛
目
拾
匁
ニ
付

信
楽

一
寿

同

一
斤
ニ
付

一
巽
園
昔

九
匁

二
百
目
壱
斤
ニ
付

一
薄
紅
葉

七
匁

一
上
粉

一
匁
五
分

一
初
昔

六
匁
五
分

一
相
生

七
匁

一
千
代
の
友

七
匁
五
分

一
山
吹
粉

二
匁

一
綾
の
森

七
匁

一
山
吹

八
匁

一
八
重
霞

七
匁

一
喜
撰
粉

三
匁

一
後
昔

六
匁

一
喜
撰
山

同

一
山
富
貴

同

桐
箱
詰

一
今
昔

五
匁
五
分

一
若
緑

八
匁
五
分

一
友
千
鳥

六
匁

一
三
品
入

一
匁
三
分
ヨ
リ

一
大
祝
井

四
匁
三
分

一
初
緑

九
匁

一
白
梅

同

一
中
次
箱
入

一
匁
五
分
ヨ
リ

一
祝
の
白

三
匁
六
分

一
青
葉

十
匁

一
朝
日

同

一
六
歌
仙

八
匁

御
薄
茶
価

一
喜
撰

同

一
白
菊

五
匁
五
分

一
桑
箱
入

品
々

掛
目
二
百
目
壱
斤
ニ
付

一
栂
ノ
尾

十
一
匁

一
一
森

五
匁

信
楽
焼
茶
壺

一
園
昔

百
卅
目

一
花
橘

十
二
匁

一
森
下

四
匁

一
壱
斤
入

一
匁
八
分

一
極
詰

六
十
目

正
池
ノ
尾

一
宿
木

三
匁

一
半
斤
入

一
匁
二
分

一
別
儀

四
十
目

一
喜
撰

同

一
撰
葉

二
匁
五
分

一
小
半
斤
入

一
匁

一
広
葉

三
十
目

一
霜
ノ
花

十
四
匁

一
日
の
出

二
匁
二
分

御
茶
之
子
物
上
茶

一
上
極
揃

廿
五
匁

一
若
葉

十
五
匁

諸
国
名
葉

一
斤

袋
入
三
分
ヨ
リ
仕
候

一
極
揃

廿
目

一
雁
音

十
六
匁

二
百
五
十
目

御
進
物
壺

詰
折
詰

一
別
儀
揃

十
六
匁

一
折
鷹

十
八
匁

一
喜
代
葉

三
匁
六
分

袋
詰
其
外

御
望
次

一
薄
吟

十
三
匁

一
舞
鶴

二
十
匁

一
喜
多
山

三
匁

第
入
念

奉
差
上
候

自
園
極
品
別
好

一
綾
ノ
葉

同

一
松
の
緑

二
匁
五
分

以
上

一
若
草

金
壱
朱

一
万
代

廿
四
匁

一
薄
緑

二
匁
二
分

御
煎
茶

小
道
具
品
々

一
高
雄

銀
六
匁

一
鷹
ノ
爪

廿
五
匁

一
青
柳

二
匁

一
田
加
良
山

金
弐
朱

一
白
折

廿
八
匁

一
浪
の
花

金
壱
歩

一
真
白
折

三
十
匁

口

上

一
松
風

金
壱
歩

一
友
白
髪

卅
五
匁

一
茶
園
之
義
者
土
地
よ
ろ
し
き
場
所
相
え
ら
ミ

江
州
名
園
精
撰

一
大
福

四
十
三
匁

御
茶
製
法
別
而
入
念
香
気
風
味
宜
し
き
様

一
明
保
の

十
八
匁

一
富
家
詠

五
十
匁

第
一
吟
味
仕
差
上
申
候
間
、
何
卒
相
か
は
ら
ず

一
湖
月

十
三
匁

御
用
仰
付
被
下
候
様
偏
ニ
奉
希
上
候
、
以
上

一
信
楽

六
匁

一
政
所

四
匁

大

坂

心

斎

橋

北

詰

角

高

田

弥

十

郎

日

向

番

茶

品

々

大

安

売

壱

斤

ニ

付

百

文

百

三

十

文

百

四

十

八

文

二

百

文
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大
坂
⑨
川
崎
喜
兵
衛
（
佳
茗
林
）

こ
う
し
た
川
崎
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ
イ
ル
が
本
来
の
か
た
ち

と
い
う
か
、
後
半
で
み
る
宇
治
・
京
都
型
に
近
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
濃

茶
・
薄
茶
以
外
が
「
煎
茶
」
で
あ
っ
て
、
「
御
濃
茶
」
「
御
薄
茶
」
を
そ

れ
ぞ
れ
「
品
々
」
と
す
る
そ
の
直
前
、
「
雁
金
」
「
鷹
の
爪
」
「
折
鷹
」

「
白
折
」
が
高
級
煎
茶
で
あ
る
。
売
る
側
も
買
う
側
も
、
店
内
で
説
明

を
し
て
、
ま
た
聞
い
て
了
解
で
き
た
状
況
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

茶
の
小
売
り
は
対
面
販
売
で
、
こ
こ
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ

れ
一
斤
の
単
価
が
表
示
さ
れ
る
が
、
「
壱
斤
半
斤
小
半
斤
六
ツ
割
」
と

購
入
す
る
側
が
そ
の
分
量
を
指
定
で
き
た
よ
う
だ
。

諸
国

御

茶

所

一
朝

日

五
匁

名
物

一
森

撰

（
五
匁

一
信

楽

壱
斤
ニ
付
代
（
五
匁

八
匁

六
匁

一
青

葉

拾
弐
匁

一
一

森

（
五
匁

一
雁

金

拾
五
匁

六
匁

一
鷹
の
爪

弐
拾
匁

一
政

所

（
四
匁

一
折

鷹

弐
拾
匁

五
匁

一
白

折

廿
五
匁
よ
り

一
青

山

六
匁

一
御
濃
茶

品
々

一
綾
の
紫

六
匁

一
御
薄
茶

品
々

一
翁

山

六
匁

一
御
挽
茶

一
朝
日
山

六
匁

一
撰

葉

四
匁

一
山
富
貴

八
匁

一
極
上
々
粉
茶

三
匁

一
和
田
原

拾
匁

右
壱
斤
半
斤
小
半
斤
六
ツ
割
ニ
仕
御
献
上

一
越

渓

八
匁

御
進
物
御
く
は
り
も
の
等
壺
詰
箱
入

一
冬

梅

拾
匁

袋
詰
何
様
に
て
も
御
好
次
第
念
を
入
指
上

一
薄
紅
葉

拾
弐
匁

可
申
候
、
御
用
被
仰
付
可
被
下
候
、
已
上

一
花

摘

拾
弐
匁

外
ニ

一
仙
人
掌

拾
五
匁

播
州

一
初

緑

拾
匁

一
若
緑

三
匁

一
高

雄

拾
五
匁

現
銀
か
け
直
な
し

一
未

明

拾
五
匁

一
龍

団

拾
八
匁

大
阪
高
麗
橋
三
丁
目

一
金

芽

拾
八
匁

佳

茗

林

川

崎

喜

兵

衛

（
下
段
へ
続
く
）

□資料15 川崎喜兵衛引札
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宇

治

（
屋

号
）

信

楽

御

茶

所

芳

雲

園

（
印
影
）

諸

国

御
濃
茶
価

半
一
袋

宇
治
御
煎
茶

一
冬
の
梅

八
匁

宇
治
信
楽

但
し
掛
目
拾
匁
ニ
付

信
楽

一
寿

同

一
斤
ニ
付

一
巽
園
昔

九
匁

二
百
目
壱
斤
ニ
付

一
薄
紅
葉

七
匁

一
上
粉

一
匁
五
分

一
初
昔

六
匁
五
分

一
相
生

七
匁

一
千
代
の
友

七
匁
五
分

一
山
吹
粉

二
匁

一
綾
の
森

七
匁

一
山
吹

八
匁

一
八
重
霞

七
匁

一
喜
撰
粉

三
匁

一
後
昔

六
匁

一
喜
撰
山

同

一
山
富
貴

同

桐
箱
詰

一
今
昔

五
匁
五
分

一
若
緑

八
匁
五
分

一
友
千
鳥

六
匁

一
三
品
入

一
匁
三
分
ヨ
リ

一
大
祝
井

四
匁
三
分

一
初
緑

九
匁

一
白
梅

同

一
中
次
箱
入

一
匁
五
分
ヨ
リ

一
祝
の
白

三
匁
六
分

一
青
葉

十
匁

一
朝
日

同

一
六
歌
仙

八
匁

御
薄
茶
価

一
喜
撰

同

一
白
菊

五
匁
五
分

一
桑
箱
入

品
々

掛
目
二
百
目
壱
斤
ニ
付

一
栂
ノ
尾

十
一
匁

一
一
森

五
匁

信
楽
焼
茶
壺

一
園
昔

百
卅
目

一
花
橘

十
二
匁

一
森
下

四
匁

一
壱
斤
入

一
匁
八
分

一
極
詰

六
十
目

正
池
ノ
尾

一
宿
木

三
匁

一
半
斤
入

一
匁
二
分

一
別
儀

四
十
目

一
喜
撰

同

一
撰
葉

二
匁
五
分

一
小
半
斤
入

一
匁

一
広
葉

三
十
目

一
霜
ノ
花

十
四
匁

一
日
の
出

二
匁
二
分

御
茶
之
子
物
上
茶

一
上
極
揃

廿
五
匁

一
若
葉

十
五
匁

諸
国
名
葉

一
斤

袋
入
三
分
ヨ
リ
仕
候

一
極
揃

廿
目

一
雁
音

十
六
匁

二
百
五
十
目

御
進
物
壺

詰
折
詰

一
別
儀
揃

十
六
匁

一
折
鷹

十
八
匁

一
喜
代
葉

三
匁
六
分

袋
詰
其
外

御
望
次

一
薄
吟

十
三
匁

一
舞
鶴

二
十
匁

一
喜
多
山

三
匁

第
入
念

奉
差
上
候

自
園
極
品
別
好

一
綾
ノ
葉

同

一
松
の
緑

二
匁
五
分

以
上

一
若
草

金
壱
朱

一
万
代

廿
四
匁

一
薄
緑

二
匁
二
分

御
煎
茶

小
道
具
品
々

一
高
雄

銀
六
匁

一
鷹
ノ
爪

廿
五
匁

一
青
柳

二
匁

一
田
加
良
山

金
弐
朱

一
白
折

廿
八
匁

一
浪
の
花

金
壱
歩

一
真
白
折

三
十
匁

口

上

一
松
風

金
壱
歩

一
友
白
髪

卅
五
匁

一
茶
園
之
義
者
土
地
よ
ろ
し
き
場
所
相
え
ら
ミ

江
州
名
園
精
撰

一
大
福

四
十
三
匁

御
茶
製
法
別
而
入
念
香
気
風
味
宜
し
き
様

一
明
保
の

十
八
匁

一
富
家
詠

五
十
匁

第
一
吟
味
仕
差
上
申
候
間
、
何
卒
相
か
は
ら
ず

一
湖
月

十
三
匁

御
用
仰
付
被
下
候
様
偏
ニ
奉
希
上
候
、
以
上

一
信
楽

六
匁

一
政
所

四
匁

大

坂

心

斎

橋

北

詰

角

高

田

弥

十

郎

日

向

番

茶

品

々

大

安

売

壱

斤

ニ

付

百

文

百

三

十

文

百

四

十

八

文

二

百

文

□資料14 高田弥十郎引札

□資料14 高田弥十郎引札（収蔵資料№436-35）

( 33 )

大
坂
⑨
川
崎
喜
兵
衛
（
佳
茗
林
）

こ
う
し
た
川
崎
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ
イ
ル
が
本
来
の
か
た
ち

と
い
う
か
、
後
半
で
み
る
宇
治
・
京
都
型
に
近
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
濃

茶
・
薄
茶
以
外
が
「
煎
茶
」
で
あ
っ
て
、
「
御
濃
茶
」
「
御
薄
茶
」
を
そ

れ
ぞ
れ
「
品
々
」
と
す
る
そ
の
直
前
、
「
雁
金
」
「
鷹
の
爪
」
「
折
鷹
」

「
白
折
」
が
高
級
煎
茶
で
あ
る
。
売
る
側
も
買
う
側
も
、
店
内
で
説
明

を
し
て
、
ま
た
聞
い
て
了
解
で
き
た
状
況
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

茶
の
小
売
り
は
対
面
販
売
で
、
こ
こ
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ

れ
一
斤
の
単
価
が
表
示
さ
れ
る
が
、
「
壱
斤
半
斤
小
半
斤
六
ツ
割
」
と

購
入
す
る
側
が
そ
の
分
量
を
指
定
で
き
た
よ
う
だ
。

諸
国

御

茶

所

一
朝

日

五
匁

名
物

一
森

撰

（
五
匁

一
信

楽

壱
斤
ニ
付
代
（
五
匁

八
匁

六
匁

一
青

葉

拾
弐
匁

一
一

森

（
五
匁

一
雁

金

拾
五
匁

六
匁

一
鷹
の
爪

弐
拾
匁

一
政

所

（
四
匁

一
折

鷹

弐
拾
匁

五
匁

一
白

折

廿
五
匁
よ
り

一
青

山

六
匁

一
御
濃
茶

品
々

一
綾
の
紫

六
匁

一
御
薄
茶

品
々

一
翁

山

六
匁

一
御
挽
茶

一
朝
日
山

六
匁

一
撰

葉

四
匁

一
山
富
貴

八
匁

一
極
上
々
粉
茶

三
匁

一
和
田
原

拾
匁

右
壱
斤
半
斤
小
半
斤
六
ツ
割
ニ
仕
御
献
上

一
越

渓

八
匁

御
進
物
御
く
は
り
も
の
等
壺
詰
箱
入

一
冬

梅

拾
匁

袋
詰
何
様
に
て
も
御
好
次
第
念
を
入
指
上

一
薄
紅
葉

拾
弐
匁

可
申
候
、
御
用
被
仰
付
可
被
下
候
、
已
上

一
花

摘

拾
弐
匁

外
ニ

一
仙
人
掌

拾
五
匁

播
州

一
初

緑

拾
匁

一
若
緑

三
匁

一
高

雄

拾
五
匁

現
銀
か
け
直
な
し

一
未

明

拾
五
匁

一
龍

団

拾
八
匁

大
阪
高
麗
橋
三
丁
目

一
金

芽

拾
八
匁

佳

茗

林

川

崎

喜

兵

衛

（
下
段
へ
続
く
）

□資料15 川崎喜兵衛引札
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大
坂
⑩

川
内
谷
新
兵
衛
（
正
寿
園
）

最
後
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
正
寿
園
で
あ
る
。
こ
こ
で
よ
う

や
く
玉
露
が
お
目
見
え
す
る
。
二
段
目
中
ほ
ど
、
金
一
両
は
か
な
り
物

価
高
の
も
と
な
の
で
、
銀
百
匁
と
見
込
ん
で
今
日
の
価
格
に
換
算
す
る

と
一
〇
〇
グ
ラ
ム
一
万
五
千
円
前
後
、
ま
ず
ま
ず
妥
当
な
と
こ
ろ
だ
ろ

う
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ
ん
異
様
な
高
額
で
あ
る
。

文
久
三
癸
亥
菊
月
相
改

（
屋
号
）
此
度
上
品
相
改
直
段
成
丈
ケ
引
下
ケ
調
進
仕
候

宇

治

大
阪
天
神
橋
通
寺
町
橋
北
へ
入

（
屋

号
）

信

楽

御

茶

所

本

家

川

内

谷

新

兵

衛
（
印
影
）

諸

国

宇
治

正
寿
園
精
製

御
濃
茶

濃
茶

清
撰
御
煎
茶

御
煎
茶

半
一
袋
目
方
十
匁
ニ
付

薄
茶

一
斤
ニ
付

綾
の
森

九
匁

一
斤
ニ
付

一
森

五
匁

後
昔

五
匁

折
鷹

十
八
匁

山
吹

六
匁
四
分

宇
文
字

四
匁

舞
鶴

二
十
匁

玉
笹

六
匁

初
昔

七
匁
三
分

鷹
爪

二
十
五
匁

初
緑

七
匁

老
の
白

八
匁
五
分

大
広
葉

三
十
匁

万
代

八
匁

濃
茶
頭

一
斤
ニ
付

太
平
葉

三
十
五
匁

喜
撰

八
匁

金
壱
両

慶
賀

三
十
二
匁

正
池
の
尾

十
八
匁

御
薄
茶

友
白
髪

三
十
五
匁

栂
の
尾

十
五
匁

一
斤
ニ
付

玉
露

三
十
六
匁

宇
治
別
製

上
極
揃

二
十
匁

梅
風

三
十
八
匁

一
斤
ニ
付

広
葉

二
十
五
匁

一
文
字

銀
壱
枚

露
の
代

二
匁

上
別
儀

三
十
匁

若
紫

四
十
五
匁

宇
治
の
里

二
百
文

好
別
儀

三
十
五
匁

雲
風

五
十
匁

喜
撰
粉

三
百
文

極
昔

四
十
匁

嘉

宿
り
木

二
百
五
十
文

園
昔

六
十
五
匁

木
玉
露

金
壱
両

川
柳

三
百
文

薄
雲

三
十
八
匁

北
海

金
壱
両
一
歩

大
福
粉

四
百
文

宇
治

御
煎
茶
価

宇
治

御
煎
茶
価

極
撰

四
百
文

自
園

信
楽

笹
の
園

五
匁

一
斤
ニ
付

一
斤
ニ
付

嬉
し
野

百
文

司
山

十
五
匁

花
橘

十
匁

明
ほ
の

百
五
十
文

玉
の
尾

十
八
匁

上
喜
撰

十
匁

寿

二
百
文

大
福

二
十
匁

池
の
尾

十
二
匁

喜
多
山

二
百
五
十
文

折
松
葉

二
十
五
匁

露
の
花

十
三
匁

右
之
外
国
々

北
畠

三
十
匁

正
喜
撰

十
二
匁

御
名
茶
御
座
候
、
已
上

雁
金

四
十
五
匁

松
風

十
四
匁

宇
治
上
々

甘
茶

小
う
り

俵
う
り
仕
候

御
献
上
進
物
壺
詰
折
詰
丸
袋
平
袋

此
外
御
望
次
第
入
念

奉
差
上
候
、
已
上

上

林

味

卜

御

用

御

茶

師

竹

田

紹

旦

正

寿

園

円

定
（
花
押
影
）

其
外
御
茶
師
方
々
取
次

右

之

外

番

茶

壱

筋

も

の

御

座

候
、

以

上

□資料16 川内谷新兵衛引札

□資料16 川内谷新兵衛引札（収蔵資料№2200）

( 35 )

①雄香軒 ②湖松軒 ③雲花園 ④薫香堂 ⑤通栄軒

喫茶法 種別 蕗屋平兵衛 斉藤又右衛門 笹屋伊兵衛 笠屋藤兵衛 八木弥三兵衛

天保6(1835)

濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 濃茶

抹茶 4匁～9匁 3匁2分～6匁8分 3匁6分～9匁 3匁5分～8匁 3匁5分～8匁

薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 薄茶

15匁～60匁 12匁～52匁 10匁～60匁 13匁～60匁 13匁～60匁

出物･ 薄茶濃茶清撰 濃茶園煎茶 濃薄清撰煎茶 濃茶園清撰煎茶 濃茶園清撰煎茶

煎茶 折物･ 煎茶 12匁～48匁 14匁～50匁 15匁～50匁 15匁～50匁

葉物･ 16匁～40匁

宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶

2匁5分～40匁 4匁～20匁 2匁 5分 ～ 銀 1 6匁～20匁 3匁～20匁

枚(50匁)

煎茶 宇治上粉茶 宇治信楽煎茶 宇治上品別好 撰出し名茶

2匁～3匁 撰出し 1朱(約6匁) 1匁5分～3匁

2匁～3匁6分 ～1歩(25匁)

同上茶の粉 上粉茶

1匁6分～4匁 1匁5分～3匁

諸国御煎茶 御茶の子賦物茶 日向番茶大安 日向熊野煎茶 日向熊野煎茶

1匁5分～4匁 (250匁) 売 300文～3匁 300文～3匁

1匁5分～3匁 100文～200文 肥州相良 肥州相良

1匁5分～3匁 3匁～5匁

日向番茶(250 日向御番茶(2

匁) 50匁)

80文～200文 64文～200文

■大阪の茶価比較表1（濃茶は「半袋」＝10匁＝37.5gあたり、他は1斤＝200匁＝750gあた

り。以下同じ）
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大
坂
⑩

川
内
谷
新
兵
衛
（
正
寿
園
）

最
後
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
正
寿
園
で
あ
る
。
こ
こ
で
よ
う

や
く
玉
露
が
お
目
見
え
す
る
。
二
段
目
中
ほ
ど
、
金
一
両
は
か
な
り
物

価
高
の
も
と
な
の
で
、
銀
百
匁
と
見
込
ん
で
今
日
の
価
格
に
換
算
す
る

と
一
〇
〇
グ
ラ
ム
一
万
五
千
円
前
後
、
ま
ず
ま
ず
妥
当
な
と
こ
ろ
だ
ろ

う
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ
ん
異
様
な
高
額
で
あ
る
。

文
久
三
癸
亥
菊
月
相
改

（
屋
号
）
此
度
上
品
相
改
直
段
成
丈
ケ
引
下
ケ
調
進
仕
候

宇

治

大
阪
天
神
橋
通
寺
町
橋
北
へ
入

（
屋

号
）

信

楽

御

茶

所

本

家

川

内

谷

新

兵

衛
（
印
影
）

諸

国

宇
治

正
寿
園
精
製

御
濃
茶

濃
茶

清
撰
御
煎
茶

御
煎
茶

半
一
袋
目
方
十
匁
ニ
付

薄
茶

一
斤
ニ
付

綾
の
森

九
匁

一
斤
ニ
付

一
森

五
匁

後
昔

五
匁

折
鷹

十
八
匁

山
吹

六
匁
四
分

宇
文
字

四
匁

舞
鶴

二
十
匁

玉
笹

六
匁

初
昔

七
匁
三
分

鷹
爪

二
十
五
匁

初
緑

七
匁

老
の
白

八
匁
五
分

大
広
葉

三
十
匁

万
代

八
匁

濃
茶
頭

一
斤
ニ
付

太
平
葉

三
十
五
匁

喜
撰

八
匁

金
壱
両

慶
賀

三
十
二
匁

正
池
の
尾

十
八
匁

御
薄
茶

友
白
髪

三
十
五
匁

栂
の
尾

十
五
匁

一
斤
ニ
付

玉
露

三
十
六
匁

宇
治
別
製

上
極
揃

二
十
匁

梅
風

三
十
八
匁

一
斤
ニ
付

広
葉

二
十
五
匁

一
文
字

銀
壱
枚

露
の
代

二
匁

上
別
儀

三
十
匁

若
紫

四
十
五
匁

宇
治
の
里

二
百
文

好
別
儀

三
十
五
匁

雲
風

五
十
匁

喜
撰
粉

三
百
文

極
昔

四
十
匁

嘉

宿
り
木

二
百
五
十
文

園
昔

六
十
五
匁

木
玉
露

金
壱
両

川
柳

三
百
文

薄
雲

三
十
八
匁

北
海

金
壱
両
一
歩

大
福
粉

四
百
文

宇
治

御
煎
茶
価

宇
治

御
煎
茶
価

極
撰

四
百
文

自
園

信
楽

笹
の
園

五
匁

一
斤
ニ
付

一
斤
ニ
付

嬉
し
野

百
文

司
山

十
五
匁

花
橘

十
匁

明
ほ
の

百
五
十
文

玉
の
尾

十
八
匁

上
喜
撰

十
匁

寿

二
百
文

大
福

二
十
匁

池
の
尾

十
二
匁

喜
多
山

二
百
五
十
文

折
松
葉

二
十
五
匁

露
の
花

十
三
匁

右
之
外
国
々

北
畠

三
十
匁

正
喜
撰

十
二
匁

御
名
茶
御
座
候
、
已
上

雁
金

四
十
五
匁

松
風

十
四
匁

宇
治
上
々

甘
茶

小
う
り

俵
う
り
仕
候

御
献
上
進
物
壺
詰
折
詰
丸
袋
平
袋

此
外
御
望
次
第
入
念

奉
差
上
候
、
已
上

上

林

味

卜

御

用

御

茶

師

竹

田

紹

旦

正

寿

園

円

定
（
花
押
影
）

其
外
御
茶
師
方
々
取
次

右

之

外

番

茶

壱

筋

も

の

御

座

候
、

以

上

□資料16 川内谷新兵衛引札

□資料16 川内谷新兵衛引札（収蔵資料№2200）

( 35 )

①雄香軒 ②湖松軒 ③雲花園 ④薫香堂 ⑤通栄軒

喫茶法 種別 蕗屋平兵衛 斉藤又右衛門 笹屋伊兵衛 笠屋藤兵衛 八木弥三兵衛

天保6(1835)

濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 濃茶

抹茶 4匁～9匁 3匁2分～6匁8分 3匁6分～9匁 3匁5分～8匁 3匁5分～8匁

薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 薄茶

15匁～60匁 12匁～52匁 10匁～60匁 13匁～60匁 13匁～60匁

出物･ 薄茶濃茶清撰 濃茶園煎茶 濃薄清撰煎茶 濃茶園清撰煎茶 濃茶園清撰煎茶

煎茶 折物･ 煎茶 12匁～48匁 14匁～50匁 15匁～50匁 15匁～50匁

葉物･ 16匁～40匁

宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶

2匁5分～40匁 4匁～20匁 2匁 5分 ～ 銀 1 6匁～20匁 3匁～20匁

枚(50匁)

煎茶 宇治上粉茶 宇治信楽煎茶 宇治上品別好 撰出し名茶

2匁～3匁 撰出し 1朱(約6匁) 1匁5分～3匁

2匁～3匁6分 ～1歩(25匁)

同上茶の粉 上粉茶

1匁6分～4匁 1匁5分～3匁

諸国御煎茶 御茶の子賦物茶 日向番茶大安 日向熊野煎茶 日向熊野煎茶

1匁5分～4匁 (250匁) 売 300文～3匁 300文～3匁

1匁5分～3匁 100文～200文 肥州相良 肥州相良

1匁5分～3匁 3匁～5匁

日向番茶(250 日向御番茶(2

匁) 50匁)

80文～200文 64文～200文

■大阪の茶価比較表1（濃茶は「半袋」＝10匁＝37.5gあたり、他は1斤＝200匁＝750gあた

り。以下同じ）
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⑥通松軒 ⑦ ⑧芳雲園 ⑨佳茗林 ⑩正寿園

喫茶法 種別 木屋新助 俵谷金兵衛 高田弥十郎 川崎喜兵衛 川内谷新兵衛

嘉永7(1854) 文久3(1863)

濃茶 濃茶 濃茶 濃茶 － 濃茶

抹茶 3匁5分～9匁 3匁～100疋 3匁6分～9匁 4匁～9匁

(15匁) 濃茶頭1斤

金1両(60匁)

薄茶 薄茶 薄茶 薄茶 － 薄茶

12匁～80匁 8匁～60匁 13匁～130匁 20匁～65匁

出物･ 薄茶園清撰煎茶 濃茶薄茶清撰 自園極品別好 諸国名物 濃茶薄茶清撰

煎茶 折物･ 15匁～30匁 煎茶 6匁～金1歩 3匁～25匁～ 煎茶

葉物･ 濃茶園清撰煎茶 7匁～70匁 (15匁) 18匁～50匁

玉露 25匁～40匁 江州名園清撰 播州若緑 嘉木玉露

4匁～18匁 3匁 金1両(60匁)

煎茶 宇治信楽煎茶 北海

2匁2分～50匁 撰葉 金1両1歩(75匁)

宇治信楽煎茶 宇治信楽煎茶 4匁 宇治自園御煎茶

2匁～20匁 2匁～60匁 15匁～45匁

宇治粉茶 極上々粉茶 宇治信楽煎茶

2匁～3匁5分 3匁 10匁～14匁

宇治銘茶屑 江州志賀名茶 御煎茶

2匁～3匁 13匁～50匁 5匁～8匁

宇治別製

2匁～5匁

御賦り物煎茶 諸国番茶(250匁) 諸国名葉(250匁) 嬉 し 野 ･明 ほ

袋詰物 100文～4匁 2匁～3匁6分 の･喜多山

2匁～4匁 宇治信楽粉 100文～200文

日向･丹波番茶 1匁5分～3匁

80文～200文 御茶之子物上茶

袋入3分～

■大阪の茶価比較表2（濃茶は「半袋」＝10匁＝37.5gあたり、他は1斤＝200匁＝750gあた

り。以下同じ）
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本
場
宇
治

そ
し
て
京
、
花
の
田
舎

後
半
は
宇
治
・
京
都
型
を
取
り
上
げ
る
。
残
念
な
が
ら
、
江
戸
時
代

の
宇
治
茶
商
の
引
札
は
ほ
と
ん
ど
収
集
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
宇
治
茶
業
界
、
い
や
日
本
の
茶
業
界
を
技
術
的
な

面
で
支
え
た
上
林
松
寿
（
一
八
三
二
～
一
九
一
五
）
と
い
う
人
物
が
、

た
ま
た
ま
明
治
一
〇
年
代
に
宇
治
に
拠
点
を
置
い
た
茶
商
の
価
格
表
を

収
集
し
て
お
り
、
近
年
そ
れ
ら
を
調
査
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
そ
れ
を
起
点
に
話
を
始
め
よ
う
。

上
林
松
寿

上
林
松
寿
は
、
御
用
茶
師
の
上
林
牛
加
（
ぎ
ゅ
う
か
）
家
の
第
一
一

代
当
主
で
、
茶
の
木
の
栽
培
か
ら
製
造
ま
で
幅
広
く
精
通
し
、
製
品
を

鑑
査
・
審
査
す
る
能
力
も
備
え
て
い
た
。
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
旧
茶
師
の
系
譜
に
連
な
る
人
と
し
て
、
こ
う
し
た
技
能
を
持

ち
合
わ
せ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
有
な
例
で
あ
る
。
御
用
茶
師
と
い
わ

れ
る
人
た
ち
は
、
た
ん
に
仲
介
を
業
と
す
る
の
み
で
、
お
お
む
ね
茶
の

実
務
に
は
頓
着
し
な
い
。

松
寿
は
、
茶
師
と
し
て
の
立
場
に
あ
っ
た
二
〇
歳
頃
、
幕
末
期
に
は

江
戸
と
の
往
復
を
何
度
か
経
験
し
て
い
た
。
そ
し
て
詳
し
い
い
き
さ
つ

は
不
明
だ
が
、
維
新
後
単
身
東
京
に
出
て
内
務
省
勧
業
寮
に
出
仕
し
、

輸
出
の
花
形
と
な
っ
た
茶
業
指
導
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

後
臨
時
の
嘱
託
勤
務
だ
っ
た
が
、
農
商
務
省
に
技
手
と
し
て
も
出
入
り

し
た
。
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
の
第
一
回
製

茶
共
進
会
で
は
、
東
多
摩
郡
下
高
井
戸
村
（
現
杉
並
区
）
で
紅
茶
の
栽

培
・
製
造
に
関
わ
り
、
そ
の
出
品
者
と
し
て
も
名
を
連
ね
た
。
上
林
と

言
え
ば
、
聞
く
人
が
聞
け
ば
そ
の
当
時
で
も
す
ぐ
に
宇
治
の
高
級
茶
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
は
ず
だ
。
世
界
に
向
け
た
上
林
ブ
ラ
ン
ド
の
紅
茶
を

期
待
す
る
向
き
が
、
彼
の
ま
わ
り
に
い
た
政
府
実
務
官
僚
の
あ
い
だ
に

は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

上
京
前
か
ら
、
東
京
に
長
居
す
る
こ
と
が
き
ま
っ
て
い
た
の
か
ど
う

か
は
定
か
で
な
い
が
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
帰
宇
す
る
ま
で

足
か
け
一
五
年
に
及
ぶ
期
間
、
基
本
的
に
は
東
京
を
拠
点
と
し
、
ほ
ぼ

全
国
を
股
に
か
け
て
茶
業
指
導
に
奔
走
し
、
品
評
会
で
は
審
査
員
も
勤

め
た
。
い
っ
ぽ
う
こ
の
間
、
彼
は
宇
治
で
は
と
て
も
経
験
で
き
な
い
都

会
の
下
町
暮
ら
し
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
、
明
治
一
六

年
に
は
次
男
敬
次
郎
が
東
京
法
学
校
（
現
法
政
大
学
）
に
進
学
す
る
こ

と
に
な
り
、
在
京
後
半
期
は
二
人
の
共
同
生
活
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、

松
寿
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
三
三
歳
の
と
き
に
結
婚
し
、
そ
の
後

五
人
の
男
子
に
恵
ま
れ
た
。
松
寿
、
敬
次
郎
の
も
と
に
、
た
ま
に
は
他

の
兄
弟
も
入
れ
替
わ
り
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
と
い
っ
た
具
合
で
、
牛
加
家

の
人
び
と
は
維
新
後
間
も
な
い
東
京
の
風
を
ま
と
っ
て
成
長
す
る
こ
と

に
な
る
。

そ
ん
な
松
寿
は
、
大
量
の
チ
ラ
シ
、
ビ
ラ
、
レ
ッ
テ
ル
の
類
を
東
京

か
ら
宇
治
に
持
ち
帰
っ
た
。
食
料
品
か
ら
薬
品
、
生
活
雑
貨
に
至
る
ま

で
、
み
な
日
々
の
暮
ら
し
を
物
語
る
品
々
だ
が
、
そ
こ
に
本
報
告
書
で

扱
っ
て
い
る
引
札
、
と
く
に
宇
治
茶
商
の
そ
れ
が
含
ま
れ
る
。
な
か
に

は
宇
治
で
入
手
し
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
的
に
は
明
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